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序 文

「国営隈戸川農業水利事業」は， 2 市 2 町 3 村（須賀川市・ 白河市・矢吹町・鏡石町・

天栄村・泉崎村・中島村）に至るかんがい事業です。 この事業は， 羽鳥ダムの取水樋

門・隧門を改修して取水量を増量することにより
，
かんがい用水を確保するとともに， 頭

首エ・揚水機場及び用水路の改修を行い， 用水路の安定供給と維持管理の軽減を図るこ

とを目的としています。

このかんがい事業用地内には， 先人が残した貴重な文化遺産が所在しており
， 周知の

埋蔵文化財包蔵地を含め， 数多くの遺跡などを確認しております。

埋蔵文化財は それぞれの地域の歴史と文化に根ざした歴史的遺産であると同時に，

我が国の歴史 ・ 文化等の正しい理解と， 将来の文化の向上発展の基礎をなすものです。

福島県教育委員会では， かんがい事業予定地内で確認されたこれらの埋蔵文化財の保

護・保存について， 開発関係機関と協議を重ね ， 平成18年度に埋蔵文化財包蔵地の範囲

や性格を確かめるための試掘調査を行い， その結果をもとに， 平成19年度に現状保存が

困難な遺跡については記録として保存することとし， 発掘調査を実施しました。

本報告書は， 平成19年度に行った白河市大信増見地区に所在する腹田A遺跡・腹田B

遺跡・ 腹田C遺跡・金谷林遺跡の発掘調査成果をまとめたものであります。 この報告書

を県民の皆様が， 文化財に対する御理解を深め， 地域の歴史を解明するための基礎資料

として，
さらには生涯学習等の資料として広く活用していただければ幸いに存じます。

最後に， 発掘調査から報告書の作成にあたり， 御協力いただいた農林水産省東北農政

局財団法人福島県文化振興事業団をはじめとする関係機関及び関係各位に対し， 感謝

の意を表するものであります。

平成20年 3 月

福島県教育委員会

教育長 野 地 陽 一



あ い さ つ

財団法人福島県文化振興事業団では ， 福島県教育委員会からの委託により， 県内の大

規模な開発に伴う埋蔵文化財の調査業務を行っております。「国営隈戸）1［農業水利事

業」に関連する埋蔵文化財の発掘調査もそのひとつで
， 平成19年度には

，
白河市に所在

する4遺跡の発掘調査を実施いたしました。

本書には ， 白河市大信地区に所在する腹田A遺跡・腹田B遺跡・腹田C遺跡・金谷林

遺跡の4遺跡の発掘調査成果を収録しております。 これら4遺跡は ， ともに近接した

位置にあって， それぞれが羽鳥湖に源を発する隈戸川の右岸段丘に営まれた遺跡で，

縄文時代から平安時代にかけての竪穴住居跡等の遺構が検出されています。

今後， これらの調査成果を考古学や歴史学など研究の基礎資料として， さらに地域社

会の理解や生涯学習に幅広く活用していただければ幸いに存じます。

おわりに， この調査に御協力いただきました農林水産省東北農政局 ， 隈戸川農業水

利事業所， 白河市並びに地域住民の皆様に， 深く感謝申し上げますとともに当事業団

の事業の推進につきまして， 今後とも一層の御理解と御協力を賜りますようお願い申

し上げます。

平成20年 3 月

財団法人 福島県文化振興事業団

理事長 富 田 孝 志



緒 言

1. 本書は， 平成19年度に実施した国営隈戸川農業水利事業関連の遺跡発掘調査報告書である。

2 . 本書には以下に記す遺跡調査成果を収録した。

腹田A遺跡 福島県白河市大信増見字腹田

腹田B遺跡 福島県白河市大信増見字腹田

埋蔵文化財番号： 46700107

埋蔵文化財番号： 46700108

腹田C遺跡 福島県白河市大信増見字腹田 埋蔵文化財番号： 205200605

金谷林遺跡 福島県白河市大信増見字金谷林 埋蔵文化財番号： 46700109

3. 本事業は， 福島県教育委員会が農林水産省東北農政局の委託を受けて実施した。 調査に係る費

用のうち ， 94. 7％については東北農政局が負担し， 残りの5. 3％を国庫補助金を受けて， 福島

県教育委員会が負担した。

4 . 福島県教育委員会は， 発掘調査を財団法人福島県文化振興事業団に委託して実施した。

5. 財団法人福島県文化振興事業団では， 遺跡調査部の下記の職員を配して調査にあたった。

文化財副主査 稲村 圭一

6. 本書の執筆及び全体の構成・編集は稲村が担当した。

7 . 本書に掲載した空中写真撮影・写真合成は， 次の機関が行った。

空中写真撮影 株式会社 日本特殊撮影

写真合成 株式会社 シン技術コンサル

8. 本書に使用した地図は国土地理院長の承認を得て， 同院発行の 2 . 5万分の 1 地形図を複製し

たものである。 「（承認番号）平19東複第181号」

9. 本書に収録した遺跡の調査記録および出土資糾は， 福島県教育委員会が保管している。

10. 発掘調査および報告書作成にあたり， 次の諸機関からご協力いただいた。 （順不同・敬称略）

白河市教育委員会， 大信庁舎産業課・建設課大信農村改菩センタ ー

東北芸術工科大学文化財保存修復研究センタ ー

ー



用 例

1. 本書における遺構図版の用例は， 以下のとおりである。

(1)方 位 平面座標の国土座標軸を基準とした真北方向を図版の真上とした。 それ以

外のものは挿図中に真北方向を指す方位を示した。

(2)標 高 水準点を基にした海抜標高で示した。

(3)縮 尺 各挿区中に縮尺率を示した。

(4)土 層 基本土層はアルファベット大文字Lとロ ー マ数字を組み合わせ， 遺構内の

(5)ケ

堆積士はアルファベット小文字Qと算用数字を組み合わせて表記した。

（例）基本層位 一LI ·LII ・ ・ ・

， 遺構内准積土 一Q 1. i 2... 

なお， 挿図の土層注記で使用した土色名は， 『新版標準土色帖』（日本色研

事業株式会社）に基づく 。

バ 遺構内の傾斜面は「？『」で表現したが， 相対的に緩傾斜の部分には「？
’

戸」

で表している。 また， 「定究」 は後世の撹乱が明らかな場合に使用した。

(6) 線 の 表 現 波線は推定範囲，

一点鎖線は貼床範囲を示す。

(7) 網 か け 挿図中の網かけの用例は， 同区中に表示した。

2. 本書における遺物区版の用例は， 以下のとおりである。

(1) 土器 断 面 須恵器の断面は黒塗りとした。 粘土積み上げ痕を一点鎖線で表記し， 胎土

中に繊維が混和されたものには▲を付した。

（ ）内の数値は推定値 〔 〕内の数値は遺存値を示す。(2) 遺物計測値

(3)縮 尺

(4)網 か け

各挿図中に縮尺率を示した。

挿図中の網かけの用例は黒色処理を示し， それ以外は同図中に表示した。

3. 本書における本文中の遺物の番号は， 挿図番号と対照できるようにして， 以下のとおり記した。

（例）区 1 の 1 番 → 1 図 1

また， 写真図版の遺物に付けた挿図番号は以下のとおり記した。

（例）図 1 の 1 番 → 1 図 1

4. 文章中の遺物点数は， 全て破片点数である。

5. 本書で使用した略号は， 次のとおりである。

白河市 ・ ..SK 腹田 A遺跡•·HD· A 腹田B遺跡•·HD·B 腹田C遺跡••HD·C

金谷林遺跡 •••KYB 遺構外堆積土 •••L 遺構内堆積土 ・ ・ ・ 〇 竪穴住居跡 •••SI 

土 坑 •••SK 溝 跡 •••SD 焼土跡 •••SG 小穴・ビット… P グリッド •••G

6. 参考・引用文献は執筆者の敬称を省略し， 各編の末にまとめて収めた。

II
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序 章

第1節 事業の概要

国営隈戸川農業水利事業は， 2 市 2 町 3 村（須賀川市 ・ 白河市・鏡石町 ・ 天栄村 ・ 泉崎村 ・ 中島

村 ・ 矢吹町）に至るかんがい事業である。 こ の地区は福島県中通り地方の南部に位置し ， 水田

3, 600ha, 畑400haの県内有数の農業地帯である。

かんがい用水は， 国営白河矢吹土地改良事業（昭和16年度～昭和39年度）で造成された羽鳥ダム

の他隈戸川， 竜田川， 泉川およびため池等に依存しているが， 地区内の河川はいずれも自流水に

乏しく ， ため池も小規模であるため， 水路の堰上げや揚水機による反復利用番水等による水利用

を余儀なくされており また， 近年の営農形態の変化により ， 恒常的な用水不足の状況にある。 さ

らに 国営事業により造成された用水施設の老朽化により ， 維持管理に多大な労力と経費を要して

いるとともに， 末端用水施設の不備やほ場区画が狭小なため， 水田の汎用化や農業生産性の向上が

阻害されている。

このため本事業では， 阿武隈川水系隈戸川にかんがい用水を確保し， 頭首工， 揚水機および用水

路の改修を行い ， 用水の安定供給と維持管理の軽減を図ることとしている。 併せて， 関連事業によ

り ， 末端用水施設の整備および区画整理を実施することにより営農の合理化を図るとともに， 畑地

かんがいによる複合経営の促進を図り ， もって地域農業の生産性向上と農業経営の安定に資するも

のとしている。

図1 国営隈戸川農業水利事業位置図
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二変更前の掘削範囲［□□□］変更後の掘削範囲［ロニニ］調査区

図 2 遺跡位置図(1)

第 2 節 調査に至る経緯

隅戸川農業水利事業関連の埋蔵文化

財の調査は， 平成10年度から開始され

た。 この年に大信村教育委員会が主休

となって， 田ノ沢ダム建設計画予定地

内の表面調査を実施しており ， 12箇所

の遺跡を確認している。 そこで， 幅島

県教育委員会は東北農政局隈戸川農業

水利事業所と埋蔵文化財の保護につい

て協議を行い， 平成11年度は福島県教

育委員会が調査主休となり ， （財）幅島

県文化センタ ー （現：福島県文化振興事

業団）に委託して ， 田ノ沢ダム建設計

両予定地内の田ノ沢F遺跡・遺跡推定

地B5 の試掘調査を実施している。 ま

た， 同年度に旧 1 市 2 町 4 村（須賀川

市・鏡石町・矢吹町・泉崎村・中島村・

天栄村・旧大信村）にまたがる基幹水路

部分160ha の表面調査を実施してお

り ， 22遺跡を確認している。 このう

ち ， 白河市大信地域で確認されたの

は， 周知の7遺跡と新発見の3遺跡で

ある（福島県教育委員会2000) 。

平成13年度は， 田ノ沢ダム建設計画

予定地内の田ノ沢C遺跡ほか， 4 箇所

111, 600可の 試 掘 調 査 を 実 施 し て い

る。 このうち ， 田ノ沢C·G遺跡 ， 遺

跡推定地Bl の 3 箇所で遺構・遺物を

確認した。 田ノ沢C遺跡では， 廃滓場

などの製鉄関連遺構や縄文時代前期の

土坑 ， 弥生土器が確認され， 要保存面

梢20,000可が確定した。

2
 



田ノ沢G遺跡では縄文時代中期・後

期の土坑を検出し， 要保存面積2,900

可が確定した。 Blでは廃滓場などの

製鉄関連遺構が確認され， 要保存面栢

1. 600可が確定し， 田ノ沢H 遺跡とし

て登録し た（福 島 県 教 育 委 員 会

2002) 。

平成18年度は， 幹線用水路建設予定

に伴い， 白河市大信下小屋地区に所在

する 2 遺跡4,400m
2

， 大信増見地区に

所在する3遺跡2,670可を対象に試掘

調査を実施している。 このうち ， 大信

増見地区の金谷林遺跡， 腹田A遺跡，

腹田B遺跡で遺構・遺物を確認した。

金谷林遺跡では， 古墳時代や平安時

代の土師器・須恵器 が確認され， 要保

存面栢900可が確定した。 また， 腹田

A遺跡では縄文土器や平安時代の土師

器腹田B遺跡では縄文土器を確認し

たが， 2 遺跡については， 一部未調査

区があるため ， 次年度の試掘調査の成

果をまっ て再検討を行う予定とした

（福島県教育委員会2007) 。

平成19年度は， 腹田A·B·C 遺跡

の試掘調査腹田A·B·C遺跡， 金

谷林遺跡の発掘調査を実施した。 な

お ， 腹田C遺跡は幹線用水路工事用道

路建設時に偶然発見された遺跡であ

る。 試掘調査については， 幹線用水部

分に加えて， 周辺の耕地整地を工事の

一貫として行うため ， 遺跡範囲内とそ

の周辺について試掘調査を行った。 そ

の結果腹 田 A 遺 跡 で要保存面栢 '.., 

1,260m
2

， 腹 田B遺 跡 で要保存面積 図 3 遺跡位置図 (2)

(1/2,000) 
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序 車

表1 平成19年度国営隈戸）1|農業水利亭業関連遺跡調査一覧

市町村 地区名 遠跡名 調査面租(mう 調 査期間 全要時代 種 別

白河 増見 金谷林 9 0 0 4月11日～ 4月訂日・9月1 3日～ 9月25日 古代 散布地

白河 増見 腹EBA 4 3 0 
5月29日～ 6月8 日・6月18日～ 6月28日

細文•平安 集落跡
7月31日～ 9月14日

白河 増見 腹田B 8 5 0 5月7 日～5月31日・7月2日～8月2日 縄文・奈良 集落跡

白河 増見 腹田c 2 5 0 6月6 日～6月18日 細文•平安 集落跡

2, 000111, 腹田C遺跡で要保存面積L 150面が確定した。 しかし， 整地部分については掘削深度が遺

構検出面まで達しないことから， 幹線用水路部分（腹田A: 360直腹田B: 440面腹田C: 250面）

の本調査を実施した。 また， 調査期問中には， 幹線用水路部分のエ車計画の変更により， 道加調査

面積が生じ（腹田A: 70泣腹田B: 410rri)， その都度調査中の遺跡を中途で停止し， 工事優先

度の高い遺跡への発掘調査へ移行することも生じた。

発掘調査は， 金谷林遺跡→腹83B遺跡→腹田A遺跡→腹田C遺跡→腹田A遺跡→腹巨B遺跡→腹

田A遺跡→金谷林遺跡と移行し， 同年度中に成果を本書としてまとめた。 発掘調査の経過の詳細は

第1 ~4編に譲り， 割愛する。

第 3 節 自然的環境

福島県は， 東北地方南部に位置し， 県としては岩手県に次いで全国2番目の13 ,782k面の面積を持

つ。 県土のおよそ 8 割は山地で占められ ， 東部には太平洋に沿って阿武隈高地が， 中央部には奥羽

山脈が連なり， 西部には越後山脈が迫っている。 これらの山地はほぼ南北に走り， 県内は太平洋側

より「浜通り地方」「中通り地方」「会津地方」の三つの地方に区分される。 中通り地方の中央部

を貫流する阿武隈）1|は， 福島県西白河郡西郷村の那須山系を源とする。 阿武隈）1|流域には， 河岸段

丘を主とした低地が形成され ， 南から白河・須賀）I[・郡山•本宮・福島の各盆地が ， 各々高度を下

げながら連続している。 白河市はこの中通り地方の南端に位置する。 白河市大信地区は， 白河市内

の北西側に位置し， 北は天栄村， 南は泉崎村， 西は西郷村， 東は矢吹町とそれぞれ境界を接してい

る。 大信地区は， 昭和30年0955)4月10日に， 信夫村と岩瀬郡大屋村が合併して「大信村」が成

立した。 村名は合併各村の合成地名である。 また， 平成17年(2005)11月 7 日には， 近隣の表郷

村・東 村 と と も に「白 河 市」に 合 併さ れ現 在 に至る。 面 積80. 77 k瓜人口約4,789人（平成

17. 10. 1)を数える。

白河市大信地区の西側には， 那須山系権太合山（梗高<J16. 3m)をはじめL 000m前後の山脈と，

この山脈から派生する500~800mの高原・丘陵が発達している。 この面を釈迦堂）1|の支流である隈

戸川をはじめとした中小河川が複雑に浸食・開析を繰り返し， 現在のような変化に富み， 風光明媚

な地形が形成された。 この地域の地質は， 東部を北西から南東に棚倉破砕帯が走り， その西側には

中新世グリーンタフ変動による緑色凝灰岩が分布し，

一部に古生代から中生代にかけて地層を残し
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ているが， 大部分は第三紀以降の火山活動による噴出物が堆積している。 特に， 新第三紀後半から

第四紀には石材として署名な白河石が形成される。 この白河石は石英安山岩質熔結凝灰岩と呼ば

れ ， 3 回の大規模な火山活動によって噴出されたD皿からDI の 3 層の火砕流堆積物によって構成

される。 白河盆地を中心に阿武隈川を北流し， 郡山盆地や猪苗代湖周辺まで分布している。 さらに

第四紀になると， 那須火山帯の活動が活発になり ， 白河ロ ームと呼ばれる火山灰層が形成され ， 古

い順にDロ ーム・ C2 ロ ーム・ Cl ロ ーム• B ロ ーム・Aロ ームの 5 層が確認されている。 地形的

に見ると， これらの地層を開析して隈戸川が東流・下刻し， 現在のような西高東低のゆるやかな丘

陵地帯（白河丘陵）を形成している。 丘陵の問を奥羽脊梁山脈を水源とする隈戸） IIが東流し ， その

支流との流域には， 砂や礫や粘土からなる狭長な谷底平野・埋積谷・河岸段丘・洪積台地を形成

し ， これらの地域に白河市大信地区の各集落が点在する。 特に， この地域の東側地区は洪積世の活

動によるパー ライト質火山噴出物の堆積層やロ ーム層がよく発達し， 丘陵裾部には沖積段丘堆積物

としての砂・礫が， また黒色腐植土中には沖積世起源の火山灰・火山砂が薄く認められる。

更に白河ロ ーム層の上には， 丘陵裾部や段丘面では火山灰を母材とする黒ボク土壌が， 丘陵の頂

部や斜面では褐色の森林土壌が分布している。 土地の利用状況は， 谷底平野や中位・低位段丘では

水田耕作を主に， 畑作も行われている。 高位の段丘や丘陵では畑作が行われているが， この部位で

は未開拓の部分が多く， 山林•原野となっている。

今回 隈戸）1|農業水利事業開発の対象となった増見地区は， 白河市大信地区の南東部に位置し，

南側で泉崎村と境を接している。 この地区は， 奥羽脊梁山脈から続く丘陵地帯の東側にあたり ， 隈

戸）1|支流の外面川が狭長な谷底平野や河岸段丘を形成しているが， 開発の対象となった地域は隈戸

川と外面） IIの合流付近で， 北側には比較的広い谷底平野が展開する。 南側には標高350~400mの低

位丘陵が東に向かって樹枝状に延びている。 今年度発掘調査を行った遺跡は， 増見地区の北部の隈

戸）1|及び外面） IIの南岸で， 北西は国道294号線に， 南東は東北新幹線に画された地域に所在する。

遺跡の立地は， 主に狭長な低位段丘面である。

第4節 周辺の遺跡と歴史的環境

平成16年度発行の大信村史編纂委員会発行の『大信村史第二巻 資料編上巻』によると， 白河市

大信地区(1日大信村）には， 122 ヶ所の遺跡（散布地・塚・城館跡・石造物などを含む）が登録・周知

されている。 また， 隈戸川と外面川が合流する増見地区の西部と東部では， 山稜の起伏が大きく異

なり ， 遺跡の分布にも少なからず影薔を及ぼしている。 西部では丘陵の裾部や小規模な河岸段丘

に， 比較的小規模な縄文時代の遺跡が分布している。 これに対して， 増見地区以東は町屋遺跡や道

目木遺跡 赤坂裏の諸遺跡のように， 低丘陵の南向きの緩斜面を中心に， 広い面積の複合遺跡の多

いことが特徴である。 この中で， 東北自動車道・東北新幹線・国営総合農地開発車業矢吹地区， 晟

近では田ノ沢ダム水没地帯に関連して試掘調査や発掘調査が実施されている。
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序 章

匡言霊:又岩 ・

凝灰岩質砂岩）

二低位段丘堆積物
・（砂・礫・泥）

応閏:質岩石）

現河床 ・ 氾濫源堆積物阿竺竺〗白河層（石英安山
（礫·砂） 、 SIヽベ岩賓凝灰岩）

゜ 1km 

(1/25,000) 

巴言
段丘 ・ 扇状虹積物

:·:·:·:·:·：苓： （砂・礫・泥）

芦貫入岩 ・ 溶岩
（安山岩質岩石）

圧砕粘板岩 ・

ホルンフェルス

（圧砕岩）

図4 遺跡周辺の地質図
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1 日石器時代の遺跡は発見されていないが， 隣接する西郷村には， 大平遺跡が所在する。 この遺跡

は， 平成2 • 3 年度に発掘調査が実施されており， 4~5 万年前の石器が出土している。 石器は流

紋岩・鉄石英・玉髄・頁岩・粘板岩・碧玉・悪瑶等の石斧・錐形石器・尖頭スクレイパー・剥片な

どで， 福島県内で最初に発見された軌期旧石器時代の遺跡である。 他には， 白河市谷地前C遺跡や

同市一里段A遺跡などが発掘調査され， 旧石器時代の資料が集積しつつあり， 遺跡数はその後の時

代のものに比べ少ないものの， この地域の 1 日石器時代の様相は次第に解明されてきている。

縄文時代になると， 遺跡は比較的多く確認される。 桜立D・赤坂裏A・赤坂裏E・芹沢A•町屋・

桜立C・沢入・下原遺跡などが発見されている。 縄文草創期の遺跡の発見例はまだないが， 白河市

高山遺跡・石川町達中久保遺跡があり， それぞれ隆線文土器・爪形文土器が出土している。 本地区

の早期の遺跡には桜立D遺跡がある。 この遺跡からは， 落とし穴や条痕文系士器が発見されている。

前期から後期前半にかけては， 遺跡の数は格段と多くなり， 前期は芹沢A遺跡中期は下原・芹沢

A・赤坂裏B 遺跡， 後期は町屋・沢入遺跡などが認められる。 後期後半から晩期にかけては遺跡数

が減少し， 僅かに桜立D遺跡で晩期中葉の半粗製・粗製の深鉢が認められるのみである。 また， 周

辺では天栄村界谷地遺跡があり， 晩期中葉の住居跡が検出されている。 この中で， 町屋遺跡の試掘

調査が昭和56年度•平成7~9 年度に， 村史編纂に伴う発掘調査が平成13年度に実施されている。

町屋遺跡は， 大信地区の中心部にあって， その面積は約80, OOOrriにも及び， 当地区最大規模の遺

跡である。 縄文時代は早期•前期の遺物も出土するが， 中期や後期によく発達した拠点的な集落遺

跡である。 道路の拡幅等で数回の小規模な発掘調査が行われ， 縄文時代中期から後期にかけての竪

穴住居跡や焼土遺構・土坑・遺物包含層が確認されているが， 全体的な集落構造は明らかにされて

いない。 また 上層では古墳時代後期や平安時代の遺構・遺物が璽複し， 古代においても中心的集

落であったことが窺える。

弥生時代の遺物を出土する遺跡は， 周辺では天栄村坂□ A・ニ本松や泉崎村踏瀬大山， 白河市天

王山の各遺跡が『福島県史』に紹介され著名であるが， 本地区では遺跡の数は少なく， 北大久保B・

C 遺跡で中期の土器片 ， 赤坂裏A遺跡で後期の壺が出土している。 また， 桜立D遺跡では， 中期後

葉のニッ釜式土器を伴う土坑が僅かに確認されるだけである。

古墳時代の遺跡も少なく， 高塚古墳は現段階で未確認である。 しかし， 隈戸川下流域の丘陵麓に

は， 凝灰岩層を穿った未調査の横穴墓群が多く分布している。 隣接する泉崎村には 国指定史跡で

ある泉崎装飾横穴墓をはじめ， 踏瀕地区にも観音山・観音山北横穴墓群などの古墳時代後期の墳墓

群が所在し， 東北自動車道の建設に伴って発掘調査が実施されている。 集落遺跡は， 平成5年度に

発掘調査が行われた道目木遺跡がある。 この遺跡は， 町屋遺跡の西約0. 5kmの地点に位置し， 古墳時

代後期から平安時代前期の集落跡であることが明らかになっている。 平安時代の集落と重複してい

るが， 当該時期の竪穴住居跡が6軒確認され， 6世紀前葉の土師器が住居跡に伴って多く出土して

いる。 古墳時代においては町屋遺跡に先行して集落が営まれており， 両遺跡は地形的には連続した

段丘面に立地していることから， 密接なつながりがあるものと考えられる。 また， 杉東遺跡では古
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表2 腹田遺跡群・金谷林遺跡周辺の遺跡一覧

番号 遺跨名 文化財番号 所在地 種別 時代 呑号 遺跡名 文化財番号 所在地 種別 時代

1 腹田A 467001W 白河市大信増見字腹田 集落跡 縄文•平安 36 杉ノ前C 46700069 白河市大信中新城字杉ノ前 散布地 縄・古代

2 腹田B 46700108 白河市大信増見字腹田 集落跡 縄文・奈良 37 杉 東 46700070 白河市大信中新城字杉東 散布地 古墳～古代

3 腹田C 205籾605 白河市大信増見字腹田 集落跡 温文•平安 38 三本松D 467(X)073 白河市大信中新城字三本松 散布地 縄・古代

4 金谷林 46700lffi 白河市大信増見字金谷林 散布地 古墳～中世 39 三本松c 46700074 白河市大信中新城字三本松 散布地 混・古代

5 八幅山館跡 46700015 白河市大信増見字八幅山 城館跡 中 世 40 杉ノ前A 46700078 白河市大信中新城字杉ノ前 散布地 弥生～古代

6 山守山B 46700075 白河市大信中新城字山守山 散布地 古墳～古代 41 杉ノ前B 467(X)079 白河市大信中新城字杉ノ前 散布地 古墳～古代

7 三本松A 46700076 白河市大信中新城字三本松 散布地 古墳～古代 42 山守山 46700081 白河市大信中新城字山守山 散布地 古墳～古代

8 三本松B 46700077 白河市大信中新城字三本松 散布地 古墳～古代 43 中新城供養埒 46700083 白河市大信中新城字塩沢 石造物 中 世

， 入塩沢B 46700082 白河市大信中新城字入塩沢 散布地 古墳～古代 44 入塩沢供養塔 46700084 白河市大信中新城字入塩沢 石造物 中 世

10 下小屋供贅塔 46700013 白河市大信下小屋字宮沢 石造物 中 世 45 入塩沢A 46700088 白河市大信中新城字入塩沢 敵布地 古 墳

11 日和田五輪塔 46700014 白河市大信下小屋字日和田 石造物 中 世 46 大沢A 46700089 白河市大信中新城字大沢 散布地 堪 文

12 枇杷ヶ沢 46700016 白河市大信増見字金谷林 散布地 縄 文 47 大沢B 46700090 白河市大信中新城字大沢 散布地 混 文

13 上寄居 46700017 白河市大信増見字金谷林 散布地 縄 文 48 金畑A 46700091 白河市大信中新城字金畑 敵布地 混 文

14 桜立A 46700022 白河市大信上新城字桜立 散布地 縄・古代 49 金畑B 46700092 白河市大信中新城字金畑 敬布地 編 文

15 桜立B 46700023 白河市大信J:新城字桜立 散布地 古墳～古代 50 採 平 46700093 白河市大信中新城字塩沢 散布地 編・古代

16 桜立c 46700024 白河市大信J:新城字桜立 散布地 古墳～古代 51 塩沢A 46700094 白河市大信中新城字塩沢 散布地 編・古代

17 桜立D 467000笈 白河市大信上新城字桜立 散布地 古墳～古代 52 塩沢C 46700095 白河市大信中新城字塩沢 散布地 古墳～古代

18 大林A 467000苫' 白河市大信上新城字大林 散布地 古壌～古代 53 道目太 46700098 白河市大侶町屋字道目木 散布地 古 代

19 大林B 46700028 白河市大信J:新城字大林 散布地 古 代 54 町屋A 46700099 白河市大信町屋字町屋 散布地 古 代

20 大林C 46700029 白河市大信J:新城字大林 散布地 弥生～古代 55 屋敷哀 46700100 白河市大信町屋字屋敷裏 散布地 古 代

21 大林D 467000絞 白河市大信上新城字大林 散布地 縄・古代 56 丹羽館跡 34400023 天栄村大里円波岳 城館跡 中 世

22 赤坂裏B 46700031 白河市大信中新城字赤坂襄 散布地 古墳～古代 57 狸 入 34400075 天栄村大里字狸入 散布地 縄・古代

23 赤坂裏C 46700032 白河市大信中新城字赤坂褻 散布地 古墳～古代 58 平 B 34400080 天栄村大里字平 散布地 古 代

24 赤坂裏D 46700033 白河市大信中新城字赤坂裏 散布地 古墳～古代 59 平 C 34400083 天栄村大里字平 散布地 古 代

25 愛宕山 46700049 白河市大信中新城字愛宕山 散布地 古墳～古代 60 毒害清水A 34400094 天栄村小）1|字毒害清水 散布地 古 代

26 赤坂裏A 467細 白沼市大信中新城字赤坂・赤坂裏 散布地 縄・古代 61 糖 塚 34400096 天栄村小）1|字糖塚 散布地 古 代

27 赤坂裏製鉄 46700096 白河市大信中新城字赤坂裏 製鉄跡 近 世 62 粧塚古墳 34400097 天栄村小）1|字粧塚 塚 古 墳

28 町 屋 46700059 白河市大信町屋字町屋 散布地 縄 文 63 一本松 34400098 天栄村大里字一本松 散布地 縄 文

29 古館館跡 4670000) 白河市大信町屋字古館 城館跡 中 世 64 竹 柄 34400099 天栄村大里竹柄 散布地 縄・古代

30 新城館跡 46700061 白河市大信中新城字内屋敷 城館跡 中 世 65 南 沢 34400100 天栄村大里南沢 散布地 古 代

31 内屋敦五籍塔 46700062 白河市大信中新城字肉屋敷 石造物 中 世 66 山 崎 34400101 天栄村大里山崎 散布地 古 代

32 堂 山 46700065 白河市大信増見字堂山 散布地 古墳～古代 67 細 入 34400102 天栄村大里細入 散布地 古墳～古代

33 弥平田 46700066 白河市大信中新城字弥平田 散布地 古墳～古代 68 石倉山 46400006 泉崎村踏瀬字石倉山 散布地 混・古代

34 壇の原 46700067 白河市大信中新城字弥平田 散布地 縄・古代 69 宮作田 46400071 泉崎村太田）1|字宮作田 散布地

35 杉ノ前D 46700068 白河市大信中新城字杉ノ前 散布地 縄・古代

墳時代後期前半の土師器が採集されている。

奈良•平安時代には前時代に比べて発見される遺跡は多い。 平成5年度の道目木遺跡や東北新

幹線建設に関連して赤坂裏A遺跡が発掘調査を行っている。 道目木遺跡は， 奈良•平安時代の竪穴

住居跡や掘立柱建物跡・土坑群が検出され， 四面庇の掘立柱建物跡は特筆される。 また， 須恵器の

中には会津若松市大戸窯跡群の製品が発見されている。 同時に， 墨書土器や鉄滓が出土しており ，

識字階層や高い技術が保持されていたことを裏付けている。 赤坂裏A遺跡では， 平安時代の集落跡

製鉄跡が発見されている。 また， 竪穴住居跡と共に製塩と関係の強い筒形土器が出土している。 ま

た， 入塩沢B遺跡は農免道路建設に伴って発掘調査が行われ， 縄文時代中期の土坑の他奈良時代

の竪穴住居跡が発見され， 狭小な開析谷に面した小規模集落跡と推測される。 また， 天栄村境に位

置する北大久保E遺跡では， 該期の竪穴住居内から蕨手刀が出土し， 天栄村笹目平遺跡においても

蕨手刀が出土している。 両遺跡は互いに近接していることから関連性が指摘される。 この他に， 時

期は不明であるが西郷村に酷似して鉄滓が多く採集され， 製鉄遺跡が多く分布している。 田ノ沢ダ

ムの建設予定地内には多くの製鉄遺跡が発見されている。

，

 



序 車

古代には『和名類緊郡郷里騨名考證』で陸奥国白河郡内に「小野・白川・大村・小巨•松戸・屋

代・丹波・松田・駅屋？・入野・高野・常世・鹿田・石）11•長田・藤田・依田」の17郷が記載され

ている。 これは 現在の西白河郡・東白川郡・石川郡に相当する。 松田・松戸・小田・屋代は現在

の西白河郡と考えられ， この中の丹波郷が白河市大信付近と推定されている。

中世には， 常陸匡結城一族の支配地となり ， 南北朝時代の結城宗広の活躍は南朝方としてめざま

しいものがある。 この付近は岩瀬郡と白河郡の郡界で， 戦国時代には白河結城氏と須賀川二階堂氏

の争奪の地であった。 大信地区にはそれぞれの在地支配者の館跡が点在し， 隈戸川上流より ， 天正

年間に井上紀伊守の住みしたと伝わる大山館跡，

一時結城盛広の拠った東堂山館跡， 和知駿河守一

慶の拠った八幡山館跡 天正年問に佐藤大隅守の居館であったと伝わる古館館跡 中新城には新城

備後守の居館であった新城館跡が認められる。 この他に， 供養塔等の石造物が点在しており ， 中新

城には建長8 年(1256)の銘がある板碑がある。

豊臣秀吉の奥羽仕置以後は， 天正18年(1590)から会津蒲生領， 慶長3年(1598)から会津上杉

領同6年会津再蒲生領寛永4年(1627)から白河丹羽氏領， 寛永20年(1643)から白河榊原氏

領慶安2年(1649)から白河本多氏領天和元年(1681)から白河松平氏領と短期問に領主は替

わった。 江戸時代には， 飯土用村・下新城村・中新城村・上新城村・町屋村・増見村・下小屋村・

上小屋村・滑里）1|村が存在した。 この中で， 町屋・上新城・中新城・下新城村は寛保元年(1741)

から越後高田藩領文政3年(1820)から幕府領となり ， 明治維新を迎え， 現在に至る。

大信村史編纂委員会編

引用・参考文献

2004 『大信村史 第 2 巻 資料編上巻』 大信村

2006 『大信村史 通史編』 大信村

福島県農地林務部農地計画課 1986 『長沼』 福島県国土調査・土地分類基本調査

福島県

福島県教育委員会
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1986 『須賀川』 福烏県国土調査・土地分類基本調査

1964 『福島県史第 6 巻』

1996 『福島県遺跡地図 中通り地方』

2000 『福烏県内遺跡分調査報告 6 』

2002 『福烏県内遺跡分調査報告 8 』

2007 『福島県内遺跡分調査報告13』
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遺跡記号

所 在 地

時代・種類

調査期間

SK-HD·A 

白河市大信増見字腹田

縄文時代・平安時代ー 隻落

平成19年 5月29日 ～ 6 月 8 日

6月18日 ～ 6月28日

7月31日 ～ 9 月14日

調 査 員 稲村 圭一



第 1 章 遺跡の環境と調査経過

第 1 節 遺跡の位置と地形

腹田A遺跡は， 白河市大信増見字腹田に所在し， 北緯37度12分 2 秒 東経140度15分18秒に位置

する。 白河市は中通り地方の南端部に位置し， 東は阿武隈山地， 西は那須山系， 南は八溝山系に挟

まれた低平な台地上に位置する。 本遺跡のある大信地区は白河市の北西側付近にあり， 北は天栄

村南は泉崎村， 西は西郷村， 東は矢吹町とそれぞれ境界を接している。 遺跡はJR東北本線矢吹

駅から西方向へ約6. 5km. 東北自動車道矢吹インタ ーから西方向へ約3. 5km付近に位置している。 遺

跡の約0. 6km北西側には， 主要地方道矢吹・天栄線が通る。

腹田A遺跡は， 大信地区の中央よりやや南寄りの隈戸川が， 支流の外面川と合流し大ぎく蛇行す

る地点の， 標高350m前後の丘陵の北西斜面裾にあたる極めて狭長な低位段丘上に立地する。 調査

区内の標高は， 300. 0~301. 2mで， 隈戸川の）I|床との標高差は約llmである。 遺跡の北西側には，

隈戸）1|と外面）1|等によって形成された比較的広い谷底平野一帯を望むことができる。 本遺跡の範囲

は， 隈戸）11南岸の低位段丘の平坦面を中心とする2,500面で， 平成19年度の調査は， 430rnの範囲に

ついて発掘調査を実施した。 現況は畑地で， 調査区内は耕地造成に伴う削平を受けており， 遺構の

遺存状態は良くない。

周辺には， 縄文時代後期の集落跡として有名な町屋遺跡や， 中世の城館跡である古館館跡等が所

在している。 第3編で報告する腹田C遺跡は， 本遺跡と同じ隈戸川沿いの段丘上に位置しており，

その距離は西南側に約200mである。

第2節 調 査 経 緯

腹田A遺跡は， 平成11年度に福島県教育委員会から委託を受けた（財）福島県文化振興事業団が実

施した国営隈戸川農業水利事業の幹線用水路建設に伴う表面調査によって， 土師器片の採集から

古墳時代～古代の散布地として新たに登録され（遺跡番号46700107) ， 遺跡範囲は2,500mと推定さ

れた（『福島県内遺跡分布調査報告 6 』) 。 その後， 平成18年度に， 幹線用水路部分の180m
2

を対象

とした試掘調査を， 福島県教育委員会の委託を受け， （財）福島県文化振興車業団が実施した。 この

結果縄文土器や平安時代の土師器が確認されたことから， 未試掘調査部分 (520可） の成果を

まって保存範囲等の有無の検討を行うとした（『福島県内遺跡分布調査報告13』) 。

平成19年度の調査は， 隈戸川農業水利事業所と福島県教育委員会 ， （財） 福島県文化振興事業団

による現地協議の際に， 幹線用水路部分の試掘調査に加えて， 周辺の耕地整地を工車の一貫として

行うため， 当初のエ宰区内に止まらず， 遺跡範囲内について試掘調査を行ってほしいという要望が

13 



第1編 腹田A遺跡

隈

戸

川＼
 

二変更前の掘削範囲 ［ニニこ］変更後の掘削範囲 調査区
゜ 50m 

(111,000) 

図 1 腹田A遺跡調査区位置図

あった。 よって ， 幹線用水路部分とその周辺部分 (2, 320rriりの試掘調査を行った後 発掘調査に

向けての現地協議を行うこととした。

腹田A 遺跡の試掘調査は ， 4 月 12 日～ 19 日にかけて実施した。 調査の結果 土師器・須恵器等の

遺物や竪穴住居跡 ・土坑等の遺構が検出され ， 1. 260吋の要保存範囲が確定した。 その成果を受け

て 4 月 25 日に現地協議を行い， 整地部分については掘削深度が遺構検出面まで達しないことから ，

幹線用水路部分 (360rriりの本調査が確定した。また， 隈戸川農業水利事業所から工事の工程上， 腹田

A遺跡・腹田B 遺跡の発掘調査を優先させてほしいとの意向から ， 4 月 11 日から実施していた金谷

林遺跡の発掘調査を一旦中断し ， 腹田B遺跡→腹田A遺跡へと調在を移行していくことを確認した。

腹田A 遺跡の発掘調査は ， 調査員 1 名 ， 作業員23名の体制で平成19年 5 月 29 日に開始した。 以下

に調査概要を記す。

14 



第1草 遣跡の環境と調査経過

5 月 29日には， 重機による表土刹ぎを開始した。 6 月 1 日からは作業員を投入し， 現境整備・遺

構の検出作業を行いながら， 測最基準杭の設定と水準点の移動を随時行った。 検出作業が進行する

につれて遺構の分布状況が明らかになり， 調査区中央～西側にかけての標高の高い平坦面を中心

に， 平安時代の竪穴住居跡 5 棟を主体に， 土坑 2 基溝跡 1 条， 小穴12基が検出され， 順次遺構精

査へ移行することとなった。 検出された竪穴住居跡は， 璽複している遺構が多く， 遺存状況も良好

なため， 精査作業は時問を要した。 また， 調査期間中には新遺跡（腹田C遺跡）の発見や， 幹線用

水路部分のエ亭計画の変更により， 幹線用水路工事の都合上， 優先順位の嵩い腹田 B遺跡や腹B3C

遺跡の発掘調査を優先させたため， 本遺跡の発掘調査を一端停止せざる博ない状況もあり， 途切れ

途切れの調査を実施せざるを得ない経過から， 予想以上の期問を要した。 また， 本遺跡においても

幹線用水路部分の工事計画の変更により， 70 対の追加面積が生じている。

また この区域の遺跡調査の成果を見学するため， 6 月28 日には大信地区の大屋小学校， 7 月 3

日には同地区の信夫第一小学校による， 発掘体験および見学会 が行われた。

8 月下旬から 9 月上旬にかけては， 長雨や台風の影響により， 調査区内が冠水することが度々あ

り， 排水作業に時間を要し， 調査の進捗に遅れを来した。 9 月14 日にラジコンヘリによる高度から

の写真撮影を行い， 9 月18 日には 現地において福島県教育委員会・（財）福島県文化振興車業団・

隈戸）1|農業水利事業所の各担当者が焦まり， 調査経過や成果・状況等を説明し， 現地の引き渡しが

完了した。

第 3 節 調 査 方 法

平成19年度に調査を実施した腹田A遺跡の調査は， 以下に基づいて行った。

グリッドの設定 調査区の位置を国土座標の中で正確に把握するために， 世界測地系を基本とし

た測量用基準杭 CX-133, 290. y-37, 420) を打設した。 国土座標値は， 世界測地系公共座標第lX

系に一致させ，

一辺10m 方眼を単位とした。 グリッドの座標値は， 医 1• 2 中に示した。

個別のグリッドは 東西方向に西から東ヘア）レファベットA·B・・・ ， 南北方向に北から南へ算用

数字で 1• 2.. ·とし， 両者を組み合わせて， D6 グリッド． F8 グリッドなどと呼称している。

基準線の設定 遺構の平面図を作成するに際しては 各グリッドをlmの方眼に分割し， これを

基準線とした。 基準線の座標上の位置については， 各グリッドの北西端部を原点CEO. SO)と

し， ここから東へ 1m 行くごとにE1 ~9, 南へ 1m 行くごとにS1 ~9として表した。 これにそ

れぞれのグリッド番号を組み合わせて， 調査区域内全ての基準線の座標位置を表示した。 例えば，

F10-E2•S4 とは， FlOグリッドの北西端の杭から， 東に 2m. 南に 4m 離れた場所を示す。

発掘作業 発掘作業では， 表土は重機を用いて除去した。 その後， 人手により包含層を除去

し， 遺構・遺物の検出作業を行った。

遺構の掘り込み作業にあたっては， 各遺構の形状・大ぎさ， 重複関係に留意して， 土層観察用の

15 



第1編 腹田A遺跡

ベルトを設定した。 土坑など小型の遺構については長軸方向にペルトを設定した。 遺構内から出

土した遺物の取り上げに際しては， 上記の区画ごとに， 層位を確認した上で取り上げた。

層位名を付す際は， 基本層位はロ ー マ数字を用いてLI ·LIT と表した。 遺構内堆積層は， アラ

ビア数字を用いて.e1..e 2と表した。

記 録作成 調査の成果は， 実測図と写真で記録した。 遺構図の縮尺は， 住居跡が 1 /20, 土坑

等の小さなものは 1/10で作成した。 微細な記録が必要と判断したものについては， 1 /10で賄時

作成し， 調査区内の地形図や遺構配置図は， 1/100で作成した。 土層観察における色調判断は，

『新版標準土色帖』 （小山・竹原1997)を基準とした。 調査現場での写真撮影は35mm小型一 眼レフ

カメラ， 6 x4. 5判の中型一 眼レフカメラ， デジタルカメラを併用した。

遺物・記録の保管 発掘調査で縛られたすべての出士遺物と記録類ー式は， 報告書作成完了後，

遺跡ごとに台帳を作成し， 福島県文化財センター 白河館（まほろん）に収蔵する予定である。

第 2 章 遣構と遺物

第 1 節 遣構の分布と基本士層

遺構の分布（図2)

腹田 A遺跡から検出された遺構は， 竪穴住居跡 5 軒 土坑 3 基溝跡 1 条小穴12個である。 調

査区は東西方向に長く， 北側の隈戸川に向かって緩やかに傾斜する地形を呈しており， 調査区東部

には， 隈戸川に注ぐ支沢状の落ち込みが確認できる。 検出された遺構は， 調査区内の中央付近から

やや西寄りにかけての， 比較的標高が高い区域に躾中している。

住居跡の分布をみると， 標高300. 4~301. Omの調査区中央付近から西側にかけて集中して検出さ

れ， 同じ地点で重複する例もみられる。 こうした分布状況は， 遺跡範囲の東西側は隈戸川に注ぐ支

谷が存在し， 調査区付近は狭小な平坦地であるため ， 土地利用が制限された結果と考えられる。

5棟の住居跡は， 出土遺物の特徴から全て平安時代(9 ~10世紀）に属するものである。 土坑

は， 調査区の中央付近やや東寄りから 3 基検出された。 出土遺物の特徴から， 全て近接する住居跡

と同時期のもので閑連性が指摘できるが， 用途・機能については不明である。 溝跡は， 住居跡に重

複する形で1条検出された。 この溝跡は， 試掘調査時にも確認されており， 耕作土直下からの掘り

込みが認められることを勘案すると， 新しい時期の可能性がある。 また， 調査区内には多数の小穴

群も分布しており， 掘立柱建物跡などの構築物の存在も考慮できる。

出土遺物は， 縄文土器38点石器 5 点土師器1822点須恵器29点陶器 2 点石製品 5 点鉄

製品 6 点である。 縄文土器は早期・後期・晩期のものが認められ， 共伴する遺構は確認できなかっ

たが， 付近に存在する可能性は高い。 土師器の大部分は住居跡等の遺構内の出土で， 遺構の年代決

定資料も少なくない。
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Om 

lm 

2m 

A 

301.30m 

LI 

LII 

LN 

図3 基本土層図

基本土層（図3)

基本土層図

T 
- も I i 

B C D 

LN I I LN 

LI 黒褐色土 10YR2/3（褐色土粒含む， 礫含む）

Lil 黒色上 lOY即／1 (FP僅混入， 炭化物粒含む）

L皿 にぶい黄褐色砂質土 10YR4/3（締まりなし， 礫含む）
LN 黄褐色粘質士 10YR5/6（風化粘土， 火砕流堆積物）

E 

301.00m 

LI 

LlI 

Lm 

LN 

腹田A遺跡は， 隈戸川に面する段丘上の北緩斜面に位置する。 遺跡の東西側は深い開析谷にな

り， 怠斜面となっている。 調査区内の標高は約301. 2~300. Omである。

本遺跡では， 基本土層を大きくW層に区分した。 なお， 遺跡の立地する場所において欠落する層

も認められる。 土層観察は調査区境の壁面を利用し， 5 地点で記録を行っている。

18 

以下 ， 堆栢土の特徴と遺構・遺物の関係について概略する。

LI :現在の表土層で， 有機質の多い黒褐色を呈している。 原地形が南から北にかけて低く

なっているため， その低い部分ほど厚く堆栢している。 層厚35cm~70cmを測る。 調査

に際しては重機による掘削を行った。 層中には縄文時代と古代の遺物が含まれる。

L II :黒色土で旧表土層と判断した。 標高の高い調査区西側では ， 耕畑時に削平されている

が， 他は普遍的に認められる。 粘性が弱く， 二次堆栢による粉状のパミス(EP)を

少量含んでいる。 層厚は10cm~35cmを測り， 標高の低い東側へ行くほど厚く堆栢して

いる。 1 • 2 • 5 号住居跡は ， 本層の中面付近からの掘り込みが認められた。 層中に

は縄文時代や古代の遺物が含まれる。 なお， 本遺跡の多くの遺構内部に堆梢している



第2草 遣描と遺物

黒色土は， 本層に起因するものである。

L III :ほぼ全域に堆積 する漸移層で， にぶい黄褐色をした砂質の軟弱な土層である。 今回検

出した遺構は， ほぼ本層上面で検出したことから， 少なくとも平安期には 当区域で

遺跡の基盤層を構成していたと推察される。 これより下層は無遺物層である。

LIV :礫を含む黄褐色粘土層である。 この層は遺跡が位置する丘陵の基盤層で， 火砕流堆積

物である。 風化が進みかなり粘土化している。

第2節 竪穴住居跡

今胆の調査では， 竪穴住居跡が5軒検出された。 標高の高い調査区中央～西側区域にかけて分布

し， うち 4 軒は住居跡同士の重複関係が認められる。 これは， 狭小な平坦地であるため， 土地利用

が制限された結果と考えられる。 いずれも， カマドを有する方形基調の竪穴住居跡と推測され， 出

土遺物の特徴から， 平安時代前期～中期に属するものと思われる。 以下， 遺構番号順に説明を行う。

1号住居跡 S I 1 

遺 構（図 4~7， 写真 3~5) 

本住居跡は調査区中央付近やや南寄りのD7 • E7 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺

は， 標高300.7~301. lm程の北向き緩斜面である。 検出面は LII 中面であり， 検出時に新カマド付

近に焼土や炭化物の集中範囲が認められた。 重複する遺構はない。

遺構内堆積土は， 色調および混入物から 4 層に分層できた。 £ 1 はLIII粒や褐色土粒および炭化

物を少量含む黒褐色土で， その様相から自然堆積土と判断した。 £ 2は， 炭化物や焼土粒を含むに

ぶい黒褐色土であり， 人為堆積土の可能性が高い。 £ 3 はL皿に相当 するにぶい黄褐色土で壁際か

らの流入土である。 £ 4は， その様相から貼床構築土と判断した。

遺構の平面形は， 不整形であるが隅丸の方形基調を呈し， 軸長は北 ー南長5.35m. 東 ー 西長5.85

mを測り， カマドの向ぎを基準とした主軸方位は， 真北から58
゜

東を指す。 検出面からの深さは最

大46cmを測り， 北側へ向かうにつれて浅くなる。 床面は， 西半部でL 皿を床面とする他は， 貼床を

施しほぼ平坦につくられている。 周壁はともに緩やかに立ち上がるが， 北東隅付近では段状に立ち

上がる部分があり， 本住居内への出入口に閑連する可能性が推定される。

本住居内の内部施設として， カマド・小穴を確認した。 カマドは2基検出されており， 東壁のカ

マドが新しく（図 6) ， 南壁のカマドが古い（図 7) 。 新カマドは南東隅から約135cm離れた東壁に付

設されていた。 煙道部は消失しており， 燃焼部が遺存している。 また ， 袖部は崩れているものの，

両袖とも残存する。 堆積土は 6 層に分層できた。 £ 1 • 2 は廃絶土， £ 3 は燃焼部天井崩落土， £ 

4 • 5 は燃焼部にまとまって堆積した焼土塊を主体とする層， £ 6 はカマド構築土と判断した。 新

カマドの遺存規模は， 燃焼部の奥行ぎ88cm, 最大幅80cmを測り， その底面は煙道部に向かって緩や

19 
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1号住居跡堆積土
1 黒褐色土 7.5YR3/l (LIii・褐色土粒少巌炭化物粒少最）
2 黒褐色土 10YR3/2 (LIii粒少且、 焼土粒少益． 炭化物粒多量）
3 にぶい黄褐色土 10YR4/3（黒褐色土・褐色土粒少益）
4 灰黄褐色土(10YR4/2)と褐色上(10YR4/4)の混土

（黒褐色土粒多益． 締まりあり）

P6堆積土
1 灰黄褐色土 10YR4/2（黒褐色土多量． 炭化物粒多量）

PlO堆積士
1 灰黄褐色土 10YR4/2（黒褐色士多盤． 炭化物粒多量）

焼上範囲

゜ 21m 
(1/50) 

図4 1号住居跡

20 



応2滋 逸IJと逸

旦ー 立

云ーし
―’'” .. ．． 

D 
―’...． -))' 

m 

重-1●●●— I
' 

こL... L• 

g_1エ
●●渚t

＿
●●

旦ー 旦

...w"w ... -
” P“ 

•--,. -..lf -

沿

エー ヱ

玄L•’“ .. 

裏-..... = ｀ 

下巧
ー・咤ヤm-

L -""＂＂ 

O·
 

L' 

L重
ご

珈
匹

...,.會ト
l mm ,‘”“層脅'9•- ・、一.,
·--約叩直......．、..，．，
"m 

l mm,S9mm••• .. 
"-
• ••aL "-­
P11罐
l "｀•+ 9‘'“穐鴫鼠•““"＂. 
l.."-'-“`”“.....ll 
"”.は
’"＇じ罐“”'...9囀••
"＂釦

l 鼠暑..........—·
"m 
l m●1 9‘”..層翻＂＂遭•ヽ・凰9.ll
"＂·’’ 

l 疇U 聞直鯛m•働圏...9輸..,

＂遭•l
'”’’ ’‘"“層翻ta・"“".,"••l 
..I........ _........., 
’”.u. 

l "'い 9--J1fl●”•
．と”1"＂＂・ 算"',.. ‘“ 
書鶴1... ，......） 
..嶋
l "mI 9.....．土鼻几•”.. 
.......,．n Iml!) "'‘“'●1 
"_, 

..IIfl+“四心償••,.,
"m." 

l 鼠凰●a土 じI以慮-"'重員-.,
..............虐“'”
"＇-
...m......1●● .. 
ヽに9,9··,．-"'.....

図5 l号r主后9似Iヴal!Ji面回

かに立ち上がり， 央壁付近は特ヽこ法＜破愁を受けている． 遠芥状裕は良9fで，
洛茨甜の中央付近ヽこ

は ． 万枝状のIヌを材とした支B1(10回4)が；；；立した1k裕，で遠芥し
，

.t面および1元土麿からは土師

紐が多く出している． 袖甜の内19!ii板熟によって， 序さ2-5�(7,)数吼；壁を形床している． 90

えて， 籾冦n前甜の低面9こかけて熟を受け裟化していることから， 該度の高い使用が想定される．

18カマドは
，

内終ヽ
こ

付孜されたものと患われる． しかし， 現状では約凡甜の央終付近が1笞か9
こ

辰

9かを望，，，，る楼疫で
， 大甜分は祈カマドの深袋によって瑛されている．

後出しt:1/ヽ穴は2餞を数える． 全て半窃し
， 内甜の准積状況と断面の状況をぽ認した． P1は東
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つかの変遷や用途が想定され E7

る。形状・規模から考えて柱穴 息

と想定されるが ， 配置はきわめ

て不規則である。

また， 本住居内には， 礫の集

石範囲と被熱を受けたと思われ

る焼土や炭化材の集中範囲が確

認された。その分布状況は図7

に示した。これらの焼土跡や炭

化物の検出により ， 焼失住居の

可能性も考えられたが ， 家屋の

部材と認識できる柱状や板状の

炭化材の出土が全くなく ， 床面

での部分的な検出であったた

め ， 炉跡として機能していた可

能 性 が高い。特に ， 焼 土①で
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o
c

 

<: I 

lm 
(1/30) 

が認められるのもあるため， な

んらかの作業に伴う道具の可能

性が高い。しかし ， その用途に 図7 1号住居跡旧カマド ， 炉跡

炉内堆積土
1 暗褐色土 10YR3/4 （褐色粒少益， 炭化物粒少足焼土粒多黛）
2 赤褐色土 5YR4/8 （炭化物粒・焼土塊多呈）

3
2 

即
荏

s

は， 径63x 55cmの割石を囲んだ
翠愈‘�I ^ 

o
：

· ·気姦
：•：··ら:·:：：

| 焼土①

範囲内で被熱を受け， その中央 焼土④
゜

付近には柱状の自然石が． カマ
丸豫、一 ／＊リスギ

ド支脚に似た直立した状態で検
D7 

゜

出している (IO図 5) 。焼土②十虹
6 `  。

弱
S7 

は径72x 64cm. 焼土③は径98x

92cm, 焼士④は径52x 45cm の
゜

2ゴ
m

(1/80) 
焼土①I

範囲で被熱を受け ， 厚 2~4 cm 公＼

で焼土化しており ， 上面は焼き 口§�.5 

締まっている。

床面上に散在する集石群は，

そのほと んどが破砕されてお

り ， 被熱を受けているものが多
E7 

い。これらの礫は， 非常に微弱 加．5
S6 

な敲打痕や摩耗面等の使用痕跡 焼士範囲
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ついては不明である。 ただ， その位置関係からみれば 焼土 （炉跡）に一連の関連をもつものであ

り， 本住居の住人作業の痕跡であることは明確である。

遺 物（図 8~10, 写真18• 19) 

本住居跡からは， 縄文土器 6 点， 土師器片675点 須恵器片 5点， 石器l 点， 石製品 5点， 鉄製

品 3点が出土している。 土師器片は大半が甕である。 また， 筒型土器も多く出土しており， その大

部分はカマド付近やp 1内からの出土が特出しているが， ほとんどが細片で摩滅が激しいものであ

る。 このうち縄文土器 4 点石器 1 点土師器28点（筒型土器 2点含む）， 須恵器 4 点， 石製品 3点，

鉄製品 3点を医示した。 土師器甕は， 今回図示した遺物と同一個体とみられる破片が大半である。

また ， 小片のため割愛した土師器杯は， いずれもロクロ成形で， ほとんどは内面に黒色処理とへ

ラミガキを施している。 また， 箇形士器は胎土・色調の違いから， 図示できなかったものが相当数

存在しているものと思われる。 これらの遺物の層位別出土点数は， 住居内堆積土 R 1 (256点）， 同

R 2 (231点）， 同£ 3(14点）， 同£ 4 (22点）， 床面(29点）， カマドR 2 (21点）， カマドR 3 ( 8  

点）， P 1 R 2 (42点）， Pl£3 (24点）， P 3 R 1 (27点）である。 このように， 覆土中からの出

土量が最も多いが， 床面や住居内施設からの出土遺物も多く， 良好な情報を樽ることができた。

以下， 順次遺物の時徴について概説する。

8 図 1~19はロタロ成形の土師器杯である。 いずれも内面にはヘラミガキの後， 黒色処理が施さ

れているが， 3 • 5 • 10 • 14 • 17は二次加熱を受けて器面が赤褐色になった部分が見られ， 二次的

な比熱のため， 黒色処理が失われている。 底部内面のヘラミガキは， 1 · 2•4•6 · 9·11· 

13 • 15では放射状に施されている。 7• 8 • 12についても 単位は不明瞭だが， 放射状に施された

可能性がある。 13• 14の底部外面には， 回転糸切り痕が明瞑に観察され， 4 • 6 では僅かに回転糸

切り痕が認められる。 また ， 底部の切り離し後に手持ちヘラケズリを施すものが殆どで， ヘラケズ

リが施される範囲は， 1~ 3· 5· 8~11は体部下端～底部全体， 4 は底部全体， 6 は体部下端～

底部周縁である。 7• 15は底部を欠損しているため体部下端のみの観察である。 13• 14は切り離し

後の再調整は認められない。 12は底部周縁に剥離痕が認められるため， 高台付杯の杯部の可能性が

ある。 また， 6と19の体部には墨書が観察でぎるが， 欠損しているため判読不明である。

8 図20~ 9医 6 は土師器甕である。 8 図20 は非ロクロ整形の広口の甕でほぼ完形品である。 口縁

部は「＜」の字状に外反するのみで端部はつまみ上げられていない。 口縁部の内外面には丁寧なナ

デが施され， 胴部外面にはヘラケズリ， 内面には横位の強いヘラナデの痕跡が観察でき， 消され切

らずに残った粘土紐の積み上げ痕が認められる。 9図1は非ロクロ整形の中型の甕で， 胴部がやや

膨らみ， 口縁部は「＜」の字状に外反する。 口縁部の内外面には丁寧なナデが施され， 胴部は内外

面ともに平行タタキ目状のエ具で整形した後， ヘラナデが施されている。 胎土には粗砂を含み脆

い。 2は， ロクロ整形の中型甕で口縁部～胴部の賓粒である。 外反した後に口縁端部を上につまみ

上げている。 ロクロ整形の後に， 胴部外面にはヘラケズリ， 内面には強いヘラナデの痕跡が観察で

きる。 また， 附面にはロクロナデに消され切らずに残った粘土紐の積み上げ痕が観察される。 3.
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第2章 遺構と遺物

—·: ·: ·:．· ·、:·: ：·:·: ： ·: ·: 

＝ ：翌
ー ク·
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1 U 1 • 2) 
口径： （13.2)cm 
底径： 5.4 cm 
器高： 4.2 cm 

2 (£ 1 • 2,カマド£2) 
ロ径： 14.6cm 器高： 4.1cm 
底径： 7.2cm

． /—

三
� 5 (£1) 

ヽ⇔ぃ＂,. 口径： （13.0)cm 
底径： 4.4 cm 
器高： 3.5 cm 

3 (P 
口径： （12.B)cm 器高： 4.2 cm 
底径： （5.0)cm ぅ二←竺立二M ~ 

亨

4 U 1 • 2, カマド£ 2) 
口径： 14.2cm
底径： 6.5cm
器高： 4.7cm

：」＇ 

(PH 1) 
ロ径： 15.4cm
底径： 6.2cm
器高： 5.4cm

/ ----' /／ 
7 (£ 3, P 1 £ 1 • 2) 

口径：（14.6)cm 
底径： （6.0)cm 
器高： 4.1 cm 

8CP1£3) 
口径：（15.4)cn 
底径： （5.6)cm 
器高： 5.6 cm 

--
I --

芦
フ1三

9 (.e1 • 2, P 1.e2) 
ロ径： 12.5cm 器高： 4.0cm
底径： 5.0cm

10 （焼士①£ 1) 
底径： （7.2)cm 
器高： ［3.0]cm 

11（床面， £ 2) 
底径： （6.6)cm 
器高： ［5.0]cm 

▽二二三プ

＼二二」王
13 (.e1) 

底径： （6.2)cm 
器高： ［l．3lcm 又/

15(P1£2) 
底径：（5.6)cm 器高： ［2.l]cm 

12 (£2, SIUl, E6 Lil) 
底径：（7.2)cm 
器高： ［1.31cm 

16 (£ 1) 
ロ径：（16.0)cm 器高： ［2.31cm 
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18（床面， £ 2) 

口径：（16.4)cm 
器高： ［4.6]ロ

」81. 2) 

t ·  • · ·. ·. ·. ·. • ·. · • · • · ·. ·. ·. · · • ·.4 

黒色処理

20（床面． 2 1 • 2) 
口径： 12.0cm 器高： 11.2cm
底径： 6.2cm 

10cm 

(1/3) 

図8 1 号住居跡出土遺物(1)
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2 (i 1) 
ロ径： （19.6) C11 
器高:[7．8] ca 

1 (.e 1 • 2 l 
口径： （22.8) cm 
器芯： ［22.4] cm 

3 (£ 1) 
底径： （14.2) cm 
器高： ［6.5] cm 

(P3.e1) 

〗□5 (£ 2) 
底径： （8.2) cm 
器高： ［4.3] cm 

△
 

一
八

6 (e 1 • 2) 
底径： （10.2) cm 
器高： ［7.6] cm 

（カマドt 3) 
口径： （5.8) cm 
器高： ［6.5] cm 

···--·-- - -
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図 9 1号住居跡出土遺物(2)
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1 （床面）
長：［8.0]cm 
幅： ［0.9]cm 
厚：0.2 cm 

•- ー
・

2 (PU 2) 
長： ［4.4]皿
幅： ［0.5]cm 
厚： ［0．4lcm 

゜

I I 

-f¾ - M' 

．

 

3(P1£2) 
長：［8.B]cm 
幅：［O.B]cm
厚：［0.6]cm 

(1~3) 
- - -

贔ご­
l )，5m ご三字

7 (£ 1) 

!; 
窓ご，之、 声立色ぶ―”

羹哀噂玉幽：；；；i

斤
がi；硲誓蘊匹釦 弓亨
芦ぎねtぷ裟砂、予奇
←；；，全9m- 8(8[ 

5cり
1/2)

4 （新カマド支脚）
長：19.6cm
幅：13.5cm
厚：10.8cm
重：3.2kg
石質：安山岩

ー
＼
ー
ー
ー'

6 (£ 
長：ー•--
幅：1.6cm
厚：0.5cm
重：1.3g
石質：珪質貢岩

- ベ-a．．f―

；・ぶ9,9 ‘’‘‘,. ．, `•ャi
_/が

を叩マ

wゞ、.：喜賃
10 (8 2) 9 U 1) 

゜ 10cm 

(2/5) 
(6~10) 

図10 1号住居跡出土遺物(3)
卜イサイ
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デ
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 閏

長
幅
厚
重
石

土準5
 

ロ

5 • 6 は底部付近の資料である。 いずれも整形方向は判別できなかった。 ともに胴部外面にはヘラ

ケズリ， 内面には横位の強いヘラナデの痕跡が観察できる。 4 は口縁部付近の破片資料として掲載

した。 非ロクロ整形で， ロ縁部は「く」 の字状に外反するのみで端部はつまみ上げられていない。

ロ縁部の内外面には丁寧なナデが施され，

ラナデの痕跡が観察できる。

胴部外面にはヘラケズリ・ナデ， 内面には横位の強いヘ

9 図 7 • 8 は筒形土器である。 全休の分かる資料はないが， いずれも小型のものである。 いずれ

も整形の際の粘土紐栢み上げ痕を残し ，

である。 ともに厚手で，

オサエやナデで調整をしているが，

胎土には粗砂・細砂を含む。

9 図 9~12は須恵器の破片資料である。 いずれも長頸瓶の胴部と思われ，

調整は雑で粗末な作り

内外面ともにロクロナ

デ痕が明瞭に観察できる。 また， 12の外面には自然釉が付着している。

9 図 13は砥石である。 貢岩製で三面に砥面を有する。 正面部には輻 1 mm前後の擦痕があり ，

の研ぎ直しの痕跡と考えられる。

刃物

10図 1~3 は鉄製品である。 1 は刀子で切先部を欠損する。 関と茎の部分は， 錆膨れが著しく形

状は明確ではない。

である。

2 • 3 は断面が方形を呈する棒状の鉄製品である。 本資料の明確な用途は不明
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10図 4 はカマド支脚である。 カマド燃焼部の中央付近で直立した状態で出土した。 いびつな方形

柱状で， 表面が焼けて劣化しており， 頻度の高い使用が窺える。 10図 5 は炉跡の中央部から直立し

た状態で出土した。 不成形な三角柱状で4 と同様 表面が焼けて劣化している。 使用目的は不明で

あるが， 頻度の高い使用が窺える。

10図6~10は本住居内に流入していた縄文時代の遺物である。 6は凹基式石鏃である。 両面は精

密な並行剥離で調整されている。 7 • 8 は色調・胎土の特徴から同一涸体と推測され， 横方向に太

い沈線が多条にめぐる。 口縁部は波状口縁である。 摩滅が著しいため年代特定は困難であるが， 早

期中葉の貝殻沈線文系土器の可能性がある。 9 は単節縄文が施されている。 10は磨消縄文手法で文

様を描き出しており後期前葉頃の土器であろうか。

ま と め

本住居跡は， 今回確認された住居跡の中で唯一

， 全体形が把握できた。 カマドの作り替えが確認

され， 少なくとも 2 時期の変遷が考えられる。 床面には， 炉跡と考えられる焼土跡が4 箇所認めら

れ， 周辺には加熱され破砕した角礫が多量に出土している。 これらの礫は， 非常に微弱な敲打痕や

摩耗面等の使用痕跡が認められるため， なんらかの作業に伴う道具の可能性が高く ， ‘‘火
”

を伴う作

業と何らかの関連があるものと推測できる。 堆積土中および住居内施設からは多くの遺物が出土

し， 良好な情報が得られた。 所属時期は， 出土した土器類の年代観から 9 世紀後葉頃と推定される。

2 号住居跡 SI 2 

遺 構（図11 • 12, 写真6 ~ 8) 

本住居跡は調査区中央付近北側のD6 グリッドに 位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高

300.4m程の北向き緩斜面である。 検出面はLm 上面であるが， 調査区際の土層観察から， LII 上

面からの掘り込みが認められる。 遺構西側で SI 5 および SDl と重複しており， 検出状況からS

I 5 よりは新しく， SDl よりは古い。 また， 本遺構は床面を中心に炭化材や焼土塊が確認できた

ことから， 火災を受けた可能性が高い。 その炭化材の分布状況は図12に示した。 焼土・炭化材は遺

構の東西側で比較的多く確認でぎた。 柱状のものや板状のものが認められるが， 上屋構造の詳細な

部位までは復元できない。 これら炭化材の出土状況は， 床面より浮いた状態であるものが多い。 ま

た， 床面が被熱酸化した範囲も確認されている。

遺構内堆積土は， 色調および混入物から 4 層に分層できた。 .e 1 はLm粒を少量含む黒褐色土

で， その様相から自然堆積土と判断した。 .e 2 は， 炭化物や焼土粒を含む暗褐色土であり， 人為堆

積土と判断した。 焼失時に堆積したものと推測される。 .e 3 はLII およびLm粒を含むにぶい黄褐

色砂質土で壁際からの流入土である。 .e 4 は， その様相から貼床構築土と判断した。

遺構の平面形は， 北半部が調査区外へ延びるため全体形は不明であるが， 検出した部分から判断

すると方形基調を呈し， 南壁は4.5mを測り， 東壁1. 75m. 西壁2.9mを確認している。 検出面から

床面までの深さは 最大で36cmを測る。 床面は， 中央部でLNを床面とする他は， 貼床を施しほぼ

28 



第2章 遺構と遺物

i 
□ 翡

カマカ1
じへ

＼／

2号住居跡

＼ 

琢， ＼や
D6 

S7 

亨
〇／

壽

//〉 貼床 P4 予E7 
／ 

(28) 

且◎ J2.'.
S8 

勺芦◎P5上 ／ンヘぐ—

I ;•: ·9  •9·：位：·：·:·幸·:·:·:4 

焼土範囲

A -'-"- 301.50m 2
 

叩
雨

2
 

B -=- 301.30m 

LI 

2
 

B
' 

P7`
1 \‘‘4 

ぷ

調
査
区
外

C �300.50m � C
' 

P3F 
lll

LII 
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LN 
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' 旦300.20rn 丘
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戸
三LN LIil 

/ 
P8 P3堆積土

1 灰黄褐色土 10YR4/2（褐色土粒少量．炭化物粒少量）
P4堆積土

1 にぶい黄褐色土 10YR4/3（炭化物粒少童）
P5堆積士

1 にぶい黄褐色土 10YR4/3 (LN粒少益，炭化物粒少益）
P6堆積土

1 灰黄褐色土 10YR4/2（暗褐色土粒少旦，炭化物粒少旦）
P7堆積土

1 灰黄褐色土 10YR4/2（炭化物粒多量）
2 褐色土 10YR4/4 Ci 1粒少旦）

PB堆積土
1 灰黄褐色土 10YR4/2（炭化物粒少董）

溝堆積土
1 灰黄褐色土 10YR4/2（炭化物粒少量）

゜

D D
' 

� 300.20m ― 

刀

E � 300.20m 呈

□ 

2号住居跡堆積土
1 黒褐色土 10YR3/l (LDI粒少蘊小礫含む）
2 暗褐色土 10YR3/3 (L皿粒少量， 炭化物粒・焼土粒多量）
3 にぶい黄褐色土 10YR4/3 (Lil・皿粒多旦）
3 にぶい黄褐色土(10YR4/3)と暗褐色土(10YR3/3)の混土

（黒褐色土・褐色土粒多量）

カマド内堆積土
1 赤褐色土 5YR4/6準土塊多量， 炭化物粒少董）
2 暗赤褐色土 5Y即／4

P2堆積土
1 灰黄褐色土 10YR4/2（褐色土粒少量， 焼土・炭化物粒多羞）

P5 

2m 
(1/50) 

図11 2号住居跡

29 



第1編 腹田A遺跡
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炭化材出上状況
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図 12 2号住居跡カマド ， P 1 • 2, 炭化材出土
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第2草 遣描と遺物

平坦につくられており， 全体的に硬く踏み締められている。 周壁は， 比較的急峻に立ち上がる。

本住居内の内部施設として， カマド・小穴を確認した。 カマドは， 南東隅から約125cm離れた東

壁に付設されていた。 カマドの北半部分は調査区外へ延びるため， 全体の規模は不明であるが， 燃

焼部の一部と右袖部を確認した。 堆稽土は 2 層に分層できた0 .e1 は燃焼部天井崩落土9 .e 2 は燃

焼部にまとまって堆積した焼土塊を主体とする層と判断した。 確認できたカマドの規模は， 燃焼部

の奥行き123cmを測り， その底面は煙道部に向かって緩やかに立ち上がり， 底面付近は特に強く被

熱を受けている。 遺存状態は良好で， 燃焼部の上面および焼土層からは土師器杯や甕の破片が出土

している。 袖部の内側は被熱によって， 厚さ 2 ~ 5 cmの酸化壁を形成している。 加えて， 燃焼部前

部の底面にかけて熱を受け酸化していることから， 頻度の高い使用が想定される。

小穴は 8 基検出した。 p 1 は東壁に付設されたカマドの南脇に隣接して検出された。 平面形は径

115x 105cm程の隅丸方形状を呈し， 深さは床面から32cmを測る。 p 1 内からは多量の炭化物や焼土

粒に混じって， 多くの土師器杯や筒形土器片が出土し， カマドに接するような位置や， 規模が他の

小穴と比べて大きいことから， 貯蔵穴の用途が想定される。 P2 は住居内西側付近で検出された。

形状は不整形な楕円形状を呈し， 検出した規模は径140x78cm, 深さ14cmを測る。 この小穴は用

途・機能不明であるが， 形態が浅い皿状を呈することから， 土器などを置くスペ ースと考えておき

たい。

P3 ~P8 は， 平面形が円形・楕円形を呈し， 断面形がU字状になる小型の小穴である。 規模

は， 直径や長径が18~52cm, 深さ22~40cmを計測した。 これらの小穴は， 形状・規模から考えて，

柱穴であると思われる。

この他住居の中央付近では全長約128cmの溝が確認された。 基本的に南壁に平行するように掘

り込まれているが， 東端は南壁側へ屈曲するような形状である。 床面から底面までの深さは 約15

cmである。 堆積土は1層で， 炭化物が多く含まれる人為堆積土である。 住居の貼床({ 4)を掘り

込んでつくられているが， 埋められた後に一部をP8 に掘り込まれている。 このため， 途中で計画

を変更した可能性もある。 なお この溝がつくられた要因は不明である。

遺 物（図13 • 14, 写真20 • 21) 

本住居跡からは， 縄文土器 2 点， 土師器片617点 須恵器片14点， 鉄製品 1 点が出土している。

土師器片は大半が甕で， 杯は少ない。 また， 筒型土器が多く出土しており， その大部分はカマド付

近やp 1 内からの出土が特出しているが， ほとんどが細片で摩滅が激しいものである。 このうち土

師器34点（筒型土器 3 点含む）， 須恵器10点， 鉄製品 1 点を図示した。 土師器甕は， 今回図示した

遺物と同一個体とみられる破片が大半である。 また， 小片のため割愛した土師器杯は， いずれもロ

クロ成形で， ほとんどは内面に黒色処理とヘラミガキを施している。 また， 筒形土器は胎土・色調

の違いから， 図示できなかったものが相当数存在しているものと思われる。

これらの遺物の層位別出土点数は， 住居内堆積土.e1 (177点）， • .e2 (150点）， 床面 (52点），

カマド.e1 (27点）， p 1.e l (139点）， p 1.e2 (52点）， P2.e 1 (17点）である。 このように，
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第1編 腹田A遺跡

覆土中からの出土量が最も多いが， 床面や住居内施設からの出土遺物も多く ， 良好な情報を得るこ

とができた。 以下， 順次遺物の特徴について概説する。

13図 1 ~18はロタロ成形の土師器杯である。 ほぼ完形に近い 1 ~7は， いずれも内面にはヘラミ

ガキの後黒色処理が施されているが， 3 は二次的な被熱のためか， 黒色処理が失われている。 底

部内面のヘラミガキは， 2 • 5 では放射状に施されている。 7 についても， 単位は不明瞭だが， 放

射状に施された可能性がある。 底部外面には 1·4·5·7では回転糸切り痕が認められる。 また，

底部の切り離し後に手持ちヘラケズリを施しているのは， 2~7である。 ヘラケズリが施される範

囲は， 2 • 6 は体部下端～底部全体， 4 • 5 • 7 は体部下端～底部周縁である。 また， 5 には体部

に墨書が観察できるが， 判読不能である。 8は内外面とも丁寧なヘラミガキの後に黒色処理を施し

ている。 この調整技法や形状から， 金属器を模した可能性がある。 9 は赤褐色硬質の土器である。

内外面はロクロナデ調整され， 立ち上がりが直線的である。 底部切り離しは匝転糸切りである。

10 • 11は底部資料である。 いずれも内面にはヘラミガキの後黒色処理が施されている。 特に10の

ヘラミガキは， その単位の内部にはナデのような筋が認められる。 このため， 木の小口部分を使用

したエ具の可能性も考えられる。 いずれも体部下端には手持ちヘラケズリ再調整が施され， 底部外

面には， 10には回転糸切り痕が認められるが， 11は体部下端から連続する手持ちヘラケズリが施さ

れ， 切り離し技法は不明である。 12~18は口縁部から体部にかけての資料である。 そのほとんどは

緩やかに内湾しながら立ち上がるが， 16は立ち上がりが直線的である。 いずれも内面にはヘラミガ

キの後黒色処理が施されている。

13図19 • 20はロクロ整形の土師器高台付杯である。 いずれも内面にはヘラミガキの後， 黒色処理

が施されている。 内外面ともに丁寧なロクロナデが認められる。

13図21~14図10は土師器甕である。 13図21 • 14図 1 は， ともにロクロ整形の中型甕で口縁部～胴

部片の賓料である。 いずれも外反した後に口縁端部を上につまみ上げている。 13図21は内外面とも

にロクロナデ調整が施されるが， 14 図 l はロクロ整形の後に， 胴部外面にはヘラケズリ・ナデ， 内

面には横位の強いヘラナデの痕跡が観察できる。 2 ~ 6· 9 は口縁部付近の破片資料として掲載し

た。 2 ~ 4 はロクロ整形で， 口縁部は外反した後に端部を上につまみ上げている。 5 もロクロ整形

であるが， 口縁部は「＜」の字状に外反するのみで端部はつまみ上げられていない。 内面にはヘラ

ミガキと黒色処理が観察される。 6 • 9 は非ロクロ整形で口縁部は「＜」の字状に外反する。 とも

に器厚は肥大である。 7· 8·10は底部付近の資料である。 7 • 8は中型甕と推測されるが， 整形

方向は判別できなかった。 いずれも外面にはヘラケズリ， 内面には横位の強いヘラナデの痕跡が観

察できる。 10は小型鉢の可能性もあり， ロクロ整形の後に胴部下部にヘラケズリ， 内面には横位の

強いヘラナデの痕跡が観察できる。

14図11~13は筒形土器である。 全体の分かる資料はないが， いずれも小型のものである。 3 点と

も整形の際の粘土紐積み上げ痕を残し， オサエやナデで調整をしているが， 調整は雑で粗末な作り

である。 ともに厚手で， 胎土には粗砂・細砂を含む。 14 図14~22は須恵器の資料である。 14~16は
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図 13 2 号住居跡出土遺物(1)
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1 （床面， £ 2, P 1 £ 1 • 2) 
口径： （18.0)cm 
器高： ［8.0]cm 

□口□（（ロ□[
4 （カマド£ 2) 

5 (£ 2) 

口
6 C£ 1) 

7 U 2) 
底径： （10.4)cm 
器高： ［8.l]cm 

8 (PU 1) 
底径： （9.6)cm 
器高： ［3.B]cm 

10（カマド£ 1) 
底径： （6.2)cm 
器高： ［4.3]cm 

□そ

＼亨口
ll(PUl) 
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黒色処理
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口径： （11.0)cm 
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(1/3) 

(1~16) 

13（カマドt 2) 
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器高： ［5.B]cm □（こr[Z7

14 (£ 1) 15 (Pl.e 2) 16 (£ 1) 

17 (e 2) 

/ I 

18 U 2) 

19 (£ 2) 

20 U 2) 

゜ 10cm 
'(2/5) 

21 (£ 2) 

22 （床面） (17-22) 

図 14 2号住居跡出土遺物 (2)
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甕の口縁部で内外面ともにロクロナデ調整が

施されている。 17~22は胴部資料である。 17

~ 19 • 21 • 22は長頸瓶の胴部と思われ， 内外

面ともにロクロナデ痕が明瞭に観察できる。

22は他より器厚があり， 外面に平行タタキ目

が施されることから， 甕の胴部と考えられ

る。 15図1 は仙刃の鉄鎌である。 緩やかに屈

仙する形態で ， 基部付近は折仙する部分が認

められる。

ま と め

本住居跡は， 北側が調査区外へ延びるため 図15 2号住居跡出土遺物(3)

三こ＝三三望
三←二ニ三／

1 (£ 2) 
長： ［23.3]cm 
幅： ［4.2]cm 
厚： 0.9 cm 

1
,

 

1
.
'

 

゜ 10cm 

(1/3) 

全休形は把握できなかったが ， 方形基調の住居跡であると思われる。 炭化材が床面から出土してお

り， 火災に遭っている。 堆栢土中および住居内施設からは多くの遺物が出土し， 良好な情報が得ら

れた。 所属時期は， 出土した土器類の年代観から 9 世紀後葉～10世紀初頭頃と推定される。

3号住居跡 S I 3 

遺 構（図16 • 17, 写真 9 • 10) 

本住居跡は調査区西側の C7 ·D7 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高300. 8 

m程の北向き緩斜面である。 検出面は Lm上面であるが， 周囲は削平を受けてL II が欠層している

ため ， 本来の掘り込み面はやや上位であったと考えられる。 遺構南側でS I 4と重複しており， 検

出状況から本遺構の方が新しい。 また， 遺構西側は試掘トレンチにより削平されている。 本遺構

は， 床面を中心に炭化材や焼土塊が確認できたことから， 火災を受けた可能性が高い。 その炭化材

の分布状況は図17に示した。 炭化材は遺構の中央付近で比較的多く確認できた。 柱状のものや板状

のものが認められるが ， 上屋構造の詳細な部位までは復元できない。 これら炭化材の出土状況は，

床面より浮いた状態であるものが多い。 また， 床面が被熱酸化した範囲も数力所確認されている。

遺構内堆栢土は， 色調および混入物から 4 層に分層できた。 £ 1 は炭化物を少量含む黒褐色土

で ， その様相から自然堆梢土と判断した。 £ 2は， 炭化物や焼土粒を多量に含むにぶい黄褐色砂質

土であり， 人為堆栢土と判断した。 焼失時に堆栢したものと推測される。 £ 3はLmに相当する褐

色砂質土で壁際からの流入土である。 £ 4 は， その様相から貼床構第土と判断した。

遺構の平面形は， 西側が削平されているため全休形は不明であるが， 遺存する部分から判断する

と方形基調を呈し， 東壁は4.10mを測り， 北壁1. 65m, 南壁3. 85mが残存している。 カマドの向き

を基準とした主軸方位は， 真北から12
゜

東を指す。 検出面から床面までの深さは， 南壁で12cm, 北

壁で 8cmを測る。 床面は， 北部で Lmを床面とする他は， 貼床を施しほぼ平坦につくられており，

全体的に硬く踏み締められている。 周壁は緩やかに立ち上がる。
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本住居内の内部施設として， カマド・小穴を確認した。 カマドは， 北東隅から約125cm離れた北

壁に付設されていた。 煙道部は消失しており， 燃焼部が遺存している。 また， 袖部は崩れているも

のの両袖とも残存する。 堆積土は 6 層に分層できた0 .e1 • 2 は廃絶土9 .e3 は燃焼部天井崩落土，

.e4 • 5 は燃焼部にまとまって堆積した焼土塊を主体とする層9 .e 6 はカマド構築土と判断した。

カマドの遺存規模は， 燃焼部の奥行き85cm, 最大幅62cmを測り， その底面は煙道部に向かって緩

やかに立ち上がり， 奥壁付近は特に強く被熱を受けている。 遺存状態は良好で， 燃焼部中央部に

は， 円柱状の礫を材とした支脚 (18 図 17) が直立した状態で遺存し， 上面および焼土層からは土師

器杯や甕の破片が出土している。 袖部の内側は被熱によって， 厚さ 2~ 5 cmの酸化壁を形成してい

る。 加えて， 燃焼部前部の底面にかけて熱を受け酸化していることから， 頻度の高い使用が想定さ

れる。

小穴は8基検出した。 p 1は東壁に付設されたカマドの南脇に隣接して検出された。 平面形は径

10 0 x85cm程の隅丸方形状を呈し， 深さは床面から28cmを測る。 p 1 内からは多量の土師器・須恵

器が出土し， カマドに接するような位置や， 規模が他の小穴と比べて大きいことから， 貯蔵穴の用

途が想定される。 P2~P4 は住居内南西付近に， 近接する形で検出された。 いずれも形状は楕門

形状を呈し， P2 は径94x 74cm. 深さ16cm. P 3 は径98x74cm, 深さ14cm. P 4 は径82x56cm. 深

さ14cmを測る。 これらの小穴は用途・機能不明であるが， 形態が浅い皿状を呈することから， 土器

などを置くスペ ースと考えておきたい。

P5~P8 は， 平面形が円形・楕円形を呈し， 断面形がU字状になる小型のピットである。 規模

は， 直径や長径が16~22cm, 深さ10~18cmを計測した。 これらの小穴は， 形状・規模から考えて，

柱穴であると思われる。

遺 物（図 17 • 18， 写真22)

本住居跡からは， 土師器片238点 須恵器片 5 点石製品 1 点が出土している。 土師器片は大半

が甕で， 杯は非常に少ない。 また， 箇型土器が59点出土しており， その大半はカマド付近や Pl 内

から出土している。 このうち土師器23点（箇型土器2 点含む）， 須恵器 4 点石製品 1 点を図示し

た。 土師器甕と筒形土器は， 今回図示した遺物と同 一個体とみられる破片が大半である。 また， 本

住居内からは赤褐色硬質の土器片も出土している。 従来「赤焼土器・須恵系土器」等の名称が用い

られているものであるが， 細片では種別が困難であるため ， 土師器片として計上している。 これら

の遺物の層位別出土点数は， 住居内堆積土.e1 (161点）， 床面 (16点）， カマド.e1 (16点）， カ

マド底面(1点）， p 1.e1 (19点）， p 1.e 2 (2 点）， p 1.e3 (8点）， P2.e1 (19点）で

ある。 このように 覆土中からの出土量が最も多いが， 床面や住居内施設からの出土遺物も多く，

良好な情報を碍ることができた。 以下， 順次遺物の特徴について概説する。

17図 1~11はロクロ成形の土師器杯である。 1 • 2 • 4 は高台付杯で， 1は赤褐色硬質の土器で，

杯部は内湾しながら立ち上がる椀形を品し， 口縁部に至り若千外反する。 内外面はロクロナデ調整

が施される。 2 は土師器で 1 と同様杯部は内湾しながら立ち上がる椀形を呈し， 口縁部が若干外
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反する。 外面はロクロナデ調整の後 口縁部直下からミガキを施している。 内面にはヘラミガキの

後黒色処理が施され， 底部内面のヘラミガキは放射状に施されている。 4 は高台付杯の底部資料で

ある。 外面はロクロナデ調整の後， ミガキを施してあり， 内面にはヘラミガキの後， 黒色処理が施

された痕跡が観察できるが， 二次的な被熱のため， 黒色処理が失われている。 3 • 6 • 7 は底部資

料である。 いずれも内面にはヘラミガキの後 黒色処理が施されている。 3 では体部下端に匝転へ

ラケズリを施している。 また， 底部外面の一部にも回転ヘラケズリが施されている可能性もあるが，

摩滅のため断定できない。 6は体部下端～底部にかけて手持ちヘラケズリが施されているため， 切

り離し技法は不明である。 7 の底部外面には， 回転糸切り痕が認められる。 5 • 8 は口縁部付近の

賓料である。 ともに口縁部に至り外反する器形である。 いずれも内面にはヘラミガキの後， 黒色処

理が施されている。 9 • 10は底部の破片である。 赤褐色硬質の杯片と思われ， 内外面ともロクロ調

整を施している。 底部切り離しは回転糸切りであり， 10の底部周縁には切り離し時の粘土ムラが認

められる。 11は裔台付杯の高台で， 内外面ともに丁寧なロタロナデが認められ， 焼成は極めて良好

である。

18図 1~10は土師器甕で， 1~ 4 は口縁部から胴部下半にかけての資料である。 1~ 3 は非ロク

ロ整形のものでいずれも口縁部が 「＜」 の字形に外反する。 1 は胴部上半が若干膨らむ器形で，

ロ縁部はナデ， 胴部外面はヘラナデが施され， 口縁と胴部の境にはオサエ痕が認められる。 2 は小

型の甕で口縁部はナデ， 胴部外面はヘラケズリが施される。 3 も小型の甕で， 外面にはナデやオサ

工痕が認められる。 いずれも内面には横位の強いヘラナデの痕跡が観察できる。 また， 胎土には粗

砂を含み全体的に脆い。 4 はp 1 内で破片が散在していたが， 底部付近を除いてほぼ接合できた。

ロクロ整形で， 口縁端部は上につまみ上げられ， 胴部下半の外面に縦方向のヘラケズリ， 内面に横

方向のナデが施されている。 また， 内外面にはロクロナデに消され切らずに残った粘土紐の積み上

げ痕が観察される。 5~ 7 は底部付近の資料である。 5 は非ロクロ整形であり， 底部外面にはオサ

工痕が明瞭に観察できる。 6 • 7 は整形方向は判別できなかった。 いずれも外面にはヘラケズリ，

内面には横位の強いヘラナデの痕跡が観察できる。 8~10は口縁部資料として掲載した。 8 • 9 は

ロクロ整形で， 口縁部は外反した後に端部を上につまみ上げている。 8の口縁端部の内面には， つ

まみ上げた際に生じた稜線が明瞭に残る。 10は非ロクロ整形で， 口縁部が「＜」の字形に外反する。

18図11 • 12は筒形土器である。 いずれもほぼ直立する器形であるが， 12は口縁部に至り若干外反

する。 内外面には粘土紐積み上げ痕を残し， オサエ痕も観察できるが， 内外面ともにヘラナデで仕

上げられている。 厚手で， 胎土には細砂を含む。 焼成は比較的良い。

18図13~16は須恵器の資料である。 13 は甕の底部と判断した。 外面の胴部下端～底部にかけて回

転ヘラケズリが， 内面には縦方向主体の丁寧なナデが施されている。 14は長頸瓶の底部であろう

か。 高台部の断面形は， 比較的整った台形を呈する。 15 • 16は長頸瓶の胴部と思われ， 内外面とも

にロクロナデ痕が明瞭に観察できる。

18図17はカマド支脚である。 燃焼部の中央で直立した状態で出土した。 いびつな円柱状で， 表面
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が焼けて劣化しており， 頻度の高い使用が窺える。

ま と め

本遺構は， 本遺跡内で最も標高の高い場所に位置し，

一辺 4m前後となる方形基調の中型の住居

跡と思われる。 炭化材が床面から出土しており， 火災住居である可能性が高い。 堆稽土中および住

居内施設からは多くの遺物が出土し， 良好な情報が得られた。 所属時期は， 出土した土器類の年代

観から 9 世紀末葉～10世紀前葉と推定され， 今回検出した住居跡のなかで最も新しい年代を示して

いる。

4 号住居跡 SI 4 

遺 構（図19, 写真11 • 12) 

本住居跡は調査区西側のE6 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高300. 9m程の

北向ぎ緩斜面である。 検出面は Lm上面であるが， 周囲は削平を受けて LII が欠層しているため，

本来の掘り込み面はやや上位であったと考えられる。 遺構北側で SI 3 と重複しており， 検出状況

から本遺構の方が古く， 遺構北半は削平されている。 また， 遺構西側は試掘トレンチにより削平さ

れている。

遺構内堆積土は， 色調および混入物から3層に分層できた。 R 1は褐色土粒と炭化物を少量含む

締まりのない黒褐色土で， その様相から人為堆積と判断した。 £ 2 はLII に相当する黒色土粒を含

む灰黄褐色砂質土である。 R 3はにぶい黄褐色砂質土の均質層で， その様相から， R 2 • 3はとも

に自然堆積であると判断した。

遺構の平面形は， 西側が削平され， 北半部分は 3 号住居跡に掘り込まれているため全体形は不明

であるが， 遺存する部分から判断すると方形基調を呈し， 東壁は1. 05m. 南壁は2. 88mが残存して

いる。 床面は L 皿を掘り込んで構築され， ほぼ平坦であり， 踏み締まりは認められなかった。 検出

面からの深さは最大2 0cmを測り， 北へ向かうにつれて浅くなる。 周壁は， 南壁と東壁の一部が残

り， 遺存状態の比較的良好な南壁は， 緩やかに立ち上がる。

本住居内の内部施設として， 2 基の小穴を確認した。 Pl は， 住居内の南東隅で検出された。 平

面形は， 径76 x 62cm程の楕円形状を呈し， 深さは床面から22cmを測る。 堆積土のR 1には 多星の

炭化物や焼土粒に混じって， 土師器片が相当数出土しており， 人為堆積の様相を呈す。 住居内の隅

に位置し， 規模が比較的大きいことから， 貯蔵穴等の用途が想定される。 P2 は住居内の中央付近

で検出された。 北側が削平されているため全体形は不明であるが， 円形基調を星していたと推測さ

れ， 径76 x 64cm程が残存する。 深さは床面から最大10cmを測るが， 西側では床面との高低差はほと

んど認められない。 また 東側では被熱の痕跡が認められ， 堆積土R 1からは 焼土に混じって土

師器片が相当数出土している。 p 1 と比べても深さがほとんどなく， 被熱の痕跡があるため貯蔵穴

とは考えにくく， その用途・機能については不明である。
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遺 物（図19, 写真23)

第2草 遣描と遺物

本住居跡からは， 土師器片48点が出土している。 須恵器片は出土しなかった。 土師器片は大半が

甕で ， 杯は少ない。 また， 筒型土器が7 点出土しており， その全ては p 1内から出土している。 こ

のうち 5 点を図示した。 土師器甕と箇形土器は， 今匝図示した遺物と同 一個体とみられる破片が大

半である。 これらの遺物の層位別出土点数は， 住居内堆積土.e1 (15点）， 同.e2 (4 点）， p 1.e 

1 (18点）， P2.e1 (11点）である。 このように ， 覆土中よ りも住居内施股からの出土遺物が多

く ， 比較的良好な情報を得ることができた。 以下 ， 順次遺物の特徴について概説する。

19図 1 • 2 はロクロ成形の土師器杯である。 いずれも口縁部資料で ， 内面にはヘラミガキの後，

黒色処理が施されている。 同区 3 はロクロ整形の土師器甕である。 口縁部は， 外反した後 ， 端部が

上につまみ上げられている。 体部下半にはヘラケズリが施されている。 ヘラケズリは器面に残る砂

粒の痕跡から， 底部側に向かって施されているのがわかる。 また， 体部内面には横位のカキメが施

されている。 同図 4 は土師器甕の底部資斜である。 体部外面にはヘラケズリ， 内面にはヘラナデの

痕跡が観察できる。

同図 5 は箇型土器である。 ほぼ直立する器形で ， 内面には粘土紐積み上げ痕を残し， 内外面とも

にヘラナデで仕上げられている。 厚手で ， 胎土には細砂を含む。 焼成は比較的良い。

ま と め

遺存状態の悪い住居跡である。 残存部分の形状から， 方形基調を呈していたと推測される。 カマ

ド等の住居内施設は， 重複する SI 3 によって削平され得られだ情報は少ないが， 出土遺物の特徴

から9世紀中葉～後葉の所産と推測される。

5 号住居跡 SI 5 

遺 構（図20, 写真13 • 14) 

本住居跡は調査区中央付近北側のD6·7 グリッドに位置し， 試掘調査時に確認していた遺構で

ある。 遺構が確認された周辺は， 標高300.4~300.6m程の北向き緩斜面である。 検出面は LIil 上面

であるが， 試掘トレンチにより上部が消失しているため， 本来の掘り込み面はやや上位であったと

考えられる。 遺構北側で ， 遺構南側で SDl と重複しており， 検出状況からともに本遺構の方が古

く ， 遺構北東側は SI 2の掘り込みによって削平されている。

遺構内堆積土は暗褐色土の 1層で ， 基本土層の LIil に相当するにぶい黄褐色土が少量含んでい

る。 しかし， 堆積土が薄いため， 人為堆積か自然堆積かは判断できなかった。

遺構の平面形は， 北半が削平され西側が調査区外へ延びているため全体形は不明であるが， 試掘

調査時に検出した形状や， 遺存する部分から判断すると方形基調を呈し， 南東壁は3. 20m, 南西壁

は3.80mが残存している。 床面は， L皿を掘り込んで構築され， ほぼ平坦であり， 踏み締まりは認

められなかった。 周壁の状況は， 検出面がほとんど床面直上で残存しないため不明である。

本住居内の内部施設として， 4 基の小穴を確認した。 Pl~P4 は， 平面形が円形・楕円形を呈
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図20 5号住居跡

し， 断面形がU 字状になる小型のピットである。 規模は， 直径や長径が16~28cm, 深さ12~18cm

を計測した。 これらのピットは， 形状・規模から考えて， 柱穴であると思われる。

ま と め

本住居跡は， 試掘調査時で既に確認されていた。 残存部分の形状から， 方形基調を呈していたと

推測されるが， 遺存状態は悪い。 重複する 2 号住居跡とは軸を共有しないことから互いの関連性は

見いだせない。 出土遺物も認められないため所属時期は不明であるが， 周辺遺構の様相や重複関係

から， 概ね古代に属する可能性が高い。
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第 3 節 土 坑

第2草 遣描と遺物

今回の調査で検出された土坑は 3 基である。 これらの土坑は， 調査区中央のやや東寄り付近に集

中して認められた。 重複するものは殆どなかったが， 今回の調査区で検出できた土坑は， 竪穴住居

跡に比較的近接していることから， 生活域を構成する一連の遺構群と考えられる。 出土遺物の特徴

から古代の所産であるが， 性格等については不明なものが多い。

1 号土坑 skl （図21， 写真15)

本遺構は調査区中央やや北寄りの D6 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高300.4

m程の北向き緩斜面である。 検出面は LII 中面である。 重複する遺構はないが， 近接して S I 2 や

SK2 等が存在する。 遺構内堆積土は， 色調および混入物から 2 層に分層できた。 ともに礫を多く

含み， £ 1は暗褐色土で， LII に相当する黒色土粒を少量含んでいるが， 自然堆積と判断した。 £

2は壁際からの流入土である。

遺構の平面形は， 楕円形状を呈し， その規模は長軸1.25m. 短軸1. 05mを測る。 周壁は， 南西側

は比較的急な立ち上がりとなるが， 他は底面から段状に緩やかな立ち上りとなる。 底面は中央付近

が若千窪み， 検出面から最深部までの深さは25cmを測る。

遺物は， 堆積土中から縄文土器 l 点 土師器20点が出土している。 すべて細片であるため図示で

きなかったが， 縄文土器片は多条沈線が認められ， 周辺出土遺物との関連から網取II 式の可能性が

ある。 また， 土師器片は判別できるものとして， 杯 7 点甕 3 点が確認できる。 土師器杯は， いず

れもロクロ成形で， ほとんどは内面に黒色処理とヘラミガキを施しているものである。

本遺構は， 出土した遺物の特徴から平安時代に帰属するものと判断される。 しかしながら， その

用途・機能については不明である。

2 号土坑 SK2 （図21， 写真16)

本遺構は調査区中央やや東寄りの E6 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高300. 5 

m程の北向き緩斜面である。 検出面は LII 中面である。 重複する遺構はないが， 近接して sk1 や

SK3 等が存在する。 遺構内堆稽土は， 炭化物粒を少量含む黒褐色土 1 層であるが， 人為堆積か自

然堆積かは判断できなかった。

遺構の平面形は， 楕円形状を呈し， その規模は長軸2.56m. 短軸1. 94mを測る。 周壁は 全体的

に緩やかな立ち上りとなる。 底面はほぼ平坦であり， 検出面から最深部までの深さは17cmを測る。

遺物は， 縄文土器 4 点土師器 7 点が出土している。 すべて細片であるため図示できなかったが，

土師器片は杯 2 点甕 4 点が判別できる。 杯はいずれもロクロ成形で， ほとんどは内面に黒色処理

とヘラミガキを施しているものである。 甕はすべて体部資料であり， 外面にはヘラケズリ調整を施
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図21 1 ~ 3号土坑

すものも認められる。

本遺構は， 出土した遺物の特徴から平安時代に帰属するものと判断される。 しかしながら ， その

用途・機能については不明である。

3 号土坑 SK3 （図21, 写真16)

本遺構は調査区中央やや東寄りのE6 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高300.8

m程の北向き緩斜面である。 検出面はL II中面である。 重複する遺構はないが， 近接してS I lや
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第 2 章 遺構と遺物

SK2 等が存在する。

遺構内堆梢土は ， 色調および混入物から 2 層に分層できた。 ともに礫を多く含み， £ 1 は黒褐色

土で， 炭化物を多鼠含んでおり， 人為堆栢の様相を示す。 £ 2は壁際からの流入土である。

遺構の平面形は円形状を呈するが ， 北半は試掘トレンチに削平されているため不明である。 遺存

している形状は ， 開口部径1. 12mを測る。 周壁は ， 全休的に緩やかな立ち上がりとなる。 底面はほ

ぼ平坦で， 検出面から最深部までの深さは20cmを測る。

遺物は ， 土師器 7 点が出土している。 すべて細片であるため図示できなかったが， 杯 1 点， 甕 5

点が判別できる。 杯はロクロ成形で， 内面

に黒色処理とヘラミガキを施しているもの

である。 甕は休部片 4 点底部片 1 点であ

り， 休部外面にはヘラケズリ調整を施すも

の(2点）， ロクロ痕を残すもの(2点）が

認められる。

本遺構は ， 出土した遺物の特徴から平安

時代に帰属するものと判断される。 しかし

ながら， その用途・機能については不明で

ある。

第4節 溝 n 亦

今回の調査で検出された溝跡は1条であ

る。 調査区中央付近に位置し， Lm上面で

検出された。 時期は出土遺物がなく ， 明確

な所属時期及び性格等は特定できない。

1号溝跡 SDl （図22， 写真17)
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第2草 遣描と遺物

居跡と重複関係にあり ， 検出状況から本遺構の方が新しい。

遺構内堆積土は 2 層に分層できた。 .e 1 は砂礫を含む黒褐色土の単一層で， 自然堆積の様相を呈

する。 .e 2 は壁際からの流入土である。 検出した規模は， 南北約10.85m. 溝幅0.28~0. 58mを測

り ， 等高線に直交する形で南北方向にほぼ直線的に廷びる。

周壁は急峻に立ち上がり ， 断面形は中央がやや窪む形状となる。 検出面からの深さは15~55cmを

測り ， 底面標高は北側へ向かうほど低くなる。 南北端での裔底差は25cm前後である。 溝跡底面およ

び周辺からはピット等は検出されなかった。

遺物は， 土師器片が 8 点出土した。 ともに.e 1 からの出土で周囲から流入したものと考えられ

る。 小破片で磨耗が著しいため ， 器種・部位については判断できなかった。

本溝跡は， 全長10.85mの東西方向に廷びる溝跡である。 周辺には， 平安時代の竪穴住居跡を主体

とした遺構が存在する。 所属時期・性格については， 本遺構と明確に伴出する遺物がなく判断し得

ないが， 排水的な機能が推察され， 検出面や重複関係から平安時代以降の所産であるが， 詳細な時

期は不明である。

第 5 節 その他遺構と遺構外出士遣物

小穴群 GP （図23)

本調査区では， 小穴が12基確認された。 これらの小穴は， その形態的な特徴から， 柱穴である可

能性が高い。 しかし， これらの小穴の配置にはとくに規則性が認められないため， 建物を構成する

のかについては， 調査時には判断できなかった。 そこでこれらの柱穴を小穴群と称し， 説明を加え

ることにする。 なお， 小穴の表記については， グリッドごとに通し番号を付した。 グリッドはG,

小穴はP と略記している。

これらの小穴の検出面は， 全てLIII上面である。 分布状況をみると， 調査区中央付近やや東寄り

のE 6 • 7 グリッド付近に集中している。 この位置は北に面した緩斜面で標高は300.3~301. lm付

近である。 この小穴群の分布する範囲には， 平安時代に属する 1 ~ 3 号土坑が位置する。 これらの

小穴の平面形は， いずれも円形または楕円形を基調とする。 各小穴の規模や深さに閑しては， 表 1

に示した。 堆積土は黒褐・黒色土 1 層のものが大半を占める。 いずれの小穴からも遺物の出土はな

表1 小穴一覧

グリッド 番号 平面形 長軸 短軸

E6 Pl 円形 32 32 

P2 楕円形 28 22 

P3 円形 42 42 

P4 円形 44 44 

P5 楕円形 50 46 

P6 円形 38 38 

P7 楕円形 28 23 

E7 Pl 円形 30 30 

P2 楕円形 30 24 

深さ 層数 柱痕

18 1 無

15 1 無

26 2 無

22 2 無

32 2 無

22 1 無

20 1 無

15 1 無

18 1 無

備考

グ；7

卜

噂戸［翌菩［言I言[『[I層：［苔叶

備考

凡 例

長軸・短軸・深さ••単位はcn。

遺構の重複・撹乱等により計洵が不可能な部分については記載しなかった。

備考••重複遺構の新1日関係等について記した。

＞は小穴よりも重複する遺構が古く ， くは亘複する遺構が新しいc
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図24 遺構外出土遺物

く， 時期は不明である。

遺構外出土遺物 （図24, 写真24)

今回の調査では， 遺構外から総数237点の遺物が出土した。 その内訳は表 2 に示した。 土師器が

202点と最も多く， 他は縄文土器25点石器片 4 点須恵器片 5 点陶磁器 1 点鉄製品 2 点が出

土している。 これらの遺物の内， 比較的遺存状態の良いものを図23に図示した。 遺物は相対的にみ

ると， 調査区中央付近からは多く出土する傾向が認められる。 これは遺構の分布を見ても分かるよ

うに， 調査区中央付近では平安時代の住居跡等の遺構の分布が窺え ， 遺構内出土遺物と同様な傾向
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表2 遺構外出土遺物点数一覧

出孔？
置

「［『］係厖文土
器I：器

「ご
器

「了
器I陶：

器1:管： 出［竺
置

「［『］系籠'
こ器

『i3
器

『i:戸|須？吋
陶磁器1;；「

を示している。 以下， 順次遺物の特徴について概説する。

縄文土器 24図 1~ 6 が該当する。 1 • 3 • 4 • 6 は色調・胎土の特徴から同一個体と推測され，

ロ縁部と体部に多条沈線がめぐる。 その特徴から後期の綱取II式期の土器と推測される。 2は内湾

気味に立ち上がる口縁直下に2条の平行沈線を巡らしており， 縄文晩期頃と推測される。 5は胎土

中に繊維が混入し， 内外面に条痕が施される。 その特徴から， 縄文時代早期末葉のものと思われる。

7 は一条の沈線下に縄を横方向に施文しており， 5 と同様の時期であると思われる。

石 器 24図 8 が該当する。 分銅形を呈する打製石斧であり， 上半部を欠損する。 偏平な自然

石を素材とし， 刃部と基部の剥離によって形状を整いている。 剥離痕は使用のためか， 風化のため

か不明であるが摩滅が著しい。

土師器 24図 9~13が該当する。 すべて底部資料であり， 9~11はロクロ成形の土師器杯，

12 • 13は土師器甕である。 9~11は， いずれも内面にはヘラミガキの後黒色処理が施されている。

底部外面には 9 は回転ヘラ切り痕， 10 • 11は回転糸切り痕が認められる。 また ， 11は底部の切り離

し後に手持ちヘラケズリ再調整を施している。 12は整形方法は不明であるが， 外面にはヘラケズリ ，

内面には横位の強いヘラナデの痕跡が観察できる。

須恵器 24図14 • 15が該当する。 14は甕の底部であり， 外面にはロクロナデ， 内面には強いヘ

ラナデの痕跡が観察できる。 15は甕の胴部破片である。 外面には平行タタキ目 ， 内面には同心ヨ状

の当具痕の痕跡が認められる。

鉄製品 24図16 • 17が該当する。 16は刀子で切先部を欠損する。 関と茎の部分は， 錆膨れが著

しく形状は明確ではない。 17は煙管で雁首を欠損している。
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今回の調査で検出された遺構は， 竪穴住居跡 5 軒， 土坑3基， 溝跡 1 条， 小穴12基である。 時代

を特定できたものは竪穴住居跡で， 平安時代前半期である。 次に調査の成果をまとめておく。

1. 土師器の分類

遺物は， 縄文土器・土師器・須恵器がある。 土師器・須恵器は平安時代前半期に所属する。 平安

時代以外の遺物は希少であるため， ここでは取り上げない。 また， 須恵器については破片資料が多

く， 全体形を把握できるものが殆ど認められないため， ここでは土師器との一括資料ではあるが，

割愛することにする。

出土した土師器のうち， 1 • 2 号住居跡内出土点数の多い土師器杯に着目し， まず製作方法から

観察すると， いずれもロクロを用いて製作した類(A類）であり， 表杉ノ入式に相当する。

また， ロタロ成形後内面にヘラミガキと黒色処理が行われたもの (Al 類）， それらが全く施さ

れないもの(A2類）に二分される。 さらに， 口縁部の特徴によっても， 口縁部が底部から直線的

に外傾しているもの(a)と， 緩く内湾しながら立ち上がるもの(b)， 口縁端部付近で緩く外反す

る(c)ものとに二分される。

内面にヘラミガキ・黒色処理が施されているAl類を観察すると， その底径対口径の比率は36.3

以上50. 0以内， 器高対口径の比率は25.8以上36.4以内に収まり， それらの大きさは比較的近似する

ことが分かる。 さらにこの類の調整は， 杯外面の体部下端から底部周縁または底部全体にかけて＝

次的なヘラケズリ調整が施され， 内面のミガキは底部付近に放射状に施された後， 口縁部に斜位ま

たは横位にミガキを施されるものが多い。 Al類の口縁部の形状は， 底部から直線的に外傾 また

は内湾する点(A 1 a· b類）が混在している。 この2つのタイプの杯は， 第3編で述べる腹田C遺

跡 1 号住居跡でも認められる。 Al 類の中には， 口縁部形状が端部付近で外反するA 1 c類も少な

いが認められる。 8 図 8, 13医 1 は内湾気味に立ち上がり， さらに口縁部付近で緩く外反する。

福島県内のロクロ土師器杯は， 底部切り離し後の調整が， 回転ヘラケズリ再調整から手持ちヘラ

ケズリ再調整の移行， また， 再調整のあるものから回転糸切り痕を残すものへの変化， 器高は口径

に対する底径の比が大きいものから小さいものへの変化， 外傾や内湾の度合が強くなる等として把

握されている。 この他内面の調整に関しては， 放射状に施されるヘラミガキが， 新しい要素であ

ることが指摘されている。 また， Ala 類の器形および技法の特徴を備えた土器は， 9 世紀代を前

半と後半の二分で考えたとき， 主として後半代に見られる技法的要素として捉えられる。

次に， ロクロ成形後に， 内面のロクロ痕をナデ消しているA2類の杯をみてみる。 本類の杯は，

2 号住居跡で 1 点 3 号住居跡でも数点認められる。 この類の土器については， 従来は土師器の概

念から逸脱したものとされ 「須恵系土器」「赤焼土器」「内外面赤褐色土師器」などと呼ばれ， その

呼称は定まらなかった。 しかし， 近年では土師器と同窯で焼成されることなどから土師器の一形態
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図25 腹田 A遺跡出土土師器杯分類

として捉える指摘も増えてきている。 ここでは， この類の土器を内面のロクロ痕を二次的にナデ消

した土師器の一種として認識するに止める。 2号住居跡で出土したタイプの杯(13図9)は， 郡山

市正直A遺跡15号住居跡と類似例が認められ， 10世紀以降の年代が与えられている。

この外に， 1~4号住居跡からは多くの土師器甕が出土している。 土師器甕は非ロクロ使用から

ロクロ使用への変化が指摘されているが， 本遺跡では非ロクロとロクロ使用のものが共伴して認め

られる。 ロクロ整形の甕は口縁端部に面を持つものが多く， 丸くなるものも若干認められる。 器面

調整をみると ， ロクロ整形のものは， 外面は口縁部から胴上半部がロクロナデで調整され， 胴下半

部は主にヘラケズリが施されている。 胴部下端付近までロクロナデで施されているものでも， 胴部

下端はヘラケズリで調整されている。 底部の破片資料でも， ロクロナデが認められるものはない。

内面は， ロクロナデとヘラナデが施されるが， 口縁部はすべてロクロナデが施される。 非ロクロ

整形のものは， 器面調整はロクロ作りのものより規則性がなく， 外面はヘラナデ・ヘラケズリ・オ

サエで調整し， 内面はヘラナデが施される。

また， 今回の調査時には， 1~4号住居跡内の堆栢土・ カマド周辺・貯蔵穴内より他の土師器に

混じって筒形土器の小片が出土している。 特に， カマドに隣接する貯蔵穴状ピットからの出土が多

いことが特徴的である。 器形・器面の特色は以下である。 器面は赤変し非常に脆く， 煮こぼれ状の

痕跡のるものも認められる。 整形

段階は粘土紐栢み上げで， 調整は

ヨコナデ・ヘラナデ ， 指頭による

ナデ・オサエである。 胎土は微砂

を含み粗で，

一部の小片には「白

色針状物質」を含むものや ， 砂粒

の混入度合から数種に分類するこ

表3 土師器杯計測表（最小～最大値）

出土位置 資料数 底径／口径比 器高／口径比 外傾度 湾曲指数
1号住居跡 7 36. 36-49. 32 28. 08-36. 36 40~45 7. 5-13. 89 
2号住居跡 7 40. 63-50. 0 25. 83-33. 33 38~46 5. 77-13. 46 

表4 土師器杯計測表（平均値）

出土位置 資料数 口径 底径 器高 底i『
器

径
晶／ 外傾度 湾曲指数ロ比 ロ比

1号住居跡 7 14. 21 5. 93 4. 59 41. 69 32. 21 42. 57 11. 29 
2号住居跡 7 13. 07 6. 0 3. 74 45. 80 28. 74 43. 29 10. 55 
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とが可能である。 この筒形土器は， 焼ぎ塩関係の遺品と推定され， 県内でも各地で発見されており，

今後は胎土の分析と比較が課題となろう。

2. 竪穴住居跡について

5軒の竪穴住居跡は， 標高の高い調査区中央～西側区域にかけて分布し， うち4軒は住居跡同士

の重複関係が認められる。 これは， 狭小な平坦地であるため， 土地利用が制限された結果と考えら

れる。 5号住居跡→2号住居跡， 4号住居跡→3号住居跡の変遷が推定される。 1号住居跡は全体

形を検出することができたが， 他は調査区外へ延びるものや削平され， カマド ・貯蔵穴状ピット・

一部の床面の検出に止まっている。

住居内施設はカマド ・貯蔵穴状ピット・小穴がある。 カマドは 1 号～ 3 号住居跡で確認された。

1 号住居跡は， 構築当初は南壁にカマドが付設されていたが， のちに東壁に移設され， 住居内での

作り替えが認められる。 2 • 3号住居跡は， いずれも東壁に付設されている。 また， 煙道部は消失

していたが， 袖部・燃焼部が残存し， 花岡岩が多数配置され， 補強材・支脚として利用されている。

厨房施設であるカマドと貯蔵穴状ピットとの関係は， すべてカマドの南側に隣接するような形で

位置している。 4号住居跡で確認された p 1も貯蔵穴状ピットの可能性が高く， 上記の住居跡と同

形態であれば東壁に沿ってカマドが存在していたものと推察される。 そうなると今回確認した 1~

4号住居跡の貯蔵穴は， いずれも住居内南東隅に位置し， 構造上の共通性がみられる。 床面はカマ

ド付近を中心に踏み固められており， 住居内出土遺物も多く， 比較的長時期にわたって使用された

住居と推定される。

この他 1 号住居跡からは加熱され破砕した角礫が多量に出土している。 これらの礫は， 非常に

微弱な敲打痕や靡耗面等の使用痕跡が認められるため， なんらかの作業に伴う道具の可能性が高い。

被熱変化は， ｀＇火
”

を伴う作業と何らかの関連があるものと推測できる。 ただ， 微弱な使用痕跡と

被熱変化が相関関係にあるのか， それとも別々の行為の結果， 形成されたものであるかは識別でき

なかった。 なお 須賀JI I市関林G遺跡の 2 • 5 号住居跡においても同様の特徴を持った礫が出土し

ている。 これによると， 鍛冶工房跡から出土する礫との相違から， 直接鍛冶作業に伴うものではな

いとしているが， 何に閑連でぎるものかは不明としている。 したがって， 現在までのところ， これ

らの礫に対して， 明確な使用用途は不明といわざるを博ない。 これら工房的色彩の濃い遺構から出

土した礫の特徴を指摘し， 今後の類例を待ちたい。

3. 大信地区の平安時代集落について

平安時代になると， 新農地の開発による生産力の向上と， 人口の増加が顕著に見られる。 集落遺

跡の発見例も多くなり 大河の流域に止まらず， 山問地でも多くの遺跡が発見されている。 また，

一度集落が廃絶した場所でも平安期に再利用された例も認められる。

大信地区の平安時代集落にはいくつかの形態が認められる。 町屋遺跡や下原遺跡， 道目木遺跡の

ように古墳時代以来継続して営まれた集落が一つの形態である。 これらの集落は， 隈戸川の河岸段

丘に立地し， 沖積地や支流との合流点に， 長期にわたって一定の収量を得られる耕地を維持してい
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たと思われる。 とくに町屋遺跡と道目木遺跡は連続した段丘面に立地する遺跡で， 両遺跡の距離は

1 kmに満たない。 加えて両遺跡のあいだには町屋A遺跡と屋敷裏遺跡という奈良•平安時代の遺物

が採集されている遺跡がある。 町屋A遺跡と屋敷裏遺跡の細かい内容はわからないが， もし当該時

期の集落跡であるなら， これらは東西 1 kmを越える大きな集落跡になる可能性があり， 道目木遺跡

で発見された四面庇建物跡の存在とあいまって， 当地域の中心的集落と考えることができる。

もう一つの形態は，

一度集落が断絶したが， 耕地として有効な土地が近くにあったため再開発さ

れた集落で， 北大久保 BC 遺跡がこれに当たる。 北大久保 BC 遺跡は， 隈戸川支流の小規模な河岸

段丘に立地し， 古墳時代終末期に集落が営まれた後奈良時代には断絶し， 平安時代に再び集落が

営まれている。 近隣の天栄村山崎遺跡も奈良時代の遺構が欠落している。

さらにもう一つの形態は， 平安時代に新たに開発された隼落である。 北大久保E 遺跡がこれに該

当する。 北大久保 E遺跡は北大久保BC遺跡と同じ隈戸川支流の滑川が形成した河岸段丘に営まれ

た集落跡である。 検出された竪穴住居が11棟で， 掘立柱建物跡は確認されていない。 また， 北大久

保 E遺跡の対岸は， 矢吹町になるが笹目平遺跡が位置している。 北大久保 E遺跡と同様， 平安時代

に新たに開発された集落であり， 河岸段丘から背後の丘陵斜面にまで遺跡が及ぶことから， 北大久

保 E遺跡より大きな隻落と思われる。 この二つの遺跡は， 竪穴住居跡の構造が類似しており， とも

に小型の蕨手刀が出土している。 このような遺構や遺物の共通点から， 両遺跡は付近の谷田で水田

稲作を行う地縁・血縁的集落である可能性が高い。

腹田A遺跡は， 古墳・奈良時代の遺構や遺物が認められないため， 北大久保 E遺跡と同形態の集

落跡といえる。 検出された遺構も竪穴住居跡を主体として， 掘立柱建物跡が認められない点も類似

している。 おそらく， 平安期になって町屋遺跡・道目木遺跡の対岸の狭小な河岸段丘上に分け入っ

て， 小規模な新田開発を行いつつ発展していったと推測される。

しかし， 10世紀になるとこれらの集落のほとんどが消滅してしまう。 この地域における平安時代

の中葉から後葉の集落への移行の過程は， 今後の調査の課題である。

大信村史編纂委員会編
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遺跡記号

所 在 地

時代・種類

調査期間

調 査 員

SK-HD·B 

白河市大信増見字腹田

縄文時代・平安時代ー 隻落

平成19年 5 月 7 日 ～ 5 月 31 日

7 月 2 日 ～ 8 月 2 日

稲村 圭一



第 1 章 遺跡の環境と調査経過

第 1 節 遺跡の位置と地形

腹田B遺跡は， 白河市大信増見字腹田に所在し， 北緯37度11分54秒， 東経140度15分 1 秒に位置す

る 。 白河市は中通り地方の南端部に位置し， 東は阿武隈山地， 西は那須山系南は八溝山系に挟ま

れた低平な台地上に位置する 。 本遺跡のある大信地区は白河市の北西側付近にあり ， 北は天栄村，

南は泉崎村， 西は西郷村， 東は矢吹町とそれぞれ境界を接している 。 遺跡はJR東北本線矢吹駅か

ら西方向へ約6.7km, 東北自動車道矢吹インタ ーから西方向へ約3.7km付近に位置している 。 遺跡の

約0.5km北西側を国道294線が通る 。

腹田B遺跡は， 大信地区の中央よりやや南寄り の隈戸川が， 支流の外面川と合流し大ぎく蛇行す

る地点の， 標高400m前後の丘陵の北斜面裾にあたる 比較的狭長な低位段丘上に立地する 。 調査区内

の標高は， 298.9~298.Omで， 隈戸川の川床との標高差は約6.5mである 。 遺跡の北側には， 隈戸）II

と外面川によって形成された比較的広い谷底平野一帯を望むことができる 。 遺跡の範囲は， 隈戸）11

南岸の低位段丘の平坦面を中心とする2,000m
2

で， 平成19年度の調査は， 幹線工区内850m'の範囲に

ついて発掘調査を実施した。 現況は畑地・荒地で， 調査区内は耕地造成に伴う削平を受けており ，

遺構の遺存状態は良くない。 周辺には， 縄文時代後期の集落跡として有名な町屋遺跡や， 中世の城

館跡である 八幡山館跡等が所在している 。 第 3 編で報告する腹83C遺跡は， 同 一段丘上の北東側に

位置しており ， その距離は約180mである 。 また， 第 4 編で報告する金谷林遺跡は， 木遺跡と同 一段

丘上の西側に位置しており ， その距離は約230mである 。

第2節 調査経緯

腹田B遺跡は， 平成11年度に福島県教育委員会から委託を受けた（財）福島県文化振興亭業団が

実施した， 匡営隈戸JII農業水利事業の幹線用水路建設に伴う表面調査によって， 遺物の採集から縄

文時代の散布地として新たに登録され（遺跡番号46700108) ， 遺跡範囲は1,125m
2

と推定された（『福

島県内遺跡分布調査報告6』) 。 その後， 平成18年度に， 幹線用水路部分の90直を対象とした試掘調査

を， 福島県教育委員会の委託を受け， （財）福島県文化振興事業団が実施した。 この結果， 縄文時代

の遺物が確認されたことから， 未試掘調査部分 (160面）の成果をまって保存範囲等の有無の検討を

行うとした（『福島県内遺跡分布調査報告13』) 。

平成19年度の調査は， 隈戸川農業水利事業所と福島県教育委員会， （財）福島県文化振輿事業団に

よる現地協議の際に， 幹線用水路部分の試掘調査に加えて， 周辺の耕地整地を工車の一貫として行

うため ， 当初のエ車区内に止まらず， 遺跡範囲内とその周辺について試掘調査を行ってほしいとい
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図1 腹田B遺跡調査区位置図

う要望があった。よって， 幹線用水路部分とその周辺部分 (3,400m
2）の試掘調査を行った後発掘

調査に向けての現地協議を行うこととした。

腹田B 遺跡の第 2 次試掘調査は， 4月 17 日～24 日にかけて実施した。調査の結果 ， 縄文土器・土師

器等の遺物や竪穴住居跡・土坑等の遺構が検出され ， 2,000可の要保存範囲が確定した。その成果を

受けて 4 月 25 日に現地協議を行い ， 整地部分については掘削深度が遺構検出面まで逹しないことか

ら ， 幹線用水路部分 (440rrf) の本調査が確定した。また ， 隈戸川農業水利事業所から工事の工程上 ，

腹田A遺跡 ・腹田B遺跡の発掘調査を優先させてほしいとの意向から， 4 月 16 日から実施していた

金谷林遺跡の発掘調査を一旦中断し， 腹田B遺跡→腹田A遺跡へと調査を移行していくことを確認

した。腹田B遺跡の発掘調査は， 調査員1名， 作業員23名の休制で平成19年 5 月 7 日に開始し， 中
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断期間も含み， 8月2日にかけての延べ31日間にわた って行った。 以下に調査概要を記す。

5月7日には 重機による表土剥ぎを開始した。 5月 9 日からは作業員を投入し ， 現境整備・遺

構の検出作業を行いながら， 測量基準杭の設定と水準点の移動を随時行った。 遺構の検出作業時に

は， 検出面とした LilI （基底面）には礫を非常に多く含むことから， 遺構の発見には困難を来たし ，

時間を要した。 しかし ， 進行するにつれて遺構の有無が明らかになり， 調査区中央付近の平坦面を

中心に， 奈良時代の竪穴住居跡や， 縄文時代晩期に属する竪穴住居跡をはじめとした遺構群が検出

され ， 遺構精査へ移行することとなった。

5月中旬から下旬にかけては， 天候に恵まれたこともあり， 精査作業が順調に進んだ。 遺物は比

較的希薄であったが， 当地域では希少な例である縄文時代晩期の集落跡を主体とした奈良時代との

複合遺跡であることが明らかとなった。 また この区域の遺跡調査の成果を公表するため ， 福島県

教育委員会 が実施する「遺跡の案内人」による遺跡の公開を5月26日に盛大に行われた。 5月下旬

には遺構の調査・地形測量を終えて 5 月30日に腹田B遺跡の調査を一旦終了した。

その後幹線用水路部分の工事計画の変更により， 410五の追加面積が生じたため， 6月19日には，

本調査に向けた現地協議を実施し ， それまで行っていた腹田A遺跡の発掘調査を一旦中断し ， 優先

順の高い腹田B遺跡の発掘調査を実施することとなった。

6 月下旬から7月上旬にかけては梅雨時期ということもあり雨天時が続き， 重機による表土剖ぎ

作業は予定より遅れて7月2日に開始することとなった。 7月5日からは作業員を投入し ， 現境整

備・遺構の検出作業を行った。 既存調査範囲に連続して礫を非常に多く含むことから， 遺構の発見

には困難を来たし ， 時間を要したが， 既存調査範囲に連続した縄文時代や奈良時代を中心とした遺

構群が確認され ， 次第に精査作業に移行することとなった。 遺構精査中は， 雨の影署により調査区

古が冠水することが度々あり， 周囲から雨水が流れ込むこともあり， 排水作業に時間を要し ， 調査

の進歩に遅れを来した。 7 月27日にラジコンヘリによる高度からの写真撮影を行い， 8 月 2 日に

は 現地において福島県教育委員会・（財） 福島県文化振興事業団・隈戸） II 農業水利事業所の各担当

者が集まり， 調査経過や成果・状況等を説明し ， 現地の引き渡しが完了した。

第 3 節 調 査 方 法

平成19年度に調査を実施した腹田B遺跡の調査は， 以下に基づいて行った。

グリッドの設定 調査区の位置を国土座標の中で正確に把握するために， 世界測地系を基本とし

た測量用基準杭(X -133, 060 , Y -37, 030)を打設した。 国土座摂値は， 世界測地系公共座標第lX

系に一致させ ，

一辺10m方眼を単位とした。 グリッドの座標値は， 図2中に示した。

個別のグリッドは 東西方向に西から東ヘアルファベット A·B ・・・ ， 南北方向に北から南へ算用

数字で 1 • 2•••とし ， 両者を組み合 わせて， D6 グリッド， F8グリッドなどと呼称している。

基準線の設定 遺構の平面図を作成するに際しては， 各グリッドをlmの方眼に分割し ， これを
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基準線とした。 基準線の座標上の位置については ， 各グリッドの北西端部を原点CEO, SO)とし，

ここから東へ lm行くごとにE 1 ~9. 南へ lm行くごとにS1~9 として表した。 これにそれぞ

れのグリッド番号を組み合わせて， 調査区域内全ての基準線の座標位置を表示した。 例えば FlO 

-E2·S4とは， FlOグリッドの北西端の杭から， 東に2m. 南に4m離れた場所を示す。

発掘作業 発掘作業では， 表土は重機を用いて除去した。 その後， 人手により包含層を除去し，

遺構・遺物の検出作業を行った。

遺構の掘り込み作業にあたっては， 各遺構の形状・大きさ， 重複閑係に留意して， 土層観察用の

ベルトを設定した。 土坑など小型の遺構については長軸方向にベルトを設定した。 遺構内から出

土した遺物の取り上げに際しては ， 上記の区画ごとに， 層位を確認した上で取り上げた。

層位名を付す際は， 基本層位はロ ーマ数字を用いてLI ·LIIと表した。 遺構内堆積層は， アラ

ビア数字を用いて.e l ·.e 2 と表した。

記 録作成 調査の成果は， 実測図と写真で記録した。 遺構図の縮尺は， 住居跡が 1 /20, 土坑

等の小さなものは 1 /10で作成した。 微細な記録が必要と判断したものについては， 1/10で随時作

成し， 調査区内の地形図や遺構配置図は， 1/100で作成した。 土層観察における色調判断は， 『新版

標準土色帖』（小山・竹原1997) を基準とした。 調査現場での写真撮影は35mm小型一眼レフカメラ，

6 x4. 5判の中型一眼レフカメラ， デジタルカメラを併用した。

遺物・記録の保管 発掘調査で得られたすべての出土遺物と記録類ー式は， 報告書作成完了後，

遺跡ごとに台帳を作成し， 福島県文化財センタ ー 白河館（まほろん）に収蔵する予定である。

第 2 章 遺構と遺物

第 1 節 遺構の分布と基本土層

遺構の分布（図2， 写真1)

腹田 B遺跡から検出された遺構は ， 竪穴住居跡 3 軒 土坑19基溝跡 1 条， 焼土遺構 1 基， 小穴

75基である。 調査区は東西方向に長く， 北側の隈戸川に向かって緩やかに傾斜する地形を呈してお

り， 調査区東部には隈戸川に注ぐ支沢状の落ち込みが確認できる。 遺構は調査区内の中央付近から

やや西寄りにかけての， 比較的標高が高い区域に集中している。

今回検出された遺構は， 主に縄文時代と奈良時代に大別される。 奈良時代の遺構は調査区中央に

位置する 1 • 3 号住居跡が認められる。 1 号住居跡は一辺5. 5m程の住居跡であり， 隣接するよう

に一辺3. Om程の 3 号住居跡が存在する。 出土遺物の特徴や， ともに北壁にカマドを付設すること

から， 1 • 3号住居跡は， ほぼ同時に存在していたと推察される。

縄文時代の遺構は， 標高が殻も高い調査区中央のやや西寄りの範囲に集中している。 2 号住居跡

は地床炉を伴い 出土遺物の特徴から縄文時代晩期中葉に属する。 また， 周囲には該期に属すると
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患われる土坑群(1 ~12·14·16~19号土坑）が認められる。 その中でも円形を基調とする土坑(1.

4 • 5号土坑）は， 底面などの特徴から 構築当時は貯蔵穴として機能していたと思われるが， 廃

絶時には礫や多数の土器片の遺棄が行われたと思われる。 また， 土坑群域には多数の小穴群も分布

しており， 柱痕の認められるものもあることから， 掘立柱建物跡などの構築物の存在も考慮できる。

このことから， これらの生活域を勘案すると， 河） II沿いに営まれた小集落と推測されよう。

出土遺物は， 縄文土器366点（晩期を主体とする）， 石器10点土師器47点（奈良時代を主体とする）

で， 遺物の大半は各遺構と， 遺構が集中するB2•3, C2·3 グリッドから出土した。 遺物の年

代は縄文時代晩期， および奈良時代である。 そのなかで主体を占めるのは， 晩期前葉から中葉にか

けてのものである。

基本土層（図2 • 3) 

本遺跡では， 基本土層を大き <rn層に区分した。 土層観察は調査区境の壁面を利用し， 5 地点で

記録を行っている。 また， 調査区東側には， 旧沢地の存在が試掘調査により明らかであり， その堆

積土が本調査区内でも一部認められた。 本来の堆積土が水流による浸食， 後世の撹乱を受けたもの

と考え， これとは別に沢I 層 (S-LI) とした。 また， LI については， 土質や色調の違いによ

り更に細分され， アルファベット小文字のa •b を付けて表記した。 以下， 准積土の特徴と遺構・

遺物の関係について概略する。

Lia :昭和時代に行われた圃場整備に伴う盛土である。 調査区東半部に100~150cmの厚さで

分布する。 調査に際しては重機による掘削を行った。 層中には遺物は含まない。

Lib :現耕作土である。 調査区東半部では盛土 (LI a) 時に削平されているが， 部分的に

免れ残存している状況が認められる。 層厚は約10~40cm程度である。 調査に際しては

重機による掘削を行った。 層中には縄文時代と古代の遺物が含まれる。

L II :耕地改修前の旧表土で黒色土と判断した。 そのほとんどは， 耕地改修時に削平されて

いるが， 調査区北側周辺では， 部分的に免れ残存している状況が認められる。 層厚は

約10cm程度である。 層中には縄文時代や古代の遺物が僅かに含まれる。

Lill :褐色砂質土で， 本遺跡の基底層である。 本層上面が遺構検出面となっている。 層中に

は小～大礫や砂利が多量に混在し， 遺構検出作業時には困難を要した。 これより下層

は無遺物層である。

S-LI ：褐灰色粘質土で砂礫を多量に含む。 調査区東端部付近にのみ存在し， 近～現代の陶磁

器片が少量ながらも出土していることから， 古くとも近代より後に堆積したと考えら

れる。 よって， 後世の浸食によって形成されたものと判断できる。
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第2節 堅穴住居跡

今回の凋交では， 緊穴i主后9かが3ゑ9後出された。 ともに凋交区中央付近に分布し， l号r主后9gii

カマドを有する万形姿．凋を呈し， 出土遠約から奈良g引tヽ こほ属するものと掻i!Iされる． また
， 2芍

r主后9かは1Fを吝する円形墨凋を呈し， 出士遠約から碍屯奴引q虎駆こ淳属するものと掻i!Iされる． 3

号r主后9りは， 建てなえが認，，，，られる． nr主后9かと並行し， 出土透約の特徴から， l号r主后9かとは

並芥していた可括性が高い．

1号住匡跡 SI 1 

遠 1頁（田4. �.写真$. 4) 

*i主店9gii． 凋交区中央付近のC3.D2·3グリッドにf立遷する． 遠謂がら9認された月辺は

t素高298. 6-298細楼の北向きit分柑面である． 伎出面はL阻.t面であるが． この付近ではL阻自依

が刹平を受けているた，，，，
．

＊来の俎り込み面はやや.tf立であったとでえられる． 伎出玲ヽこカマド付

近ヽこ1元土や炭化物の集中斑回が認，，，，られた，l謎況との塁復r，1保はなく ． 遠謂の東19!i1甜分的9こ�IJ
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1号住居跡堆積土
1 黒色粘質土 10YR2/1（黒褐色土粒少反． 礫含む）
2 灰黄褐色砂質土 10YR4/2 

（黒褐色土粒•L旧粒少黛． 炭化物粒少擾礫含む）
3 にぶい黄褐色土 10YR4/3（黒褐色土・褐色土粒多泣締まりあり）

壁溝堆積土
1 にぶい黄褐色砂質土 10YR4/3（小礫含む）

p 1堆積士
1 にぶい黄褐色土 10YR4/3 （黒褐色土粒多量． 礫含む）
2 褐色砂質土 10YR4/4（礫含む）

P7堆積土
1 黒褐色砂質土 10YR3/2 (J#t化物粒少量． 礫含む）
2 褐色砂質土 10YR4/4（礫含む）

゜ 2m 

(1/50) 

図4 1 号住居跡(1)
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第2草 遣描と遺物

平を受け消失しており， 遺存状況はあまり良好ではない。

遺構内堆積土は， 色調および混入物から 3 層に分層できた。 .e 1 は基本土層の LII に類似した黒

色粘質土で， LI に類似した黒褐色土を粒状に少量含むことから自然流入土と考えられる。 .e 2 は，

灰黄褐色砂質土で， 炭化物粒を含み， 黒褐色土とLlllに類似する褐色土の混土が認められることか

ら人為堆積土と判断した。 .e 3 は貼床の構築土である。

遺構の平面形は， 東側の一部が削平されているため全体形は不明であるが， 遺存する形状から正

方形基調で， 軸長は北 ー 南長5.2m, 東 ー 西長5.4mを測り， カマドの向きを基準とした主軸方位は，

真北から12
゜

西を指す。 検出面からの深さは最大22cmを測り， 東側へ向かうにつれて浅くなる。 周

壁は， 西壁と北壁・南壁の一部が残り， 遺存状態の良好な西壁は比較的緩く立ち上がる。 床面は L

皿を掘り込んで構築され， 西半部は踏み締まりが確認でき ， 貼床構築士で平坦に整えている。 貼床

の厚さは 2 ~ 5 cmを測る。 また， 東半部は礫の露出が著しく， 起伏がある。

遺構内施設として， カマド・小穴・壁溝を検出した。 カマドは北壁中央部に付設され， カマド両

袖と燃焼部煙道部からなり， 煙道部が住居外の北方向に延びている。 燃焼部底面の被熱範囲の南

端から計測した全長は1. 45cmを測る。 両袖はともに住居内に直線的に張り出していたと思われ， 両

袖の幅が72cmを測る。 北壁のLlllに褐灰色粘質土を客土して構築され， 下端の幅22cm, 高さ約10cm

前後で遺存し， 被熱により硬化している。 底面は緩く南側へ向かって下降しており， 燃焼部中央付

近に5 cm程の窪みがある以外は， ほぼ水平である。 燃焼部内には硬化していない暗赤褐色の被熱範

囲が確認され， その範囲は長軸115cm, 短軸85cmの不整円形を呈している。 カマド内堆積土は 2 層

に分層できた。 .e 1は廃絶土， .e 2は燃焼部天井崩落土と判断した。 検出時には， 礫が多量に分布

していたことから， 住居廃絶時にカマドは破壊されたと思われる。

小穴は9基検出した。 p 1は北壁に付殺されたカマドの東脇に隣接して検出された。 平面形は径

55 x 45cm程の楕円形状を呈し， 深さは床面から10cmを測る， カマドに接するような位置や， 規模が

他の小穴と比べて大きいことから， 貯蔵穴等の用途が想定される。

P 2 • P 3 および P5 • P 6 は， その位置から主柱穴と考えている。 平面形は， いずれも円形基

調で， 断面形はU字状を呈し， 床面に対して垂直に掘られている。 P2 は径40x36cm, 深さ35cm,

P3 は径30x28cm, 深さ40cm, P 5 は径40x 38cm, 深さ25cm, P 6 は径33x28cm, 深さ22cmを測

る。 P4 は西壁に隣接するように検出され， 平面形は径45cmの円形を呈する。 深さは床面から15cm

を測るが， その性格は不明である。 P7 • P 8 はともに楕円形状を呈し， 規模は， P7 は径40x32

cm, 深さ20cm, P 8 は径40x 30cm, 深さ15cmを測る。 ともに周溝が途切れた南壁の中央付近に位置

し， ほぼ類似した規模であることから， 出入口部に関連する柱穴である可能性が高い。 pgは P7

に近接しており， 径24x 18cm, 深さ15cmを測る。 その位置から整柱穴の一部であろうか。

壁溝は， カマド東側の北壁から東壁に沿って， および南壁から東壁に沿って部分的に検出された。

礫の多い L 皿を掘り込んで構築されている。 壁溝の規模は， 幅が18~47cm, 床面からの深さが約 5

cm程度である。
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遺 物（図5 ， 写真15)

第2草 遣描と遺物

本住居跡からは， 土師器片 9 点が出土している。 須恵器片は出土しなかった。 土師器片は大半が

杯で， 甕は3点である。 このうち4点を図示した。 小片のため割愛した土師器杯は， いずれも内面

に黒色処理とヘラミガキを施しており， 今回図示した遺物と同一個体とみられる破片である。 これ

らの遺物の層位別出土点数は， 住居内堆積土£ l (7点）， カマド£ 1 (2点）である。 床面からの

出土が全くなく， 出土した破片も細片であるものが多い。 これは， カマドの破損状況から， 住居廃

絶時に住居内での使用品は全て持ち出し， 廃絶物を遺棄した結果だと思われる。 以下， 順次遺物の

特徴について概説する。

5 区 1 • 2 • 4 はいずれも非ロクロ成形の有 段丸底の土師器杯である。 1 • 2 はほぼ同じ器形で

あり， 底部から緩やかに内湾して立ち上がり， 口縁部下に段差を有する。 外面の調整は口縁部が横

ナデ， 体部下半がヘラケズリである。 内面はいずれもヘラミガキ調整後に黒色処理が施されている。

同図 3は非ロクロ整形の土師器甕の底部資料である。 底部外縁にユピオサエが観察でぎ 底部に

は木葉痕が残る。

ま と め

本住居跡は北壁中央にカマドが位置し， 4 個の主柱穴で構成される。 平面プランは正方形を呈し，

一辺5. 2~5. 4mとなる中型の住居跡である。 遺物は， 堆積土中に少量の土器片を含んでいたが， こ

れは住居廃絶時に遺棄されたものと推測され， 出土した遺物は全て非ロタロ成形の土師器であり，

その特徴から奈良時代 8 世紀前半に機能していたと考えられる。 周辺遺構との関係をみると， 軸線

が一致し， 遺物の様相もほぼ共通する 3A住居跡は， 同時期もしくは近接した時期の遺構であろう。

この区域に該期の小規模な集落が構成されていたと推定される。

2号住居跡 SI 2 

遺 構（図6， 写真5 • 6) 

本住居跡は， 調査区中央付近のC3 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高298.8~

298. 9m程の北向ぎ緩斜面である。 検出面はLIII上面であるが， 検出の段階で床面や炉跡の一部が露

出していた。 遺構南側で3号住居跡と重複し， 本遺構のほうが古い。 西側は削平を受けて部分的に

消失しており， 遺存状況はあまり良好ではない。

遺構内堆積土は， 色調および混入物から 2 層に分層できた。 .e 1 は基本土層の LIIIに類似した黒

褐色土で， 炭化物を粒状に少量含む。 .e 2 は， 炭化物粒を含む暗褐色土である。 本遺構の上面が削

平を受けて准積土が薄いため， ともに人為堆積か自然堆積かの断定はできなかった。

遺構の平面形は， 西側が削平され， 南側が3 号住居跡により削平されているため全体形は不明で

あるが， 遺存する部分から判断すると， おおよそ直径4.5m程の円形を呈していたと思われる。 床

面はL 皿を掘り込んで構築されほぼ平坦であるが， 若千北方向に傾斜している。 また， 礫の露出が

著しく， 踏み締まりは認められなかった。 周壁の状況は， 検出面が床面直上でほとんど残存しない
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2号堅穴住居跡堆積土
1 黒褐色士 lOY即／2（炭化物粒少足礫含む）
2 暗褐色砂質土 10YR3/4 (L皿粒少呈， 炭化物粒少旦， 礫含む）

p 1堆積土
1 にぶい黄褐色砂質土 10YR4/3（礫含む）
2 褐色砂質土 10YR4/4（礫含む）

P2堆積土
1 にぶい黄褐色士 10YR4/3（炭化物粒少旦， 礫含む）

P3堆積土
1 にぶい黄褐色砂質土 10YR4/3（礫含む）

P4堆積土
1 にぶい黄褐色土 10YR4/3（礫含む）

゜ 2m 

(1/40) 

図 6 2 号住居跡
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図7 2号住居跡出土遺物

ため不明である。

本住居内の内部施設として ， 炉跡と柱穴を含む 4 基の小穴を確認した。 炉跡は， 不整方形状の焼

土範囲をもって確認した。 床面を燃焼面とする地床炉であり ， その位置から判断すると， 住居内の

1qcm 
(2/5) 

ほぼ中央付近に位置すると思われる。 色調は全休的に均ーだが， 炉跡中央部に比べ縁辺部は焼け方

が弱く， その差は焼土の厚さに表れる。 炉跡中央部は， 厚さ12cm 程を測るのに対し， 縁辺での焼土

の厚さは 3 cm程度である。

小穴は住居内中央付近と壁際で合わせて 4 基検出した。 そのうち主柱穴と考えられるのはp 1 と

P3 で， 上端の径は30~48cm, 床面からの深さは20~28cmである。 Pl-P3 間を柱穴の中央で測

ると2.0mになり ， これらは規模や位置から主柱穴と考えているが ， これらに対応する小穴は確認で

きなかった。 また， P2 は長軸84cm, 短軸65cm程の不整方形状を呈し， 床面からの深さは最大で45

cmを測る。 他の小穴と比べて比較的大きいことから， 貯蔵穴等の用途が推測される。 P4 は壁際に

位置し， 径18 x 15cm, 深さ12cmを測る。 その位置から壁柱穴の一部であると推察される。

遺 物（図7， 写真15)

本住居跡からは， 縄文土器片 12点が出土している。 石器は出土しなかった。 このうち 5 点を図示

した。 これらの遺物の層位別出土点数は， 住居内堆梢土t 1 (6点）， Pl£ 1 (4 点）， P 2 £ 1 

(2点）である。 以下 ， 順次遺物の特徴について概説する。

7 図 1 は粗製深鉢の口縁部資料である。 口縁部に向かって僅かに内湾する。 口縁直下から縦位の

網目状撚糸文が施され， 外面には煤の付着が著しい。 同図 2~ 5 は色調や縄文の特徴から， 同一個

休のものである可能性が高い粗製深鉢である。 2 • 3 は口縁部資料 ， 4 • 5 は休部資料である。 外

面にはともに斜位の単節縄文が施される。

ま と め

本遺構は， 直径4. 5m程の円形で中央に地床炉を有する竪穴住居跡である。 確認された主柱穴は

2 本で， それに対応する柱穴は重複する 3A号住居跡の構築により削平されたものと推測される。

遺構の時期は， 出土遺物の特徴から縄文時代晩期中葉に属するものと考えている。 周辺遺構との

関係をみると， 本遺構の周囲に位置する土坑群は， 出土遺物の特徴から同時期もしくは近接した時

期の遺構であろう。 この区域に該期の小規模な集落が構成されていたと推定される。
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3A • 3 B号住居跡 SI3A·3B 

遺 構（図 8·9·11， 写真 7 ~ 9) 

本住居跡は， 調査区中央付近のC3 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高299.4~

299. 6m程の北向き緩斜面である。 検出面はL II上面であり， 検出時にカマド付近に焼土や炭化物の

集中範囲が認められた。 遺構北側で 2 号住居跡と重複し， 本遺構のほうが新しい。

本遺構の検出の際に， 本遺構西壁が 2 面あることを確認し， 2時期に分かれることを判断した。

新しい住居跡を3A号住居跡古い住居跡を3B 号住居跡とした。 以下 ， 3A号住居跡（図 8· 9), 

3B 号住居跡（図11) の順に説明する。

3A号住居跡 3A号住居跡は， 図 8 中に 1 点鎖線で示した3B 号住居跡の西壁の80~100cm程

東側に並行した形で， さらに掘り込んで構築されている。 本遺構は， 床面を中心に炭化材や焼土塊

が多量に確認できたことから， 火災を受けた遺構と判断した。 その炭化材の分布状況は図8に示し

た。 炭化材は遺構の中央付近で比較的多く確認できた。 柱状のものや板状のものが認められるが，

上屋構造の詳細な部位までは復元できない。 これら炭化材の出土状況は， 床面より浮いた状態であ

るものが多い。 焼土塊はその炭化材の下部で確認でき， 特に中央付近において顕著に認められた。

遺構内堆積土は， 色調および混入物から4層に分層できた。 R 1は黒褐色土の均質層で， 自然流

入土と考えられる。 £ 2は， にぶい黄褐色土で， 焼土粒・炭化物粒を含み， 黒褐色土とLIIIに類似

する褐色土の混土が認められることから人為堆積土と判断した。 R 3は黒掲色粘質土で炭化物粒を

多く含み， その様相から人為堆積と思われる。 R 4 は， その様相から貼床構築土と判断した。

遺構の平面形は正方形で， 軸長は北 ー 南・東 ー 西ともに3.4m, カマドの向きを基準とした主軸方

位は， 真北から21
゜

西を指す。 検出面からの深さは最大52cmを測り， 北へ向かうにつれて浅くなる。

周壁は， いずれも比較的急峻である。 床面はLIIIを掘り込んで構築され， 全体的に踏み締まりが

確認でき， 貼床構築士で平坦に整えている。 貼床の厚さは 2 ~10cmを測る。 柱穴や壁溝などは検出

できなかった。

遺構内施設として， カマドを検出した。 カマドは北壁中央部に付設され， 天井部は遺存していな

い。 袖部は崩れているものの， 両袖とも遺存する。 カマドは貼床を施した後褐色粘質土(.e 7) 

を用いて袖部を形成し， 暗褐色土([5)およびにぶい黄褐色土は6)を用いて燃焼部底面を整え

ている。 煙道部の一部を含むカマドの遺存規模は， 全長が1. 15m, 最大幅0. 9mを測る。 カマド内堆

積土は7 層に分層できた。 R 1 は薄い堆積であることから， その用途は不明であるが， £ 2 は廃絶

土， R 3は燃焼部天井崩落土， R 4 は焼土硬化面， £5 ~7 はカマド構築土と判断した。

燃焼部の奥行きは50cm, 最大幅は60cmで， その底面は煙道部に向かって緩やかに立ち上がり， 強

＜被熱している。 遺存状態は良好で， 燃焼部上面および焼土層からは土師器甕の破片が出土してい

る。 袖部の内側は被熱によって， 厚さ2~ 5 cmの酸化壁を形成している。 加えて， 煙道部から燃焼

部前部の床面にかけて熱を受け酸化していることから， 頻度の高い使用が想定される。
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硬化面

3A号住居跡堆積士
1 黒褐色土 lOY即／2（小～大礫多丑混入）
2 にぶい黄褐色士 10YR4/3 

（黒褐色土粒・褐色土粒多益． 炭化物粒・焼土粒少益． 礫含む）
3 黒褐色粘質土 10YR3/l（炭化物粒多量． 焼土粒少量． 礫含む）
4 褐色粘質土 10YR4/4（にぶい黄褐色土・黒褐色土塊多黛． 小礫含む） ゜ 2m 

(1/40) 

図 8 3A号住居跡

3B 号住居跡 3B 号住居跡は， 3A号住居跡の西隣に位置する。 当初は 3A号住居跡と同一遺

構として長方形状のプランで検出されたが ， 掘り込み段階で新旧関係が明らかになり， 3A号住居

跡は， 本住居跡をさらに掘り込む形で改第しているため ， 遺構の大半は， 消失している。

堆栢土は薄く明確ではないが， 堆梢状況や土質から人為堆栢であると判断している。

西壁は3. 3mを測り， 北壁は0.8m. 南壁は0. 9mが遺存していた。

に掘り込まれているため ，

後 ，

遺構東半部分は，

全休の平面プランは不明である。 検出面からの深さは，

北側は 3~ 5cm程である。 床面は Lmを掘り込んで構策されほぼ平坦であるが，

3A号住居跡

南壁が12cm前

若干北方向に
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カマド内堆積土
1 赤褐色士 2.5YR4/6（炭化物粒少益）
2 にぶい黄褐色士 10YR4/3淡化物粒多呈． 焼土粒少足礫含む）
3 赤褐色土 5YR4/6（黒褐色土粒多且， 炭化物粒・焼土塊多益礫含む）

B' 4 明赤褐色土 5YR5/8（固く締まる）
5 暗褐色土 10YR3/3（褐色土粒少盤）
6 にぶい黄褐色土 10YR4/3 
7 褐色粘質士 10YR4/4 

Lil 

LlII 

゜ lm 

(1/20) 

カマド掘形

〇 lm 

(1/20) 

図 9 3A号住居跡カマド
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第2章 遺構と遺物

傾斜している。 また， 礫の露出が著しく， 踏み

締まりは認められなかった。

遺構内施設として， 小穴を 2 基検出した。 P

1 は径20 x 18cm, 深さ18cm, P 2 は26 x 24cm, 

深さ 9 cmを測る。 ともに壁際に位置することか

ら側柱穴の可能性がある。

遺 物（図10, 写真15)

本住居跡から出土した遺物は， 土師器片29点

カマド支脚 1 点である。 これらは全て 3A住居

跡に伴うものである。 土師器片は大半が杯で，

甕は11点である。 このうち 4 点を図示した。 小

片のため割愛した土師器杯は， ほとんどが内面

に黒色処理とヘラミガキを施しており， 黒色処

理を施さない破片も 5 点出土している。 これは

器面が赤褐色であるため， 二次的な比熱のため

黒色処理が失われたためである。 また， 細片で

あるが口縁部下に段差を有するものも見受けら

れる。

これらの遺物の層位別出土点数は， 住居内堆

栢土£ 1 (1点） ， 同 t 2(8点） ， カマド£ 1 

(6点） ， カマド£ 2 (5点） ， カマド t 3 (9点）

である。 床面からの出土が全くなく ， カマド内

からの出土が大半を占める。 これは， 火災の状

況から住居廃絶時に住居内での使用品は全て持

ち出し， 廃棄物を遺棄した結果だと思われる。

• 2) 
: (16.B)cm 

- - -- - - • _ : ［5.5lcm 

口径：14.0cm
器高： 5.0cm

黒色処理

゜ 10cm 
(1/3) 

口 被熱範囲

（床面）
長：17.5cm
幅： 8.2cm
厚： 5.3cm
重：850.0g
石質：安山岩

O 10cm 
| l l I l l | (1/5) 

以下， 順次遺物の特徴について概説する。 図 10 3 A号住居跡出土遺物

10図 1 • 2 はいずれも非ロクロ成形の丸底の土師器杯である。 1 は底部から緩やかに内湾して立

ち上がり ， D縁部下にゆるい段差を有する。 外面の調整は口縁部が横ナデ ， 休部下半がヘラケズリ

である。 内面はヘラミガキ調整後に黒色処理が施されている。 2 はほぼ完形の土器で， 焼土や炭化

材と混じって£ 2 から出土した。 器厚が厚く底部から内湾気味に立ち上がり， D縁部直下での段差

は認められない。 外面の調整は口縁部が横ナデ ， 休部下半がヘラケズリである。 内面はヘラミガキ

調整後に黒色処理が施されている。

同図 3 はカマドから出土した非ロクロ整形の土師器甕で， 底部から休部下半にかけて遺存する。

外面底部は平底で， 休部はゆる＜内湾しながら立ち上がる。 器面調整は， 休部下端は縦・斜方向の

75 



第2編 腹田B遺跡

｛、
一

4
6
 

g
土
屯
S

7
6
 

8

荷
s

A 
....:...::... 299.70m 

A
' 

了
B 

ー298.90m
B

' 

□ 
SI3A 

ド/

3B 号住居跡堆積土
1 暗褐色土 10YR3/3（黒褐色土塊・褐色土塊少量混入）

p 1堆積土
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〇 2,m 
(1/40) 

図11 3 B号住居跡

ナデ， 内面は横方向のナデが施されている。

同図 4 はカマド燃焼部の焼土範囲から倒れた状態で出土した。 いびつな円柱状で ， 表面が焼けて

劣化しており ， カマドの支脚として使われたものと考える。

ま と め

本住居跡は， 本来は 2 軒の竪穴住居跡であるが， 調査の段階で， 古い住居を利用して新しい住居

を構築した痕跡が確認されたため， 同一番号を付した。 古い方が 3B号住居跡であり ， 新しい方が

3A号住居跡である。 3B号住居跡は， 壁柱穴を有し ， 床面は Lmを若干掘り込んだだけの住居跡

であったが， 3A号住居跡になると， 床面をさらに掘り込んで全体に貼床を施しているが 上部構

造の様相を示す柱穴等の遺構の存在は認められないため， 不明な部分が多い。 また ， 3A住居跡は

確認できた炭化材から， 火災をうけて廃絶したと判断しているが 出土遺物が少ないことから ， 廃

絶に伴い故意に火をかけたものと判断した。 本住居跡の所属時期は， 3A号住居跡から出土した遺

物の特徴から， 1号住居跡とほぼ同時期の奈良時代 8 世紀前半と推定され ， 3B号住居跡もほぼ同時

期であろうと思われる。
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第2草 遣描と遺物

今回の調査で検出された土坑は19基である。 これらの土坑群は， 調査区中央付近に比較的集中し

て認められた。 重複するものは殆どなかったが， 今匝の調査区で検出できた土坑群は， 竪穴住居跡

に比較的近接していることから， 生活域を構成する一連の遺構群と考えられる。 時期・性格等につ

いては， 出土遺物が僅かで不明なものが多いが， 1 号・ 2 号土坑の様に， 多数の土器片が遺棄され

たものも認められることから， 縄文時代晩期中葉頃に帰属するものと判断している。

1号土坑 sk l （図12 • 16, 写真10 • 16) 

本遺構は， 調査区中央やや西寄りのB3 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高

299. Om程の北向ぎ緩斜面である。 検出面はLIII上面であるが， この付近では LIII 自体が削平を受け

ているため， 本来の掘り込み面はやや上位であったと考えられる。 重複する遺構はないが， 近接し

て SK4 や SKll等が存在する。

遺構内堆積土は， 色調および混入物から 2 層に分層できた。 ともに礫を多く含み， .e l は黒褐色

土で， 炭化物粒や多量の縄文土器を含んでおり， 人為堆積の様相を呈する。 .e 2は壁際からの流入

が認められるため， 自然堆積と考えられる。

遺構の平面形は， 可形基調を呈し， その規模は直径1.10mを測る。 周壁は， 底面から急峻な立ち

上りとなり， 底面はほぼ平坦である。 検出面から最深部までの深さは40cmを測る。

遺物は， 堆積土中より縄文土器・石器片が88点出土している。 そのうち縄文土器24点 (16 図 1~

24) ， 石製品 1 点 (17図 1) を図示した。 1 は口縁部が直立または部分的に肉湾して体部上半が備か

に膨らみ， 底部にむかってすぼまっていく器形の粗製の深鉢である。 口縁部は無文であるが， 口縁

直下の体部全面に縦位を主体とした粗い撚糸文が施される。 2は粗製深鉢で複合□縁を星し， 口縁

は無文， 胴部は撚糸文が施される。 3も粗製深鉢で口縁部が薄くつまみ上げられ僅かに外反し， 体

部には撚糸文が施される。 4 • 5 • 8 もまた粗製深鉢の口縁資料で口縁直下から 4 は網目状撚糸文，

5 • 8 は撚糸文が施される。 6 は半精製の鉢であろうか。 口縁部が波状を呈し， 外面には 1 条の沈

線が巡るもので沈線下には単節縄文が施される。 7 は無文の浅鉢・鉢である。

9~22は体部破片である。 9 • 10は間隔の狭い撚糸文， 11 • 13~18は粗い撚糸文， 12 • 19は網目

状撚糸文， 20 • 21は条痕文が施されている。 22は鉢・壺の体部であろうか。 羽状縄文が施される。

23 • 24は粗製深鉢の底部と推測される。 17図 1 は石皿である。 偏平礫の平滑面を使用しており， 摩

耗範囲が認められる。

本遺構は出土した縄文土器の特徴から， 縄文時代晩期中葉の年代観と考えている。 周囲には該期

の土坑群が集中することから， 隣接する遺構群との開連性が窺える。 また， 円形基調を品し， 底面

がほぼ平坦であることから， 構築当初は「貯蔵穴」として機能していたが， 廃絶後に「ゴミ穴」等
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に利用された可能性が裔いと考えている。

2 号土坑 SK2 （図12 • 17, 写真10·16 • 17) 

第2草 遣描と遺物

本遺構は， 調査区中央やや西寄りの B2·C2 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は，

標高298.Sm程の北向き緩斜面である。 検出面はL皿上面であるが， この付近では LIII 自体が削平を

受けているため， 本来の掘り込み面はやや上位であったと考えられる。 GP と重複するが， 検出状

況から本遺構の方が古い。 また， 近接して SK6 が存在する。

遺構内堆積土は， 色調および混入物から4層に分層できた。 ともに礫を多く含み9 .e 1は黒色土

で， 黒褐色土塊や多量の縄文土器を含んでおり， 人為堆積の様相を呈する0 .e 2 は黒褐色土でL 皿

に相当する褐色粒を含み， 人為堆積の様相を星する。 .e3·4は壁際からの流入が認められるため，

自然堆積と考えられる。

遺構の平面形は， 長軸2. 15m, 短軸 1.72m程の不整方形を呈するが， 急峻な落ち込み面では瓢箪

形の形状を呈する。 .e1と.e 2の違いから， 円形状の土坑の重複も考えられるが， 遺構内の傾斜部

分では重複が認められなかったため一括して扱うこととした。 底面はほぼ平坦であるが， 東半部で

は中央付近が若千窪む。 検出面から最深部までの深さは50cmを測る。

遺物は， 堆積土中より縄文土器・石器片が88点出土している。 そのうち 16点を図示した (17図 2

~17) 。 17図 2 はその形状から注口土器と思われる。 注口部を欠損するが， 口頸部と体部の 2 段で

構成された形態で， 口頸部は直線的に内傾し， 算盤玉形の形制を呈する。 肩部は張り出し隆帯状に

なり， 上下交互につまみ上げられた波状の突起列が巡る。 口縁端部は外に張り出し， その外側は波

状の突起列が配される。 頸部は上端に 2 条， 下端に 1 条の沈線が巡り， その問には横方向回転の縄

文が施され ， その後沈線によりJ字形とC字形の文様の組み合わせで施文される。 体下半部は丁寧

なケズリが観察される。 3は精製土器で鉢・壺の口縁部である。 突起が付き ， 沈線下には剌突文が

配される。 4~14はいずれも粗製士器の破片である。 4~6 は深鉢の口縁部資料である。 4 は口縁

部が薄くつまみ上げられ， 体部には撚糸文が施される。 5は4と同様， 口縁部は無文であるが， 体

部には楢歯状条痕文が施されている。 6は複合口縁を呈し口縁は無文 ， 胴部は撚糸文が施される。

7 ~17は体部破片である。 施文方法を観察すると， 7 • 8 • 1 1  • 13は粗い撚糸文， 9 は網目状撚糸

文 ， 10 • 12は閻隔の狭い撚糸文 ， 14は条痕文と撚糸文が観察される。 15 • 16は鉢・壺の体部であろ

うか。 羽状縄文が施される。 17は粗製深鉢の底部と推測される。

本遺構は出土した縄文土器の特徴から， 縄文時代晩期中葉， 大洞C1式期の年代観と考えている。

周囲には該期の土坑群が隻中することから， 隣接する遺構群との閉連性が窺える。 .e1からは多数

の土器片が認められたことから， 性格としては「ゴミ穴」等に利用された可能性が高いと考えてい

る。
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3 号士坑 SK3 （図12 • 17, 写真10 • 17) 

本遺構は ， 調査区中央やや西寄りのB3 グリッドに位置する。 遺構が構築された周辺は ， 標高

299.4m程の北向き緩斜面である。 重複する遺構はない。 検出面は L 皿上面であるが， この付近では

L 皿自体が削平を受けているため， 本来の掘り込み面はやや上位であったと考えられる。

遺構内堆積土は， 色調および混入物から3層に分層できた。 ともに礫を多く含み， 上層のR 1は ，

暗褐色土の均質層で自然堆積と考えられる。 £ 2 • 3 は いずれも壁際からの流れ込みが認められる

ことから， 同様に自然堆積と考えられる。

遺構の平面形は ， 楕円形 状を呈し， その規模は長軸1.35m, 短軸0.90mを測る。 周壁は ， 東側は

緩やかな立ち上がりとなるが， 他は底面から急峻な立ち上りとなる。 底面は中央付近が若干窪み，

検出面から最深部までの深さは28cmを測る。 検出面から晟深部までの深さは28cmを測る。

遺物は ， 堆積土中より縄文土器が12点出土した。 そのうち 2 点を図示した (17図18 • 19) 。 18は

粗製土器の破片で， 巨の細かい撚糸文が施される。 19は粗製土器の口縁部付近の資料で， 口縁部直

下には刻み目が施され， 体部には 撚糸文が施される。 國示できなかった他の資料は細片であるが，

18と同一個体のものや網目状撚糸文を施すものが認められる。

本遺構は 出土した縄文土器の特徴から， 縄文時代晩期中葉の年代観と考えている。 周囲には該期

の土坑群が集中することから， 隣接する遺構群との関連性が窺える。 しかし， 明確な性格等は不明

である。

4 号土坑 SK4 （図12 • 18, 写真11 • 17) 

本遺構は ， 調査区中央やや西寄りのC3 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は ， 標高

299. Om程の北向き緩斜面である。 検出面はL皿上面であるが， この付近ではLIII自体が削平を受け

ているため， 本来の掘り込み面はやや上位であったと考えられる。 重複する遺構はないが， 近接し

てsk 1 や SK6 等が存在する。

遺構内堆積土は， 色調および混入物から2層に分層でぎた。 ともに礫を多く含み， R 1は黒褐色

土で， 炭化物粒や多量の縄文土器を含み， 人為堆積の様相を呈する。 £ 2 は壁際からの流入が認め

られるため， 自然堆積と考えられる。

遺構の平面形は ， 円形基調を呈し， その規模は直径1.10mを測る。 周壁は ， 底面から下半部は急

峻な立ち上りとなるが， 上半部は緩やかに立ち上がる。 底面は平坦ではなく， 中央部分が窪んでお

り， 鍋底状である。 検出面から最深部までの深さは38cmを測る。

遺物は ， 堆積土中より縄文土器が31点出土している。 そのうち 3 点を図示した (18図 1~3) 。

1 は口縁部が外反して体部上半が僅かに膨らみ， 底部にむかってすぼまっていく器形の粗製の深鉢

である。 口縁部が波状口縁で無文であるが， 口縁直下の体部全面に縦位の撚糸文が施される。 2 は

長胴壺で， 体部は肩を持たず， 最大径は体部の中程にある形態である。 大突起が付された口縁部上
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端に刻み目が加えられ小波状を呈する。 口縁部には2条の沈線を巡らし， その2線問に剌突文を加

えている。 また， 体部下半にも2条の沈線を巡らし， それを境にして ， 上では単節縄文を地文とし

て綾絡文が施され， 下では丁寧なケズリ調整が施されている。 3は粗製深鉢で複合口縁となるもの

である。 口縁部と体部に網目状撚糸文が施される。

本遺構は出土した縄文土器の特徴から， 縄文時代晩期中莱の年代観と考えている。 周囲には該期

の土坑群が集中することから， 隣接する遺構群との関連性が窺える0 .e 1からは多数の土器片が認

められたことから， 性格としては「ゴミ穴」等に利用された可能性が高いと考えている。

5号土坑 SK5 （図12 • 18, 写真11・17)

本遺構は， 調査区中央やや西寄りのC2·3 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は ， 標

高298. 9m程の北向き緩斜面である。 検出面は LlII上面であるが ， この付近では LlII 自体が削平を受

けているため， 本来の掘り込み面はやや上位であったと考えられる。 重複する遺構はないが ， 近接

して SK4 や SK6 等が存在する。

遺構内堆積土は， 色調および混入物から2 層に分層できた。 ともに礫を多く含み9 .e 1 は黒褐色土

で， 炭化物粒を含んでおり， 人為准積の様相を呈する0 .e 2は壁際からの流入が認められるため，

自然堆積と考えられる。

遺構の平面形は ， 円形基調を呈し， その規模は直径0. 90mを測る。 周壁は ， 底面から急峻な立ち

上りとなるが ， 南東部分ではオ ーバ ーハングしている。 本来的には壁面はオ ーバ ーハングないしは

垂直気味になるものと推察される。 底面は平坦であり， 検出面から最深部までの深さは25cmを測る。

遺物は ， 堆積土中より縄文土器が13点出土している。 そのうち 3点を図示した。 18図4 は粗製土

器で複合口縁となるものである。 口縁部に2条の沈線を一巡させ， 体部に粗い撚糸文が施される。

5 • 6はともに粗製土器の破片で縦位の撚糸文が施される。 他の10点については細片であるが ， 撚

糸文が施したものや， 深鉢の底部破片が認められる。

本遺構は出土した縄文土器の特徴から， 縄文時代晩期中葉の年代観と考えている。 周囲には該期

の土坑群が集中することから， 隣接する遺構群との閲連性が窺える。 また， 円形基調を呈し， 底面

がほぼ平坦であることから， 構築当初は「貯蔵穴」であった可能性が高いと考えている。

6号土坑 SK6 （図12 • 18, 写真11・17)

本遣構は ， 調査区中央やや西寄りのC2 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は ， 標高

298. 9m程の北向き緩斜面である。 検出面は LlII上面であるが ， この付近では LlII 自体が削平を受け

ているため， 本来の掘り込み面はやや上位であったと考えられる。 重複する遺構はないが ， 近接し

て SK2 や SK4 等が存在する。

遺構内堆積土は， 色調および混入物から2 層に分層できた。 ともに礫を多く含み9 .e 1 は暗褐色

土で， 炭化物粒を含んでおり， 人為堆積の様相を星する0 .e 2は壁際からの流入が認められるため，
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自然堆積と考えられる。

遺構の平面形は， 楕円形状を呈し， その規模は長軸0.92m, 短軸0.66mを測る。 周壁は， 底面か

ら急峻な立ち上りとなる。 底面は平坦であり， 検出面から最深部までの深さは28cmを測る。

遺物は， 堆積土中より縄文土器が 9 点出土している。 そのうち l 点を図示した。 18 図 7 は鉢・壺

の体部破片であろうか。 単節縄文を羽状に施し結節部の圧痕が認められる。 他の 8 点については細

片であるが， 撚糸文や網目状撚糸文を施したものが認められる。

本遺構は出土した縄文土器の特徴から， 縄文時代晩期中葉の年代観と考えている。 周囲には該期

の土坑群が集中することから， 隣接する遺構群との関連性が窺える。 しかし， 明確な性格等は不明

である。

7 号士坑 SK7 （図13, 写真11)

本遺構は， 調査区中央やや西寄りのC3グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高

299. 2m程の北向き緩斜面である。 検出面はL皿上面であるが， この付近ではLIII自体が削平を受

けているため， 本来の掘り込み面はやや上位であったと考えられる。 重複する遺構はないが， 近接

してS I 2 等が存在する。

遺構内堆積土は， 暗褐色土の単一層で， その様相から自然堆積と判断した。

遺構の平面形は， 楕円形状を呈し， その規模は長軸0.96m, 短軸0.84mを測る。 周壁は， 底面か

ら比較的緩やかな立ち上りとなる。 底面は平坦ではなく， 中央部分が窪んでおり， 鍋底状である。

検出面から最深部までの深さは32cmを測る。

本遺構内からは出土遺物がなく， 明確な所属時期は不明である。 しかし ， 近接する遺構群との関

連から， 縄文時代晩期中葉頃の年代観と考えている。

8 号土坑 SK8 （図13 • 18, 写真11 • 17) 

本遺構は， 調査区中央やや西寄りの C2 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高

298.8m程の北向ぎ緩斜面である。 検出面はLIII 上面であるが， この付近ではLIII自体が削平を受け

ているため ， 本来の掘り込み面はやや上位であったと考えられる。 重複する遺構はないが， 近接し

てSK9 が存在する。

遺構内堆積土は， 色調および混入物から 4 層に分層できた。 全て礫を多く含み， R 1 は黒褐色土

で， 炭化物粒を含んでおり， その状況から自然堆積の様相を星する。 £2~4 は壁際からの流入が

認められるため， 自然准積と考えられる。

遺構の平面形は， 楕円形状を呈し， その規模は長軸1.45m, 短軸1. 15mを測る。 周壁は， 底面か

ら比較的緩やかな立ち上りとなる。 底面はほぼ平坦であり， 検出面から最深部までの深さは20cmを

測る。 また， 底面の中央付近に直径25cm の窪みが認められた。 当初は璽複関係かと推測したが， 堆

積土R 1が窪みに入り込んであるため ， 遺構内施設としたが， 用途は不明である。
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遺物は ， 堆積土中より縄文土器が 3 点出土している。 そのうち 1 点を図示した。 18図 8 は粗製土

器の破片で縦位の問隔の狭い撚糸文が施される。 他の2点については細片であるが， 撚糸文を施し

たものが認められる。

本遺構は出土した縄文土器の特徴から， 縄文時代晩期中葉の年代観と考えている。 周囲には該期

の土坑群が集中することから， 隣接する遺構群との関連性が窺える。 しかし， 明確な性格等は不明

である。

9号土坑 SK9 （図13 • 18, 写真12 • 17) 

本遺構は ， 調査区中央やや西寄りのC 2グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は ， 標高

298.8m程の北向き緩斜面である。 検出面は L皿上面であるが， この付近では LIII自体が削平を受

けているため， 本来の掘り込み面はやや上位であったと考えられる。 GPと重複するが， 検出状況

から本遺構の方が古い。 また， 近接して SK8 が存在する。

遺構内堆積土は ， 色調および混入物から2層に分層できた。 共に自然堆積と考えられる。

遺構の平面形は ， 不整な楕円形を星し， その規模は長軸1. 05m, 短軸0.84mを測る。 周壁は ， 底

面から急峻な立ち上りとなる。 底面は ， 直径28cmの窪みが認められるため凹凸であり， 検出面から

最深部までの深さは32cmを測る。

本遺構内からは出土遺物がなく ， 明確な所属時期は不明である。 しかし， 近接する遺構群との閑

連から， 縄文時代晩期中葉頃の年代観と考えている。

10号土坑 SKlO （図13 · 18, 写真12 • 17) 

本遺構は ， 調査区中央やや西寄りのB3グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は ， 標高

299. lm程の北向き緩斜面である。 検出面は L皿上面であるが， この付近では LIII自体が削平を受け

ているため， 本来の掘り込み面はやや上位であったと考えられる。 重複する遺構はないが， 近接し

て SK l や SKl l等が存在する。

遺構内堆積土は ， 色調および混入物から3層に分層でぎた。 共に自然堆積と考えられる。

遺構の平面形は ， 楕円形状を呈し， その規模は長軸0.88m, 短軸0.64mを測る。 周壁は ， 底面か

ら比較的緩やかな立ち上りとなる。 底面は段状となるため凹凸であり， 検出面から最深部までの深

さは28cmを測る。

遺物は ， 堆積土中より縄文土器が 7 点出土している。 いずれも細片であるため図示できなかった

が， 撚糸文を施したものが認められる。

本遺構は出土した縄文土器の特徴から， 縄文時代晩期前葉から中葉にかけての年代観と考えてい

る。 周囲には該期の土坑群が集中することから， 隣接する遺構群との関連性が窺える。 しかし， 明

確な性格等は不明である。
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11号士坑 SKll （図13 • 18, 写真12 • 17) 

本遺構は， 調査区中央やや西寄りの B3 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高

299. Om程の北向き緩斜面である。 検出面はLm 上面であるが， この付近ではLm自体が削平を受け

ているため， 本来の掘り込み面はやや上位であったと考えられる。 重複する遺構はないが， 近接し

て SK l や SKlO等が存在する。

遺構内堆積土は， にぶい黄褐色土の単一層で， その様相から自然堆積と考えられる。 遺構の平面

形は， 楕円形状を呈し， その規模は長軸 0.78m, 短軸 0.60mを測る。 周壁は， 底面から比較的緩や

かな立ち上りとなる。 底面はほぼ平坦であり， 検出面から最深部までの深さは24cmを測る。

遺物は， 堆積士中より縄文士器が 5 点出土している。 そのうち l 点を図示した。 18罠 9 は粗製士

器の破片であり， 粗い撚糸文が施される。 他の4点については細片であるが， 撚糸文・網目状撚糸

文を施したものが認められる。

本遺構は出土した縄文土器の特徴から， 縄文時代晩期前葉から中葉にかけての年代観と考えてい

る。 周囲には該期の土坑群が集中することから， 隣接する遺構群との関連性が窺える。 しかし， 明

確な性格等は不明である。

12号土坑 SK12 （図13 • 18, 写真12 • 17) 

本遺構は， 調査区西寄りのB3 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高299.4m程の

北向き緩斜面である。 検出面はL 皿上面であるが， この付近ではL 皿自体が削平を受けているため，

本来の掘り込み面はやや上位であったと考えられる。 璽複する遺構はない。

遺構内堆積土は， 色調および混入物から2層に分層でぎた。 共に自然堆積と考えられる。

遺構の平面形は， 楕円形状を呈し， その規模は長軸 1.25m, 短軸1. 03mを測る。 周壁は， 底面か

ら比較的緩やかな立ち上りとなる。 底面はほぼ平坦であるが， 北壁付近に径62 x35cm, 床面からの

深さ12cm程の窪みが認められる。 検出面から晟深部までの深さは12cmを測る。

遺物は， 堆積土中より縄文土器が1点出土した(18図10) 。 粗製土器の破片で， 目の細かい撚り糸

文が施される。

本遺構は出土した縄文土器の特徴から， 縄文時代晩期中葉の年代観と考えている。 周囲には該期

の土坑群が集中することから， 隣接する遺構群との関連性が窺える。 しかし， 明確な性格等は不明

である。

13号土坑 SK13 （図14, 写真12)

本遺構は， 調査区南西寄りの B4·C4 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高

299. 7m程の北西向き緩斜面である。 検出面はL II 上面である。 重複する遺構はないが， 斜面上位に

は本遺構の長軸 と並行するように， 1号溝跡が位置する。
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図15 18 • 19号土坑

遺構内堆栢土は， 色調および混入物から 2 層に分層できた。 £ 1 は混土であることから人為堆梢

と判断した。 £ 2 は黒褐色土の均質層であり， 締まりがなく ， その様相から自然堆栢と考えられる。

遺構の平面形は， 長方形状を呈し， その規模は長軸3.94m. 短軸0.85mを測る。 周壁は， 底面か

ら危峻な立ち上りとなる。 底面はほぼ平坦であり ， 検出面から最深部までの深さは35cmを測る。

本遺構内からは出土遺物がなく ，

栢土の相違から考慮すれば ，

連性があると思われる。

明確な所属時期は不明である。

やや後続した時期の所産と推測され，

しかし， 検出面や他遺構との堆

近接する 1 号溝跡とは密接な関

14号土坑 SK14 （図 14 ， 写真12)

本遺構は， 調査区西側のB4 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高299.4m程の北

向き緩斜面である。 検出面はLm上面であるが ， この付近ではLm自休が削平を受けているため，

本来の掘り込み面はやや上位であったと考えられる。 重複する遺構はない。

遺構内堆梢土は， 色調および混入物から 2 層に分層できた。 全て礫を多く含み， £ 1 は黒褐色土

で， 褐色土粒を多く含んでおり， その状況から人為堆栢の様相を呈する。 £ 2 は流入土と判断した。

遺構の平面形は楕円形状を呈し， その規模は長軸1. 38m. 短軸1. 15mを測る。 周壁は， 底面から

比較的緩やかな立ち上りとなる。 底面は段状となるため凹凸であり ， 検出面から最深部までの深さ

は25cmを測る。 遺物は， 堆栢土中より縄文土器片が 3 点出土した。 小片であるため図示できなかっ

たが ， 粗製土器の破片で撚り糸文が施されたものが認められる。

本遺構は， 以上の特徴から， 縄文時代晩期中策頃の年代観と考えている。 周囲には該期の土坑群

が集中することから， 隣接する遺構群との関連性が窺える。 しかし， 明確な性格等は不明である。
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15号士坑 SK15 （図14, 写真12)

本遺構は， 調査区中央付近やや南寄りのC·Dの 3 • 4 グリッドに位置する。 遺構が確認された

周辺は， 標高299.7m程の北向き緩斜面である。 検出面はLII上面である。 重複する遺構はない。

遺構内堆積土は， 礫を含む暗褐色土の単一層で， その様相から自然堆積と割断した。

遺構の平面形は， 円形基調を呈し， その規模は直径1.05mを測る。 周壁は， 底面から緩やかな立

ち上りとなり， 底面はほぼ平坦である。 検出面から最深部までの深さは18cmを測る。

本遺構内からは出土遺物がなく， 明確な所属時期は不明である。

16号土坑 SK16 （図14, 写真12)

本遺構は， 調査区南西側の C4 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高299.6m程の

北向き緩斜面である。 検出面はLII中面である。 重複する遺構はないが， 近接して SK13や SK18

等が存在する。

遺構内堆積土は， 色調および混入物から 2 層に分層できた。 全て礫を多く含み， R 1 は黒褐色土

の均質層である。 £ 2はにぶい黄褐色の砂質土であり不純物等を含まない。 ともに自然准積と判断

した。 遺構の平面形は楕円形状を呈し， その規模は長軸1.53m， 短軸1. 33mを測る。 周壁は， 底面

から比較的緩やかな立ち上りとなる。 底面はほぼ平坦であり， 検出面から最深部までの深さは23cm

を測る。

本遺構内からは出土遺物がなく， 明確な所属時期は不明である。 しかし， 近接する遺構群との閑

連から， 縄文時代晩期中葉頃の年代観と考えている。

17号土坑 SK17 （図14, 写真13)

本遺構は， 調査区中央付近やや南寄りのC4 グリッドに位置する。 遺構が確認された固辺は， 標

高299.7m程の北向き緩斜面である。 検出面はL II中面である。 重複する遺構はないが， 近接して S

K19等が存在する。

遺構内堆積土は， 色調および混入物から 2 層に分層できた。 全て礫を多く含み， £ 1 は黒褐色土

の均質層である。 R 2はにぶい黄褐色の砂質土であり不純物等を含まない。 ともに自然堆積と判断

した。 遺構の平面形は楕円形状を呈し， その規模は長軸1.53m， 短軸1. 33mを測る。 周壁は， 底面

から比較的緩やかな立ち上りとなる。 底面はほぼ平坦であり， 検出面から殻深部までの深さは23cm

を測る。

本遺構内からは出土遺物がなく， 明確な所属時期は不明である。 しかし， 近接する遺構群との閑

連から， 縄文時代晩期中葉頃の年代観と考えている。
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第2章 遺構と遺物

1 (SK4 £ 1) 
ロ径： （23.4)cm 
器高： ［18.B]cm 

6 (SK5 .e1) 

5(SK5 £1) 

月
H

ば

ぷし・

7(SK6 21) 

2(SK4 £1) 
ロ径： 10.1 cm 
器高： ［12.B]cm 

-`t， 
3 (SK4 £ 1) 

(1 • 2) 

10cm 
(1/3) 

l I l
’` 

屈
9 (S Kll t 1) 

8(SK8 £1) 

11 (SKlB £ 1) 

10 (SK12 £ 1) ， 10cm 

(2/5) 
(3~11) 

図18 土坑出土遺物(3)

18号土坑 SK18 （図 15 • 18, 写真13 • 17) 

本遺構は， 調査区中央付近やや南西寄りのC3 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は，

標高299. 5m程の北向き緩斜面である。 検出面はL II 中面である。 重複する遺構はないが， 近接して

SK 3 や SK16等が存在する。

遺構内堆梢土は， 色調および混入物から3層に分層できた。 全て礫を多く含み ， £ 1は暗褐色土

で不純物等を含まない。 その様相から自然堆梢と判断した。 £ 2 • 3 は壁際からの流入が認められ

るため， 自然堆栢と考えられる。

遺構の平面形は楕円形状を呈し， その規模は長軸1. 13m, 短軸0. 85mを測る。 周壁は， 底面から

比較的緩やかな立ち上りとなる。 底面は段状となるため凹凸であり ， 検出面から最深部までの深さ

は28cmを測る。

遺物は， 堆栢土中より縄文土器が 3 点出土している。 そのうち 1 点を図示した。 18図11は粗製深

鉢の口縁部である。 口縁部に向かって内湾する形態で， 口縁直下から縦位の網目状撚糸文が施され

る。 他の2点については細片であるが， 細かい撚糸文を施したものが認められる。
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第2編 腹田B遺跡

本遺構は出土した縄文土器の特徴から， 縄文時代晩期中策の年代観と考えている。 周囲には該期

の土坑群が集中することから， 隣接する遺構群との関連性が窺える。 しかし， 明確な性格等は不明

である。

19号土坑 SK19 （図 15, 写真13)

本遺構は， 調査区南西寄りの C4 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高299.8m程

の北向き緩斜面である。 検出面はL II中面である。 本遺構中心付近で1号溝跡と重複し， 検出状況

から， 本遺構のほうが古い。 また， 近接して SK13や SK17等が存在する。

遺構内堆栢土は， 色調および混入物から 2 層に分層できた。 全て礫を多く含み ， £ 1 は黒褐色土

で不純物等を含まない。 £ 2は灰黄褐色の均質な砂質土であり， ともにその様相から自然堆栢と判

断した。 遺構の平面形は楕円形状を呈し， その規模は長軸1. 64m, 短軸 0.82mを測る。 周壁は， 底

面から比較的緩やかな立ち上りとなる。 底面は段状となるため凹凸であり， 検出面から最深部まで

の深さは32cmを測る。

本遺構内からは出土遺物がなく ， 明確な所属時期は不明である。 しかし， 近接する遺構群との関

連から， 縄文時代晩期中策頃の年代観と考えている。

第4節 溝 跡

今回の調査で検出された溝跡は1基である。 調査区南西側に位置し， L II中面で検出された。 時

期は出土遺物がなく ， 明確な所属時期および性格等は特定できない。

C4 

i 
如

C4 

図 19 1号溝跡
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第2章 遺構と遺物

1 号溝跡 SDl （図 19, 写真14)

本遺構は， 調査区南西側のB 4 ·C 4 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高299. 7 

m程の北向き緩斜面である。 検出面はL II中面である。 C4 グリッドで SK19と重複関係にあり，

検出状況から本遺構の方が新しい。 また， 斜面下位には本遺構と並行するように， SK13号が位置

する。

遺構内堆栢土は， 砂礫を含む黒褐色土の単一層で， 自然堆栢の様相を呈する。

検出できた規模は東西約6. 3m, 溝輻0.18~0. 38mを測り， 等高線に沿って東西方向にほぼ直線的

に延びる。 周壁は緩やかに立ち上がり， 断面形は中央がやや窪む形状となる。 底面は部分的に中央

付近が窪んでいるが ， 東西での標高差は殆どなく ， 検出面からの深さは 4 ~14cm程を測る。 溝跡底

面および周辺からは小穴等は検出されなかった。

本遺構からは出土遺物はなく， 明確な所属時期および性格等は不明である。 しかし， 近接する13

号土坑との関連性が推測されることから， 縄文時代晩期に後続する時期の可能性が高い。

第 5 節 焼 土 跡

今回の調査で検出された焼土跡は 1 基である。 調査区中央の北側に位置し， Lm上面で検出され

た。 時期は出土遺物がなく特定できないが， 周囲との遺構群を勘案すると， 縄文時代晩期頃の可能

性が高い。

1 号焼土跡 SGl （図20， 写真14)

本遺構は， 調査区中央やや北寄りのC2 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高

298. 5m程の北向き緩斜面である。 検出面はLm上面である。 重複する遺構はない。

平面形は北半部が調査区外へ延びるため不 ＇
�
 

明であるが ， 検出部分の状況から長軸1.18m

程の楕円形を呈すると思われ ， 焼土面の中央

に向かい緩やかに窪まる。 また， 焼土面は検

出面から 6 ~15cm程焼土化している。 遺物は

出土しなかった。

本遺構の所属時期については， 出土遺物が

ないため正確な時期を特定することはできな

いが， 検出層位や周囲の遺構群などから判断

して， 縄文時代晩期頃の所産と考えている。

ら

口E6 
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図20 1号焼土跡
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応2滋 逸IJと逸

第 6 節 その他遺1悔と遺1悔外出土遺物

小穴群 GP（回2J.）

＊凋交区では， 1/ヽ穴が巧墨ら9認されたこれらの1/ヽ穴は， その形裕約9ょ特徴から， 柱穴である可

括性が高い． し か し， これらの1/ヽ穴は配遷ヽこ/E.IJ性が認，，，，られないた，，，， ， 建物を謂床するのかにつ

いては， 凋交玲ヽこi1.,J1!Jiできなかった． そこでこれらの柱穴を1/ヽ穴群と称し， 磁明を90えることに

する． なお 1/ヽ穴の表記については， グリッドごとに返し香芍を付したグリッドはG. 1/ヽ穴はP

と絡記している．

これらの1/ヽ穴の後出面は全てL阻.t面である． 分布状況をみると， 凋交区中央付近やや西需り

のB 2 • 3. C 2 • 3グリッド付近9こ集中している． このf�i!!は北に面した経分材面でt素高は298,?~

299. 6rn付近である． いずれもi屯奴引屯心＇月に属する2芍

r主后9がや土坑群既に分布することから， これらの遠謂群ヽこ

r,1連するものと掻i!Iされる． ／／次の平面形は， いずれも円

形またはf,ll'l形を墨凋とする． 各1/次の伐杖や採さヽこr，1し

ては， ；；；1'こ示しとまた， C2グリッド付近ヽこは柱凩の

認，，，，られる1/ヽ穴も少致ら9認されている． 堰積土は烹褐・烹

色1麿のものが大半を占，，，，る． gS9月は出土遠物がほとん

どなく特定できないが， 土坑群と同じ翁回内に分布するこ

とから， 建物を謂床していた柱穴の可括性が高く， 沢文玲

代虹が中要である可矮性が高い．

遠栂外出土遠物（回22写真l8)

今回の凋交では， 遠謂外から稔数39点の遠物が出土し

た。 その内沢は；；；2'こ示した． iそ文土袋が切点と元も多

<. I�は土締袋9， 屯， 石袋片3点瞬漆1点が出土して

いる． これらの遠物の内， taヌ的遠芥状送の良いものを図

22ヽこ回示しと遠物は49対的にみると， 凋交区東l9lからは

I�かで， 凋交区中央付近からは多く出土する傾向が認，，，，ら

れる． これは遠謂の分布を見ても分かるようヽこ
， 凋交区寮

19iは1ヌが露出しi(,J平が翠しいのに対して， 凋交区中央付近

では樗文・奈良g引むの1主店9g, 柊t文9月の土lJi.群・小穴群

の遠況の分が践え， 遠謂内出土遠物と同様9ょ傾向を示し

ている． 以下， 萩次遠物の特徴ヽこついて殺磁する．

爾〗幅I)1 a,1 LI●) 2 (C9 LI●) 

疇［噸］
.09 ●99ウ «09 LII 

轡り鬱fJ● (C9 LI●) ● (C9 LI●) 

”料
鱈］

90S L"” 

t

 

I I I I 
(1~9) 

1需“

ロご
I (C拿 LI)
＝滑こ

a ・ l勺
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図22 遠謂外出土遠物
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第2編 腹田B遺跡

表1 小穴一覧

グリッド 番号 乎面形 長軸 短軸 深さ 層数 柱痕

B2 p 1 円形 42 42 20 1 無

P 2  円形 38 38 21 1 無

P 3  楕円形 36 28 16 1 無

P 4  楕円形 40 32 18 1 無

P 5  円形 38 38 20 1 無

P 6  円形 28 28 15 1 無

P 7  円形 35 35 15 1 無

P 8 楕円形 38 25 21 1 無

B3 p 1 楕円形 50 38 22 2 無

P 2  円形 20 20 14 1 無

P 3  円形 27 27 16 1 無

P 4  円形 30 30 12 1 無

P 5  円形 28 28 14 1 無

P 6  円形 32 32 18 1 無

P 7  楕円形 33 25 12 1 無

P 8  楕円形 28 20 26 2 無

P 9 楕円形 牝 39 22 2 無

PlO 楕円形 29 25 18 1 無

Pll 楕円形 38 35 15 1 無

B4 p 1 円形 60 60 24 2 無

C2 p 1 円形 30 30 35 3 有

P 2  楕円形 34 26 15 1 無

P 3  円形 34 34 48 2 有

P 4  楕円形 30 22 22 1 無

P 5 円形 28 28 40 2 有

P 6  楕円形 22 15 15 1 無

P 7  円形 33 33 18 1 無

P 8  円形 24 24 37 2 有

pg 円形 35 35 48 3 有

PlO 楕円形 42 35 16 1 無

Pll 楕円形 42 32 21 1 無

Pl2 円形 26 26 40 2 有

Pl3 楕円形 37 28 18 1 無

Pl4 円形 36 36 汲； 2 無

Pl5 円形 34 34 刃 1 無

Pl6 円形 18 18 40 2 有

Pl7 円形 27 27 勿 1 無

Pl8 円形 20 20 44 2 有

Pl9 円形 18 18 18 1 無

P20 円形 33 33 32 2 有

P21 円形 26 26 15 1 無

P22 円形 30 30 笈｝ 1 無

P23 楕円形 38 30 15 1 無

備考

>SK2 

>SK9 

グリッド 番号 乎面形 長軸 短軸 深さ 層数 柱痕 備考

C2 P24 円形 茨｝ 33 18 1 無

P25 円形 30 30 45 2 有

P26 楕円形 24 18 11 1 無

P27 円形 28 28 49 2 有

P28 円形 30 30 42 2 有

P29 円形 40 40 43 2 有

P30 円形 26 26 13 1 有

P31 楕円形 28 18 38 2 無

C3 P l  円形 30 30 14 1 無

P 2  円形 26 26 10 1 無

P 3  円形 30 30 22 1 無

P 4  円形 30 30 13 1 無

P 5  円形 32 32 19 1 無

P 6  楕円形 36 27 22 1 無

P 7  円形 30 30 18 1 無

P 8 楕円形 32 28 10 1 無

P 9 円形 30 30 12 1 無

P10 楕円形 40 28 15 1 無

Pll 楕円形 50 40 34 2 無

Pl2 楕円形 55 42 12 1 無

Pl3 円形 30 30 18 1 無

Pl4 円形 30 30 12 1 無

Pl5 楕円形 35 32 12 1 無

Pl6 円形 28 28 15 1 無

Pl7 楕円形 30 25 12 1 無

Pl8 楕円形 40 30 32 2 無

Pl9 円形 30 30 20 2 無

P20 円形 37 37 12 1 無

P21 円形 42 42 10 1 無

P22 円形 26 26 12 1 無

C4 P l  円形 30 30 18 1 無

D2 P l  楕円形 羨｝ 28 12 1 無

凡 例

長軸・短軸・深さ••単位はcn,

遺構の重複・撹乱等により計利が不可能な部分については記載しなかった、9

備考•夏複遺樽の新l日閃係等について記した。

＞は小穴よりも重複する遺構が古く ． くは重複する遺櫃が新しい。

縄文土器 22図 1~7 が該当し， すべて体部資料である。 1 • 2 は縦方向の撚糸文， 3 · 4 は縦

方向の網目状撚糸文， 5~7 は側面環付状の縄文が施される。 これらは， すべて周辺遺構との関連

から， 縄文時代晩期中葉に属するものと考えられる。

土師器 すべて細片であるため割愛したが， 内訳では甕 8 点杯 1 点である。 甕の中には刷毛

目状の調整痕があるものが 1点認められる。 杯は内面に黒色処理とヘラミガキを施しており ， 外面

にはロクロ痕は認められず， ヘラケズリ調整が施されていることから， 非ロクロ成形の有段丸底杯

である可能性が高い。

石 器 出土した石器片 3 点はすべて剥片であるため ， 割愛した。
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表 2 遺構外出土遺物点数一覧

出土位置1出土層位1希璽文土器1石器 1土師器1陶磁器1その他1備考 出土位置1出土層位1縄文土器1石器1土師器1陶磁器1その他1備考
B2 I LI I 8 

B3 カクラン 6 
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片
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石器は〗！片

陶磁器 22 図 8 の陶器製揺鉢が該当する。 底部と体部下端の境には横位の沈線を施し， 内面に

は， 細かい卸目が体部上部まで入るものと思われる。 近世～近代に属するものと思われる。

第 3 章 総 括

1. 出土遺物について

平成19年度の調査で出土した遺物は， 縄文土器・石製品・土師器・陶器である。 ここでは遺物の

主体を占める縄文時代晩期の土器と土師器についてまとめておく。

縄文土器 出土した縄文土器は， ほとんどが破片で， 接合できて半完形以上となるものはほんの

僅かである。 時期区分を判別できる精製・半精製土器は僅かに出土しているのみで， 大半を占める

のは粗製土器の破片である。 器種は， 深鉢を主体として注口土器・鉢・壺（長頸壺）が認められる。

注口土器 (17図 2) は， 口頸部と体部の2段で構成された形態で， 口頸部は直線的に内傾し， 算

盤玉形の形制を呈する。 頸部は上端に2 条， 下端に 1 条の沈線が巡り， その間には陽彫的な表現で

雲形文が施文される。 体下半部は丁寧なケズリが観察される。

長頸壺(18図2)は， 肩部と口縁部の境には羊歯状文が構成され， 胴部中段には平行沈線帯が巡

り， 間には横回転の結節縄文が施される。 また， 胴部下段には無文帯が形成される。

粗製土器は撚糸文が大半を占め， 他に条痕文と縄文が僅かに認められるほどである。 この粗製土

器は深鉢が主体的器種であると思われ， 他の特徴を示す破片は見いだせない。 この深鉢については

ロ縁部の形態すなわち複合口縁であるものとないもの， 大きく 2 つの形態が認められる。 また，

器形によりいくつかの形態に分類が可能であるが， 復元でぎた土器の希少さからここでは割愛する。

破片賓料を観察すると， 施文によって①～⑤に分類できる。 ①粗い撚糸文が施されるもの， ②撚

糸文の間隔が狭いもの， ③縦位の網目状撚糸文が施されるもの， ④条痕文が施されるもの， ⑤縄文

を施されるものに大別される。 ①・②については更に細分が可能であり， 並行撚糸文か否かに紐分

類が可能である。

腹田B遺跡から出土した土器は， 縄文時代晩期の編年区分のなかでどの位置に含まれるのであろ

うか。 ここでは須賀）11市一斗内遺跡から出土した縄文時代晩期の土器分類を参考にしてみると， 精

製土器で唯一

， 文様の展開が把握できる 2 号土坑出土の注口土器 (17図2) は II - 3 段階に含まれ，

4 号土坑出土の長胴壺 (18図 2) は II - 2 段階に含まれる。 大洞式の対応関係は， II 期の2 段階が

大洞BC式 II 期の 3 段階が大洞Cl 式 II 期の 4~6 段階が大洞C2 式期に併行する時期に位置
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付けられている。

また， 粗製土器については須賀川市一斗内遺跡の調査から， 撚糸文を施した粗製深鉢形土器がII

-2段階から現れる可能性が強く， 3段階には確実に伴うものであることが明らかとなっている。

また， II-5•6 段階には複合口縁を有する例が多いことが指摘されている。

このことから， 腹田 B遺跡で出土した縄文時代晩期の土器は， 概ね大洞 BC式期～大洞C2 式期

に併行することが想定される。

土師器 奈良時代(8世紀）は， 縄文晩期に次いで本遺跡が盛行した時期である。 基本的には

土師器杯・甕で構成されるが， 遺構の規模に比して出土遺物は極めて薄少である。 これは住居の廃

絶し他場所へ移動の際に， あらかじめ家財道具類を整理し意図的に放棄したためと推測される。 土

師器杯は非ロクロ成形の有段丸底杯で， 内面にヘラミガキと黒色処理・外面に横ナデとヘラケズリ

が施されている。

この有段丸底杯は， 形態を観察すると， 口縁部下に明瞭な段差を持つものや， 口縁部下に不明瞭

な段差を持つものがある。 これまでの研究で， この有段丸底杯は， 比較的新しい時期になると器高

が低くなり， 口縁部下の段差が次第に不明瞭になる傾向が指摘されている。 また， 奈良時代の土師

器杯は一般に， 有段丸底から丸底風 ロクロ未使用の平底杯への変化が指摘されており， 8世紀は前

半期と後半期に細分されることが可能である。 また， 土師器甕では， 器面の調整はヨコナデ・ヘラ

ナデが施され， 胴部の断面には明瞭な粘土紐の稽み上げ痕が観察される。 これは， 奈良時代前半期

の甕に多く観察される製作上の特色である。

本類のような土師器は県南地方には多数の類例が認められる。 大信地区の北大久保B·C遺跡を

はじめ ， 石川郡玉川村江平遺跡， 西白河郡泉崎村上礼堂遺跡などに認められ， いずれも 8 世紀前半

代に比定されるものである。

2. 遺構について

今回の調査で確認された遺構は， 竪穴住居跡 3 軒， 土坑19基， 溝跡 1 条焼士跡 1 基， 小穴75個

である。 竪穴住居跡は， 縄文時代晩期と奈良時代の所産であり， それに付随する遺構群も当該期に

属するものと推測される。 以下， 各遺構について概観する。

縄文時代 今回確認した2号住居跡は， 出土遺物の特徴から縄文時代晩期中葉に属するものであ

る。 遺存状況は悪いが， おおよそ円形基調のプランを呈し， 貯蔵穴と地床炉を有する住居跡である。

県南方面で縄文晩期の住居跡が検出されている遺跡は， 天栄村界谷地遺跡， 石川町杉内C・烏内

遺跡 小野町反田 B・西田 H遺跡などが挙げられる。 住居跡は円形または楕円形を星し， 炉は杉内

C例を除いては石囲炉である。 本遺構の 2 号住居跡は， おおよそ円形プランの地床炉をもつ住居跡

で， 炉の形態は他の住居跡とは異なっている。 また， こうした晩期の住居跡の中で， 飯舘村岩下B

遺跡 1 号住居跡は大洞 Cl 式期の焼失家屋であり， 土器および石器の出土状況より住居跡北側に土

器を置く空問と ， 作業場および厨房空間の存在が推定されている。 本遺跡2号住居跡では， 貯蔵穴

状ピットは認められるが， 作業場等の存在を推定することができなかった。
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また， 土坑は17基が検出されている(1 ~12 • 14 • 16~19号土坑） 。 住居跡との位置関係より同様

の時期に属する可能性が高い。 また その平面プランの形態には ， 円形・楕円形・不整円形のもの

がある。 特に， 円形を呈する 1 • 4 • 5 号土坑はその形態から， 構築当初は貯蔵穴として機能して

いたと推測される。 しかし， 廃絶時に生活残滓を投棄した痕跡が認められ， 堆積土中には多くの土

器が混入していた。 また， 土坑群の分布範囲に重なるように多くの柱穴も存在し， 掘立柱建物跡な

どの存在も推測される。 また， 遺構の分布状況からいくつかの変遷が予測され， 小規模な生活域を

形成していた様相が垣間見える。

奈良時代 竪穴住居跡2軒(S I 1 • 3 A· 3 B)が検出されている。 1号住居跡は一辺5mを超

えるもので， 対角線上に柱穴を配置している。 また， 3A号住居跡は比較的小型で， 柱穴が住居跡

内に検出されていない。 これは ， 住居外縁に側柱が巡る柱構造であると考えなければならないだろ

う。 カマドは煙逍が取り付く構造であると思われ， いずれも北壁中央付近に位置している。 また，

いずれも貼床が確認された。

該期に属する住居跡は ， 互いに重複することなく， 閻隔 3~5m程度で点在している。 従って短

絡的に考えれば 集落は一時的に営まれた可能性が高いとも想定されるが ， 住居の存続期間が互い

に重複した結果の場合も推定されることや， 遺物出土状況から住居を突然放棄せざるを得ない状況

になった場合や， あらかじめ家財道具類を整理し意図的に放棄した状況など各々推定できることか

らすると， 出土遺物では区分できないものの， 今後の周辺の調査の成果によっては該期の住居跡の

先後閑係が捉えられるのではないかと思われる。

3. ま と め

本遺跡で般初に確認できる人問活動の痕跡は ， 縄文時代晩期のものである。 2号住居跡が相当す

るもので， 地床炉を持ち貯蔵穴を有する円形基調の住居跡である。 住居跡の周囲には生活残滓を投

棄した土坑群が認められ， 小規模な生活域を形成していたと推測される。

大信地区では ， 縄文時代晩期の遺構・遺物の確認できる遺跡は極めて藩少である。 天栄村との境

界になっている滑川の小河岸段丘に立地する桜立D遺跡では ， 平成二年の範囲確認調査時に晩期中

葉の大洞 C2 式に属する深鉢土器を伴う土坑が検出されている。 しかし， のちに発掘調査が行われ

たが， どのような種類の遺跡であるか把握できていない。 隣接する桜立C遺跡からも， 晩期後葉頃

に属する網目状撚糸文の土器が出土しているが， 遺構は確認されていない。 また， 本遺跡の対岸の

河岸段丘に立地する町屋遺跡では ， 平成十三年の発掘調査時に， 晩期中葉頃の粗製深鉢や鎖状刻目

隆帯が施された土器片が出土しているが， それに伴う遺構は確認されていない。 隣接する天栄村で

は ， 昭和六十三年に界谷地遺跡の発掘調査が実施され， 大洞C2 式期の竪穴住居跡が二軒検出され

ている。 この遺跡は山地性丘陵から北に延びる尾根状の小規模な丘陵の北側緩斜面に立地しており，

小規模な集落跡であったと推測される。 また， 近年須賀）1|市で発掘調査が実施された福島空港発掘

調査の成果によると， 丘陵末端の斜面部や開析谷の末端部に当該期の遺跡が散在することから， 縄

文時代晩期の人々が小規模な集落跡や捨て場を谷部などに形成し， 点々と移動して生活していた可
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能性が指摘されている。 本遺跡も， 福島空隈公図周辺と近似する様相であった可能性が裔いものと

思われる。

奈良時代の大信地区は， 泉崎村の白河郡家の下に支配されていたと考えられる。 同地区では町屋

遺跡や下原遺跡， 道目木遺跡のように古墳時代から継続して営まれている集落と， 入塩沢B遺跡の

ように奈良時代に開発された集落が認められる。 前者は， 隈戸川を挟み本遺跡の対岸側の河岸段丘

に経営された隻落で， 耕地は隈戸）11沿岸に有した広大な氾濫原であったことから， まとまった収量

を上げていたと推測される。 道目木遺跡で検出された四面庇の建物跡は， 富裕農民層の集落や， 郡

衛の出先機関に指摘される集落に認められる建物跡である。 このことから， 町屋遺跡から道目木遺

跡の付近に古代大信地区の中心地があったものと思われる。

後者の入塩沢B遺跡は， 本遺跡と同じく隈戸川の南岸域に位置し， 縄文時代には何らかの活動が

行われていたが， 集落として認識できるようになるのは奈良時代からである。 隈戸川支流の小谷を

耕地として開拓した小規模の集落跡と考えられる。

本遺跡は， 確認できた該期の遺構の希少さから， 入塩沢B遺跡のように隈戸川南岸の狭長な段丘

を耕地として開拓した小規模な集落跡であったと推測される。 近くには同時期に属する金谷林遺跡

が位置し， お互い関連しながら展耕社会を形成し， 狭長な段丘上に点在していた隻落の1つであっ

たと思われる。

泉崎村教育委員会

大信村史編纂委員会編

幅烏県教育委員会
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白河市大信増見字腹田

平安時代ー集落

平成19年6月11日～6月18日

稲村 圭一



第 1 章 遺跡の環境と調査経過

第 1 節 遺跡の位置と地形

腹田C遺跡は， 白河市大信増見字腹田に所在し， 北緯37度12分 1 秒， 東経140度15分15秒に位置す

る。 白河市は中通り地方の南端部に位置し， 東は阿武隈山地， 西は那須山系南は八溝山系に挟ま

れた低平な台地上に位置する。 本遺跡のある大信地区は白河市の北西側付近にあり ， 北は天栄村，

南は泉崎村， 西は西郷村， 東は矢吹町とそれぞれ境界を接している。 遺跡は JR東北本線矢吹駅か

ら西方向へ約6. 7km, 東北自動車道矢吹インタ ーから西方向へ約4. 0km付近に位置している。 遺跡の

約0. 5km北西側には主要地方道矢吹・天栄線が通る。

腹田C遺跡は， 大信地区の中央よりやや南寄りの隈戸川が， 支流の外面川と合流し大ぎく蛇行す

る地点の， 標高340m前後の丘陵の北西斜面裾にあたる極めて狭長な低位段丘上に立地する。 調査

区内の標高は， 296. 0~297. 5mで， 隈戸川の川床との標高差は約4. 5mである。 遺跡の北側には，

隈戸）1|と外面）1|等によって形成された比較的広い谷底平野一帯を望むことができる。 本遺跡の範囲

は， 隈戸）1|南岸の低位段丘の平坦面を中心とする4,800m
2

で， 平成19年度の調査は， 幹線用水部分

の250噴の範囲について発掘調査を実施した。 現況は畑地である。

周辺には， 縄文時代後期の集落跡として有名な町屋遺跡や， 中世の城館跡である古館館跡等が所

在している。 第3編で報告した腹田B遺跡は， 本遺跡と同 一段丘上の西側に位置しており ， その距

離は約180mである。

第 2 節 調 査 経 緯

腹田C遺跡は， 平成19年5月に， 隈戸川農業水利事業の幹線用水建設に先立つエ亭用道路の建設

時に， 偶然発見された遺跡である（遺跡番号205200605) 。 その日， 隈戸）1|鹿業水利亭業所と福島県教

育委員会（財）福島県文化振輿事業団による緊急現地協議の際に， 新発見遺跡の範囲を確認するた

め， 建設工事の前に試掘調査を行うことを確認し， 幹線用水路部分について要保存面積が生じた場

合は， 発掘調査に向けての現地協議を行うこととした。

新発見遺跡の試掘調査は， 5月29日～ 6月 1 日にかけて実施した。 調査の結果， 土師器等の遺物

や土坑や小穴等の遺構が検出され， 1, 150可の要保存範囲が確定した。 その成果を受けて 6月 1 日

に現地協議を行い， 幹線用水路部分(250m)の本調査が確定した。 また， 隈戸）1|農業水利事業所か

ら工事の工程上， 新発見遺跡の発掘調査を優先させてほしいとの意向から， 5月29日から実施して

いた腹田A遺跡の発掘調査を一旦中断し， 新遺跡→腹田A遺跡へと調査を移行していくことを確認

した。 なお， この新発見遺跡は， 本地点の小字名から「腹田C遺跡」として登録された。
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図1 腹田C遺跡調査区位置図

腹田C遺跡の発掘調査は， 調査員 1 名， 作業員23名の休制で平成19年 6 月 6 日に開始し， 18日ま

での延べ 8 日間にわたって行った。以下に調査概要を記す。

6月6日には， 重機による表土剥ぎを開始した。11日からは作業員を投入し， 環境整備・遺構の

検出・精査作業を行いながら， 測鼠基準杭の設定と水準点の移動を随時行った。検出作業が進行す

るにつれて遺構の 状況が明らかになり ，

竪穴住居跡 1 棟 ， 土坑 1 基， 溝跡 1 条

調査区南側付近の標高の高い緩斜面を中心に，

小穴10基が検出され，

平安時代の

遺構精査へ移行することとなった。

6 月11日から15日にかけては， 天候に恵まれたこともあり ， 精査作業は順調に進んだ。遺物は比

較的希薄であったが，
竪穴住居跡からはカマド付近を中心に良好な一括資料が得られた。15日には

遺構の調査・地形測量を終えて調査を終了した。 6 月18日には， 現地において福島県教育委員会・

（財）福島県文化振卯事業団・隈戸川農業水利事業所の各担当者が集まり ， 調査経過や成果・状況等

を説明し， 現地の引き渡しが完了した。

104 



第1草 遣跡の環境と調査経過

第 3 節 調 査 方 法

平成19年度に調査を実施した腹田C遺跡の調査は， 以下に基づいて行った。

グリッドの設定 調査区の位置を国土座標の中で正確に把握するために， 世界測地系を基本とし

た測量用基準杭(X-133, 160, Y-37, 200)を打設した。 国土座標俺は， 世界測地系公共座標第lX

系に一致させ，

一辺10m方眼を単位とした。 グリッドの座標値は， 図2中に示した。

個別のグリッドは 東西方向に西から東ヘアルファベットA· B..' ， 南北方向に北から南へ算用

数字で 1 • 2.,•とし， 両者を組み合わせて， D6 グリッド， F8 グリッドなどと呼称している。

基準線の設定 遺構の平面図を作成するに際しては 各グリッドを lmの方眼に分割し， これを

基準線とした。 基準線の座標上の位置については 各グリッドの北西端部を原点(E0 , S O)と

し， ここから東へ lm行くごとにE 1 ~9. 南へ lm行くごとにS1~9として表した。 これにそ

れぞれのグリッド番号を組み合わせて， 調査区域内全ての基準線の座標位置を表示した。 例えば，

FlO-E 2 • S 4とは， FlOグリッドの北西端の杭から， 東に2m， 南に4m離れた場所を示す。

発掘作業 発掘作業では， 表土は重機を用いて除去した。 その後， 人手により包含層を除去し，

遺構・遺物の検出作業を行った。

遺構の掘り込み作業にあたっては， 各遺構の形状・大きさ， 重複関係に留意して， 土層観察用の

ベルトを設定した。 土坑など小型の遺構については， 長軸方向にベルトを設定した。 遺構内から出

土した遺物の取り上げに際しては， 上記の区画ごとに， 層位を確認した上で取り上げた。

層位名を付す際は， 基本層位はロ ー マ数字を用いてLI ·LII と表した。 遺構内堆積層は， アラ

ビア数字を用いて.e1..e2と表した。

記録作成 調査の成果は， 実測図と写真で記録した。 遺構図の縮尺は， 住居跡が 1 /20, 土坑等

の小さなものは1 /10で作成した。 微細な記録が必要と判断したものについては， 1 /10で随時作

成し， 調査区内の地形図や遺構配置図は， 1/100で作成した。 土層観察における色調判断は， 『新版

標準土色帖』（小山・竹原1997)を基準とした。 調査現場での写真撮影は35mm小型一眼レフカメラ，

6 x4. 5判の中型一眼レフカメラ， デジタルカメラを併用した。

遺物・記録の保管 発掘調査で碍られたすべての出土遺物と記録類ー式は， 報告書作成完了後，

遺跡ごとに台帳を作成し， 福島県文化財センター 白河館（まほろん）に収蔵する予定である。
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第 2 章 遺構と遺物

第 1 節 遺構の分布と基本土層

遺構の分布（図2 ， 写真1 • 2) 

腹田 C遺跡から検出された遺構は， 竪穴住居跡 1 軒， 土坑 1 基， 溝跡 1 条， 小穴10基である。

調査区は東西方向に長く ， 北側の隈戸川に向かって緩やかに傾斜する地形を呈しており， 調査区

北東部には河川の氾濫等によって形成されたグライ化層が厚く堆積している。 遺構は調査区内の中

央付近からやや西寄りにかけての， 比較的標高が高い区域に集中している。

出土遺物は， 縄文土器4点土師器127点（奈良～平安時代）で， 遺物の大半は各遺構と， 遺構が

集中するC2•3 グリッドから出土した。 遺物の年代は， 縄文時代， 平安時代のものがあり， その

中でも1号住居跡からは多量の土師器片が出土している。 今回の調査で検出された遺構・遺物の年

代は， 縄文時代～平安時代まで及ぶが ， その主体は平安時代である。

基本土層（図3)

本遺跡では， 基本土層を大きく6層に区分した。 土層観察は調査区境の南側壁面を利用し， 記録

を行っている。 また， 調査区北東側には， 河川の氾濫等によって形成されたグライ化した砂礫層が

厚く堆積しており， その堆積土が本調査区内でも一部認められた。 本来の堆積土が水流による浸食，

後世の撹乱を受けたものと考え ， これとは別に河川I 層 (K-LI) とした。 以下， 堆積土の特徴

と遺構・遺物の関係について概略する。

LI :現表土・畑地耕作土の黒褐色土である。 調査区全域に30~60cmの厚さで分布する。 層

中には縄文時代と古代の遺物が僅かに含まれるが ， 全て耕作時に混入したものである。

L II :耕地改修前の1日表土で黒褐色土である。 層厚は約 5 ~15cmであり， 北側へ下るほど厚

＜堆積している。 調査に際しては基本的に本層まで重機による掘削を行った。 層中に

は縄文時代や古代の遺物が僅かに含まれる。

L皿 ：にぶい黄褐色砂質土で， LIVへの漸移層である。 部分的ではあるが， 遺跡のほぼ全域

で確認できる。 調査区際の1号土坑は， 本層上面からの掘込みが認められることから，

本来は本層上面が遺構検出面となる。 層中には遺物は含まないが ， 部分的に炭化物粒

が認められる。 これより下層は無遺物層である。

LIV :褐色を基調とするロ ー ム層である。 調査区のほぼ全面にて確認されている。 基本的に，

本層上面が腹田 C遺跡における遺構検出面である。 層厚は約20~45cm を測る。

LV ：褐灰色を呈する粘質土である。 層厚は約 8 ~20cm であり， 土層中に細砂質土を多く含

む。 本層中からは自然木と思われる木質物が少数であるが見つかっている。 枝片が中

心で， 明確な加工痕も見られなかったことから自然木とした。
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K-L I 褐灰色砂質土（暗褐色・黒褐色土塊含む， 砂礫多羹含む）

図 3 基本土層図

LVI :灰白色を呈する粘土層であり， 腹田C遺跡における基盤層である。

K-L I:グライ化した褐灰色粘質土で砂礫を多量に含む。 調査区北東部付近にのみ存在し， 近

～現代の陶磁器片が少鼠ながらも出土していることから， 古くとも近代より後に堆栢

したと考えられる。 よって， 後世の浸食によって形成されたものと判断できる。

第 2 節 竪穴住居跡

今回の調査では， 竪穴住居跡が 1 軒検出された。 調査区中央付近のやや西寄りに位置し， 遺構の

大半は消失しているため全休形は不明であるが， カマドを有する方形基調を呈し， 出土遺物から平

安時代に帰属するものと推測される。

1号住居跡 S I 1 

遺 構（図4 ， 写真3 • 4) 

本住居跡は， 調査区中央付近やや西寄りのC3 グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は，

標高296. 8~297. 2m程の北向き緩斜面である。 検出面はLN上面であり ， 検出時にカマド付近に焼

土や炭化物の集中範囲が認められた。 他遺構との重複関係はないが， 斜面下位にあたる遺構の北半

部は流出しており， また， 遺構の西側は削平を受け消失している。

遺構内堆栢土は， 色調および混入物から 4 層に分層できた。 £ 1 • 2 はLNを少鼠含むことから，

108 



第2草 遣描と遺物

斜面上位からの自然流入土と考えられる0 .e3 は褐色土で， 黒褐色土塊が認められることから人為

的埋土と判断した0 .e4 は粘質土であり， その様相から貼床構築土と思われる。

遺構の平面形は， 流失・削平を受けているため全体形は不明であるが， 遺存している形状から，

方形基調であったと推測される。 残存する規模は， 南辺2. 5m, 東辺2. lmを測る。 検出面からの深

さは殻大28cmを測り， 北へ向かうにつれて， 削平のため浅くなる。 周壁は， 南壁と東壁の一部が残

り， 遺存状態の良好な南壁は比較的緩く立ち上がる。 床面はLNを掘り込んで構築され， ほぼ平坦

であるが， 西半部は礫が露出し起伏があるのに対し， 東半部は張り床が敷設され， 比較的堅く踏み

締まっている。

遺構内施設として， カマド・小穴を検出した。 カマドは東壁に付設され， 袖の一部と燃焼部が遺

存しているのみで， 遺存状況は悪い。 燃焼部は60 x 65cmの範囲が酸化しており， さらに35 x40cm, 

厚さ 4 cmの範囲が比熱により硬化している。 底面は緩く西側へ下降しており， 燃焼部中央付近に 3

cm程の窪みがある以外は， ほぼ水平である。 また， 燃焼部中央には土師器甕片(5図10)が残され

ていた。 甕は被熱を受け， 体部に粘土が巡ることから， カマドに掛けられ， 固定されていた可能性

がある。 カマド内堆積土は 2 層に分層できた。 その様相から9 .e 1 は廃絶土9 .e 2 は燃焼部天井崩

落土と判断した。

小穴は 1 基検出した。 p 1 は住居跡南東隅付近に付設され， 位置関係から貯蔵穴の可能性が高い。

長軸62cm, 短軸46cmの楕円形を呈し， 深さは床面から10cmを測る。

遺 物（図5 ， 写真7)

本住居跡からは， 土師器片97点が出土している。 須恵器片は出土しなかった。 土師器片は大半が

甕で， 杯は20点である。 このうち11点を区示した。 小片のため割愛した土師器杯は， いずれもロク

ロ成形で， ほとんどは古面に黒色処理とヘラミガキを施しているが， 黒色処理を施さない破片も 2

点ほど出土している。 土師器甕は今回図示した遺物と同一個体とみられる破片が大半である。

これらの遺物の層位別出土点数は， 住居内堆積土 .e1 (39点）， 同 .e2 (42点）， カマド .e2 (16 

点）である。 このように， 覆土中からの出土量が最も多いが， カマドからの出土遺物も多く， 良好

な情報を得ることがでぎた。 以下， 順次遺物の特徴について概説する。

5 図 1~8 はロタロ成形の土師器杯である。 いずれも内面にはヘラミガキの後， 黒色処理が施さ

れている。 なお ， 1 • 4 は二次加熱を受けて器面が赤褐色になった部分が見られ， 二次的な被熱の

ため， 黒色処理が失われている。 底部内面のヘラミガキは， 1 • 2 • 5 では放射状に施されている。

また， 体部下端～底部周縁にかけて手持ちヘラケズリが施され， 底部中央付近には匝転糸切り痕

が僅かに残る。 また， 7 • 8 は高台付杯の高台で， 内外面ともに丁寧なロクロナデが認められ， 焼

成は極めて良好である。

同図9~11は土師器甕である。 9はロクロ整形で， 口縁部は外反した後に端部が若千上に軽くつ

まみ上げられている。 10は大型の長胴甕で， 胴下部を欠損している。 口縁部は頸部と連続して外側

にやや強く屈曲し， 内外面ともにロクロ整形痕が残る。 また， 胴部外面には粘土が軽いナデにより
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図 5 1 号住居跡出土遺物

塗布されている。 内面は横・斜方向のナデで仕上げられている。 11は大型の甕の下半部である。 胴

下部の外面は縦・斜方向のヘラケズリ ， 内面は横・斜方向のナデで仕上げられている。

ま と め

本住居跡は ， 丘陵裾部の緩斜面に構築された小型の竪穴住居跡である。 残存部分の形状から方形

基調を呈していた東壁にカマドを有し， 床面には貼床が認められたが， 柱穴は確認できなかった。

本遺構の所属時期については ， 出土遺物の特徴から9世紀中葉～後葉頃と考えられる。
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1号土坑 SKl（図6, 写真5)

本遺構は， 調査区中央やや西寄りの C3グリッドに位置する。 遺構が確認された周辺は， 標高

297. 4~297. 5m程の北向き緩斜面である。 検出面はLN上面であるが， 調査区際の壁面からは， L 

m上面からの掘り込みが認められる。 重複する遺構はない。

遺構内堆栢土は， 灰黄褐色土の単一層で， その状況から自然堆栢の様相を呈する。

遺構の平面形は南側の一部が調査区外へ延びるため不明であるが， 検出部分の状況から推測する

と， 聞口部長軸0.75m, 短軸0.65mの楕円形を呈すると思われる。 遺存する規模は， 底面は凹凸が

あり， 西側に向かって傾斜する。 周壁は， 急峻な立ち上りとなり， 検出面から最深部までの深さは

46cmを測る。

本遺構内からは出土遺物がなく ， 明確な所属時期は不明である。 しかし， 近接する遺構群との関

連から， 古代の年代観と考えている。

第4節 溝 跡

今回の調査で検出された溝跡は 1 条である。 調査区のほぼ中央付近に位置し， 斜面に対して直交

するように巡っている。 明確な出土遺物がないため時期・性格等については不明である。

1号溝跡 SDl（図7, 写真5)

本遺構は， 調査区中央付近の C3. D2·3グリッドに位置する。 遺構が構第された周辺は， 標

高296.6~297.Om程の北向き緩斜面である。 検出面はLN上面であるが， 本来の掘り込み面はやや

上位であったと考えられる。 D2 グリッド付近でGPと重複関係にあり， 検出状況から本遺構の方

が新しい。 遺構内堆栢土は大きく 2 層に分層される。 ともに斜面上位からの流入が認められ， その

状況から自然堆梢と判断される。

検出した規模は東西約10.5m. 溝輻0.25~0. 75mを測り， 東側で緩やかに蛇行する部分も見受け
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図8 小穴

られるが ， ほぼ等高線に沿って南西 ― 北東方向に直線的に延びる。 周壁は緩やかに立ち上がり ， 断

面形は浅い皿状を呈する。 底面標高および検出面からの深さは， 北東側へ向かうほどやや深くなる。

東西端での高底差は30cm前後である。 溝跡底面および周辺からはピット等は検出されなかった。

遺物は ， 土師器片が 2 点出土した。 ともに£ 1 からの出土で周囲から流入したものと考えられる。

小破片で摩耗が著しいため ， 器種・部位については判断できなかった。

本溝跡は ， 全長10m程の東西方向にほぼ直線的に延びる溝跡である。 周辺には ， 小穴等の遺構が

存在する。 所属時期・性格については， 本遺構と明確に伴出する遺物がなく判断し得えず ， 排水的

な機能も推察されるが， 時期は判然としない。
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表1 小穴一覧

グリッド 番号 乎面形 長軸 短軸 深さ 層数 柱痕
備考C2 Pl 楕円形 42 32 28 1 無

C3 Pl 円形 30 30 38 1 無
P2 円形 20 20 50 1 無
P3 円形 30 30 22 1 無

D2 Pl 円形 38 38 40 1 無
P2 楕円形 34 28 35 1 無
P3 楕円形 32 27 50 1 無
P4 楕円形 30 24 18 1 無 <SDI 

〗／‘|苔I五罰[|竺19:I1[|層t|
柱

£{I備考

凡例
長軸・短軸・深さ…単位はca。

遺構の重複・撹乱等により針利が不可能な部分については記載しなかった。

備考…重複遺構の新1日関係等について記した。

＞は小穴よりも重複する遺溝が古く ， くは亘複する遺構が新しいc

第 5 節 その他遺構と遺構外出士遺物

小穴群 GP（図8, 表1)

本調査区では， 小穴が10基確認された。 これらの小穴は， その形態的な特徴から， 柱穴である可

能性が高い。 しかし， これらの小穴の配置にはとくに規則性が認められないため， 建物を構成する

のかについては， 調査時には判断できなかった。 そこでこれらの柱穴を小穴群と称し， 説明を加え

ることにする。 なお， 小穴の表記については， グリッドごとに通し番号を付した。 グリッドはG,

小穴はPと略記している。

これらの小穴の検出面は， 全てLIII上面である。 分布状況をみると， 調査区中央付近やや東寄り

のC2·3. D2·3 グリッド付近に集中している。 この位置は北に面した緩斜面で標高は296.4

~297. 4m付近である。 この小穴群の分布する範囲には， 1 号溝跡が位置する。 これらの小穴の平

面形は， いずれも円形または楕円形を基調とする。 各小穴の規模や深さに関しては， 表 1 に示した。

堆積土は黒褐・黒色土 1層のものが大半を占める。 いずれの小穴からも遺物の出土はなく， 時期

は不明である。

遺構外出土遺物 （図9 ， 表2, 写真8)

今胆の調査では， 遺構外から総数31点の遺物が出土した。 その内訳は表 2に示した。 土師器が28

点と最も多く， 他は縄文土器3点が出土している。 これらの遺物の内 比較的遺存状態の良いもの

を図9に図示した。 遺物は相対的にみると， 調査区東半側からは少なく， 調査区西半側からは多く

出土する傾向が認められる。 これは遺構の分布を見ても分かるように 調査区西側には平安時代に

属する竪穴住居跡をはじめとした遺構の分布が窺え ， 遺構内出土遺物と同様な傾向を示している。

以下， 順次遺物の特徴について概説する。

9 図 1~6 はロクロ成形の土師器杯である。 いずれも内面にはヘラミガキの後 黒色処理が施さ

れている。 なお， 1 • 4は二次加熱を受けて器面が赤褐色になった部分が見られ， 二次的な被熱の

表2 遺構外出土遺物点数一覧

出土位置1出土層位1縄文土器1石器1土師器1陶磁器1その他1備考 出土位置1出土層位1縄文土器1石器1土師器1陶磁器1その他1備考

B3 I LII 11 D 2 I LI 3
 

17 炭1
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図 9 遺構外出土遺物

ため， 黒色処理が失われている。 2 はロクロ成形の後 ， 外面にも丁寧なヘラミガキが施されている。

また， 底部資料である 4~6 は， 休部下端～底部周縁にかけて手持ちヘラケズリが施される。 底

部の切り離し方は， 6は回転糸切り痕が認められるが， 4 • 5は不明である。

同図7はロクロ整形の小型の土師器甕である。 口縁部は僅かに外反し， 内外面ともに丁寧なロク

ロナデが認められ， 焼成は極めて良好である。

また， 図示できなかった縄文土器は， 体部破片2点底部1点である。 いずれも摩耗が激しい細

片であるが， 体部破片には網目状撚糸文を施された破片が 1 点認められることを加筆しておく。

第 3 章 総 括

今回の調脊で検出された遺構は， 竪穴住居跡 1 軒 ， 土坑 1 基， 溝跡 1 条， 小穴 12基である。 時代

を特定できたものは竪穴住居跡で， 平安時代前半期である。 土坑や溝跡などについては 出土遺物

が乏しくその機能や年代を把握できた遺構は極めて少ない。

出土遺物では縄文土器・土師器など， 総量でコンテナ 2 箱程度であった。 出土遺物のほとんどは

土師器で， その大半は 1 号住居跡から出土したものである。 ここでは平安時代の住居跡を中心とし

てまとめてみることとする。

住居跡からは， 土師器杯（高台付杯含む）・甕の器種が認められる。 現在 ， この時期の土器群につ

いては， 特に土師器杯を編年の指標として， 体部下端から底部の器面調整が回転ヘラケズリ調整か

ら手持ちヘラケズリ調整へ ， 底部は調整のあるものから調整が無く回転糸切り痕を残すものへ， 更

に器形は口径に対する底径の比が大きいものから小さいものへ変化するという指摘がされている。
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本住居跡の土師器杯は， 体部下端に回転ヘラケズリ調整を施すものが 1 点手持ちヘラケズリ調

整を施すものが2点確認できた。 また， 底径が小さく器高が高くなるもの(5図l)や， 底径が大

きく器高が低くなるもの(5図2 • 5)が認められる。 底部の切り離し技法はいずれも阿転糸切り

で， 底部周縁にはヘラケズリ再調整が認められる。 その形態・調整などの特徴は， 第 1 編で述べた

腹田A遺跡の 1 • 2 号住居跡に類似し， おおよそ 9 世紀中莱～後莱と考えられる。

次に住居跡の構造では， 遺存状況は極めて悪いが， 柱穴がなくカマドが存在し貯蔵穴を有する。

カマドの方向と貯蔵穴との位置関係については， 腹田A遺跡の 1~3 号住居跡とほぼ類似する。

さらに 本遺跡の周辺の類例と比較すると， 立地では隈戸） II南岸の低位段丘面丘陵裾部に挟ま

れた非常に狭小な緩斜面である。 対岸に位置する町屋遺跡・道目木遺跡は中位段丘の広大な平坦面

に立地するなど， 住居が営まれた基本的な条件が異なる。 このように 同時期の住居が立地を違え

て存在する亭象として， 大きくは集落形態の違い 居住する人物の職能による違いまでのいくつか

の要因が指摘でぎる。

腹田C遺跡は， 南側に連なる標高350m前後の丘陵地帯が隈戸川に迫り， 西側には河川に注ぐ開析

谷の存在が推測され， 日当たりも不良で， 水田・畑などの耕作地を樽るには難しい場所である。 お

そらく狭小な開析谷や隈戸川沿いの氾濫原に生活基盤を確保しながら， 2~3 軒程度の住居跡が同

時期に存在する程度で， その存続期間 も極めて短い。

一方， 出土遺物からは集落の特徴やその経営

基盤を示すような遺物も認められない。 本遺跡と同一段丘に立地する腹圧 A遺跡では， ほぼ同時期

の集落跡が確認され， 本遺跡との関連性が指摘できる。 おそらくこれらの遺跡は， 隈戸川南岸沿い

に点在した小集落であったと推測される。 しかし， 腹田A遺跡がある程度の渠落期問の持続性が認

められるのは， 本遺跡と比べて対照的である。 これは地形的な要因によるものであろうか。

八世紀以降， 律令政府の政策によって小農民も私墾田の開拓に乗じていたと思われる。 河川沿い

の氾濫原など稲作の最適地は， すでに収公されたり， 有力者に独占されていたと思われる。 本遺跡

の対岸には広大な氾濫原が広がる。 対岸の河岸段丘に立地する町屋遺跡や道目木遺跡は， 大信地区

における奈良•平安期の拠点的な遺跡であるが ， その住人たちによって広大な氾濫原を開拓・経営

され， 稲作農耕に従事していたものと考えられる。 そうなると， 小農民にとって開拓の余地は山間・

丘陵部であったことだろう。 したがって， 腹田C遺跡の住人は， 丘陵裾の狭小な段丘上に住居を構

え， その西側に広がる狭小な開析谷や隈戸川沿いの氾濫原を私墾田として開拓したのであろうと思

われる。 しかし， 谷地は地形の性質上， 自然災害を被りやすい。 そのため，

一度災害を被ると別地

に移動したと思われるが， 腹田C遺跡の集落が単発的で継続性が認められないのも地域的特性に左

右された結果であると思われる。

これらの亭象からすると ， 9世紀半ば頃の一時期に河川部開発が行われ， それに従事する人々

(2 ~3 世帯）が集まってできた小規模な集落と考えられる。 今後， 調査事例の増加を通して， こ

のような小集落のあり方を検討していきたい。
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第 4 編 金谷林遺跡
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所 在 地

時代・種類

調査期間
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平成19年4月9日 ～ 4月万日

9月13日 ～ 9月25日

稲村 圭一



第 1 章 遺跡の環境と調査経過

第 1 節 遺跡の位置と地形

金谷林遺跡は， 白河市大信増見字金谷林に所在し， 北緯刃度11分5 4秒， 東経140度14分30秒に位置

する。 白河市は中通り地方の南端部に位置し， 東は阿武隈山地， 西は那須山系， 南は八溝山系に挟

まれた低平な台地上に位置する。 本遺跡のある大信地区は白河市の北西側付近にあり， 北は天栄

村， 南は泉崎村， 西は西郷村， 東は矢吹町とそれぞれ境界を接している。 遺跡はJR東北本線矢吹

駅から西方向へ約 7km， 東北自動車道矢吹インターから西方向へ約4. 5km付近に位置している。 遺跡

の北西側を匡道294線が通り， 約0. 75km北側には主要地方道矢吹・天栄線がある。

白河市大信地区の地質は 東部を北西から南東に棚倉破砕帯が走り， その西側には中新世グリ ー

ンタフ変動による緑色凝灰岩が分布し， その上には鮮新世代から洪積世前期にかけて生じた石英安

山岩質の白河層と呼ばれる火山砕盾堆積物（凝灰岩）いわゆる白河石の地層が広がる。 地形的に見

ると， これらの地層を開析して隈戸川が東流・下刻し， 現在のような西高東低のゆるやかな丘陵地

帯（白河丘陵）を形成している。 丘陵の間を奥羽脊梁山脈を水源とする隈戸川が東流し， その支流

との流域には， 砂や礫や粘土からなる狭長な谷底平野・埋積谷・河岸段丘・洪稽台地を形成し， こ

れらの地域に白河市大信地区の各集落が点在する。 特に， この地域の東側地区は洪積世の活動によ

るパー ライド質火山噴出物の堆積層やロ ー ム層がよく発達し， 丘陵裾部には沖積段丘堆積物として

の砂・礫が， また黒色腐植土中には沖積世起源の火山灰・火山砂が薄く認められる。 金谷林遺跡が

位置する増見地区は， 奥羽脊梁山脈から続く丘陵地帯の東側にあたり， 隈戸）1|水系の外面）11等に

よって複雑に開析されている。

金谷林遺跡は， 大信地区の中央よりやや南寄りの隈戸川が， 支流の外面川と合流し大きく蛇行す

る地点の， 標高400m前後の丘陵の北斜面裾にあたる比較的狭長な低位段丘上に立地する。 調査区

内の標高は， 296. 6~297. 2mで， 隈戸川の） 1 ［床との標高差は約4. Omである。 遺跡の北側には， 隈戸

JI|と外面）1|等によって形成された比較的広い谷底平野一帯を望むことができる。 本遺跡の範囲は，

隈戸川南岸の低位段丘の平坦面を中心とする27,000rriで， 平成19年度の調査は， 900rriの範囲につい

て発掘調査を実施した。 現況は耕地整備された畑地で， 調査区内は耕地造成に伴う大規模な削平を

受けており， 遺構の遺存状態は極めて良くない。

周辺には， 縄文時代後期の隻落跡として有名な町屋遺跡や， 中世の城館跡である八幡山館跡等が

所在している。 第2編で報告する腹田B遺跡は， 本遺跡と同一段丘上の東側に位置しており， その

距離は約200mである。
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第1草 遣跡の環境と調査経過

第 2 節 調 査 経 緯

金谷林遺跡は， 平成11年度に福島県教育委貝会から委託を受けた（財）福島県文化振輿事業団が

実施した 国営隈戸）II農業水利車業の幹線用水路建設に伴う表面調査によって， 遺物の採集から古

墳時代～中世の散布地として新たに登録され（遺跡番号46700109) ， 遺跡範囲は27,OOOrriと推定された

（『福島県内遺跡分布調査報告 6 』) 。 その後， 平成18年度に， 幹線用水路掘削範囲の2,400ばを対象とし

た試掘調査を， 福島県教育委員会の委託を受け ， （財）福島県文化振興事業団が実施した。 この結

果古墳時代や古代にかけての遺構・遺物が確認されたことから， 幹線用水路のエ車予定地域のう

ち900rriが保存を要する範囲として提示された （『福島県内遺跡分布調査報告13』) 。

平成19年度の調査は， 隈戸川展業水利亭業所と福島県教育委員会 ， （財）福島県文化振興亭業団

による現地の状況と調査範囲の確認を得て， 調査員 l 名作業員23名の体制で平成19年 4 月 9 日に

開始し， 途中に中断期間を含み， 9 月25日までの廷べ14日間にわたって行った。 以下に調査概要を

記す。

調査開始当初は， 関係機関への周知， 調査区の縄張り， 発掘器材の搬入など ， 本格的に調査を開

始するための条件整備を進め， 4月11日からは重機による表土剥ぎを開始した。 4月9日からは作

業員を雇用し ， 金谷林遺跡と近接している腹田A遺跡・腹田B遺跡の試掘調査を一週間程度の期間

で行った後順次金谷林遺跡の発掘調査へ移行することになった。 発掘調査は， 周辺の現境整備，

遺構検出から開始した。 調査区内には外面川と隈戸川の合流地点へ延びる谷筋が存在しており， 表

土直下は小～大礫や粗砂の堆積が著しく， 遺構検出作業は困難を来した。 また， 遺構の検出作業と

並行して測呈基準杭の設定と水準点の移動を随時行った。 しかし， 4 月25日に腹田A遺跡・腹圧 B

遺跡の試掘調査の成果を協議したところ ， 隈戸）1|農業水利事業所から工事の工程上， 腹田A遺跡・

腹田B遺跡の発掘調査を優先させてほしいとの意向を受け ， 本遺跡の調査は両遺跡の調査終了後に

再着手することとなった。

しかし， その後の幹線用水路部分のエ亭の計画変更により， 幹線用水路工事区域が本遺跡範囲の

外へ逸れることになり， 開発を逃れることとなった本遺跡の発掘調査の必然性がなくなった。 この

ことから， 9月10日に現地協議を行い 既存調査区の記録保存を行った後， 埋め戻し作業を行うこ

とを三者で確認した。

本遺跡の作業再開は9月13日から行った。 約5カ月間の中断期間があったため， 調査区内の復旧

作業は， 下草刈り・排水作業を主体として非常に困難を来した。 調査区の全体写真を終了した18日

からは順次重機による埋め戻しを行った。 大礫を取払うのに有効なスケルトンバッケトを有する重

機も同時に導入し ， 作業員と合わせて表土層の礫を取り払いながら慎重に埋め戻し作業を進めた。

作業途中に地権者を立ち会わせ ， 試掘調査区域と合わせて埋め戻し完了の了承を得るまでに か

なりの時問を要したが， 25日にすべて終了した。
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L皿 褐色砂層 10YR4/6（細砂多旦混入）
LW 灰黄褐色粘質土 10YR4/2 

B 
- 297.50m 

二lb

L!Ib Lllb 

B
' 

LI a 

／
？ LW 

゜ 20m 
(1/60) 



第2草 遣描と遺物

第 3 節 調 査 方 法

平成19年度に調査を実施した金谷林遺跡の調査は， 以下に基づいて行った。

グリッドの設定 調査区の位置を国土座標の中で正確に把握するために， 世界測地系を基本とし

た測量用基準杭(X -133, 030. Y - 367. 050) を打設した。 国土座標値は， 世界測地系公共座標第lX

系に一致させ，

一辺10m方眼を単位とした。 グリッドの座標値は， 図 2中に示した。

個別のグリッドは 東西方向に西から東ヘアルファベットA· B···. 南北方向に北から南へ算用

数字で 1 • 2•••とし， 両者を組み合わせて， D6 グリッド， F8 グリッドなどと呼称している。

発掘作業 発掘作業では， 表士は重機を用いて除去した。 その後， 人手により包含層を除去し，

遺構・遺物の検出作業を行った。 遺構外の層位名を付す際は， 基本層位はロ ー マ数字を用いてLI·

L IIと表した。 なお， さらに分層される堆積土については， 小文字のアルファベットを付加してL

IIa•LIIb•••などと使用した。

記 録作成 調査の成果は， 実測図と写真で記録した。 調査区内の地形國や遺構配置図は， 1/ 

200で作成した。 土層観察における色調判断は， 『新版標準土色帖』（小山・竹原1997)を基準とした。

調査現場での写真撮影は35mm小型一眼レフカメラ， デジタルカメラを併用した。

遺物・記録の保管 発掘調査で埠られたすべての出土遺物と記録類ー式は， 報告書作成完了後，

遺跡ごとに台帳を作成し， 福島県文化財センタ ー 白河館（まほろん）に収蔵する予定である。

第 2 章 遣構と遺物

第 1 節 遺構の分布と基本土層（図2 ， 写真1 ~4) 

遺跡は， 大きく地形の改変が行われており， 1日地形はほとんど土めていない。 水路を挟んだ東側

調査区は段状に盛土して平坦面が作り出され， 畑地が造成されている。 地元の方によると， 畑地以

前は水田が存在し， ほ場整備により大きく掘削・ 盛土を行い 畑地に改変されたとのことである。

西側調査区は， 西端付近は比較的原地形を留めているものの， 調査区南側から外面）1|と隈戸）1[の

合流地点へ延びる谷筋が存在しており， その谷筋に盛土して畑が造成されている。 表土直下は小～

大礫の堆積が著しく， この谷筋に起因するものと思われる。

遺跡内の准積土は， 大きく 3 層に区分した。 LIaは遺跡全体を覆う表土であり， 現耕作土であ

る。 層厚は20~40crnを測り， 層中には土師器・須恵器片などの遺物が多く含み， 改変時に混入した

ものと考えられる。 LI bは盛土であり， 改変時に人為的に整地した層である。 粗砂や礫を多量に

混入する。 特に東側調査区は段状を呈しているが， 南側の上位面はこの層によって整地されており，

かなりの厚さがあると推測される。 今回の調査では， この層の掘り込みを行わなかったため， 遺物
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図3 出土遺物

の包含については不明である。
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19 CI 3 LI a) 

(11 ・ 12 • 15-19) 

10cm 

1(215) 

LIIa·IIbはともに河川氾濫に起因する堆栢土と思われる。 ともに粗砂や礫を多量に混入する。

今回の調査では， 工事の工程変更上 ， 本層の掘り込みを行わなかったため， 層厚などは不明であ

る。 また， 試掘調査の見解から， 層中には多数の土師器・須恵器片を主休とした遺物を包含してい

ると推測される。 Lm もまた河川氾濫に起因する堆栢土と思われ， 調査区中央付近を中心に堆栢す

る層であると考えられる。 層厚は不明で遺物の出土は認められない。

LNは， 小～中礫や砂を含む灰黄褐色粘土層である。 掘削が浅かった東側調査区の南東付近に残
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第2草 遣描と遺物

存している。 この層は遺跡が位置する丘陵の基盤層で， 火砕流堆積物である。 風化が進みかなり粘

土化している。

第2節 出士遺物（図 3, 写真 5)

今回の調査では， 総数185点の遺物が出土した。 その出土位置・層位の内訳は表lに示した。 土師

器が154点と最も多く， 他は須恵器30点陶器 1 が出土している。 これらの遺物のうち ， 比較的遺

存状態の良いものを図 3 に図示した。 遺物は相対的にみると， 東側調査区からは少なく， 西側調査

区から多く出土する傾向が認められる。 これは 東側はほ場整備等の後世の掘削が著しいのに対し

て， 西側は比較的旧地形が遺存しているためである。 以下， 順次遺物の特徴について概説する。

3医1 ~12はいずれも土師器である。 1 ~ 4はロクロ成形の土師器杯である。 いずれも内面には

ヘラミガキの後， 黒色処理が施されている。 なお， 2 は二次加熱を受けて器面が赤褐色になった部

分が見られ， 二次的な被熱のため， 黒色処理が失われている。 1 は体部外面から底部縁にかけて縦

位で「口有」と判読できる墨書が認められる。 底部資料である 2 は， 体部下端から底部固縁にかけ

て回転ヘラケズリが施され， 底部の切り離し方は回転糸切り痕が認められる。 4は内外面とも丁寧

なヘラミガキの後に黒色処理を施している。 破片であるため断定はできないが， 調整技法などから

金属器を模したものである可能性が推測される。 5は非ロクロ成形の土師器高杯の脚部である。 中

空の太く短いもので「ハ」の字状に開き， 裾部で更に強く外反して接地する。 器面調整は， 外面の

上半部にヘラケズリと部分的にヘラミガキ， 裾部にヨコナデ， 内面の上半部にヘラケズリ， 裾部に

ヨコナデが観察できる。

6 • 7 は非ロクロ整形の土師器甕の底部である。 6 の外面にはヘラケズリ調整の後にヘラミガキ

の再調整が観察でき， 内面の調整はヨコナデである。 7 の底部外縁と内面にはユビオサエが観察で

ぎ 底部には木葉痕が残る。 8~10は土師器甕の口縁部である。 8 • 9 はともに非ロクロ整形であ

り， 外面の調整は口縁部が横ナデ， 8の体部がヘラケズリである。 9 はロクロ整形で， 口縁部は外反

した後に端部が上に軽くつまみ上げられている。 11 • 12は土師器甕の体部であると判断した。 外面

の調整は11がハケメ ， 12は平行タタキ目が観察できる。

同図13~19はいずれも須恵器である。 13は小片であるため断定はできないが， 盤の可能性がある。

14は長頸瓶の体部中央から底部にかけての資料で， ロタロ整形のものである。 外面や内面の底部の

一部に自然釉の付着が認められる。 高台部の断 面形状は， 先端が三角形状を品している。

表1 遺構外出土遺物 点数一覧

出土位置 出土層位 縄文土器 石器 土酒器 須恵器 陶磁器 備考 出土位置 出土層位 縄文土器 石器 土師器 須恵器 陶磁器 備考

B2 Lia 46 4 F3 L I a 11 

C2 Lia 27 3 F4 L I a 4 1 

C3 Lia 13 6 I 3 L I a 4 15 

D3 Lia 49 1 1 
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第4編 金谷林遺跡

15~19は甕の破片資料である。 外面はすべて平行タタキ目が観察できるが， 15 • 18の内面には同

心円文の当具痕が観察できる。

第 3 章 総 括

今回の金谷林遺跡の調査では， 遺構は確認されなかった。 調査区内は， 表土中や遺跡に入る沢地

を中心に僅かの遺物が出土するに止まった。 沢地内の堆積土は， 礫を多く含む砂質土であり， 流水

の影響を受けて堆積したものと考えられる。 遺跡内は現代のほ場整備により大きく地形改変され，

旧来の地形をほとんど止めていない。 また， エ車の計画変更により幹線用水工区が本遺跡から外れ

ることから ， 発掘調査の必然性がなくなったため， 既に開口していた調査区の記録を行い， 調査以

前の状況に復旧することで本遺跡の調査を終えた。 よって， 本遺跡の詳細な検討を行うことは 現

時点では材粒不足であり。 これからの課題である。 しかし， 今回の出土した遺物と周辺遺跡の状況

から若干の検討を加えてみる。

出土遺物では土師器・須恵器など， 総量でコンテナ2箱程度であった。 出土遺物のほとんどは破

片資料で， いずれも表土・盛土中から出土したものである。

金谷林遺跡の立地は， 隈戸）1|と外面川が合流する南岸の河岸段丘である。 第1編から第3編で報

告した腹田遺跡群と同じ段丘上に位置し， その中でも最も西側に位置する。 本遺跡は， その殆どは

旧地形を止めておらず， 地形を改変された際に生じた表土・盛土の中には， 土師器・須恵器を主体

とした相当量の遺物の散布が認められる。 今回出土した遺物の中には， 細片ではあるが， 非ロクロ

成形の土師器有段丸底杯や高杯・甕， ロクロ成形で回転糸切り跡の痕跡が認められる土師器杯や

甕 須恵器甕・壺が認められ， その特徴から奈良時代から平安時代の年代を示す。 また， 「口有」

と書かれた墨書土器が認められ， 遺跡の中には識字階層の人物が存在していたことが裏付けられる。

このことから ， 奈良時代～平安時代にかけて存続した極めて安定した生活基盤をもった渠落跡の

様相が垣問見ることができ， 該期の集落跡が存在した腹田遺跡群との関連性が指摘できるであろう。

おそらく， 隈戸川南岸沿いに点在した小集落の1つであったと推測される。

今回の調査においては， 本遺跡の性格に関してはほとんど明らかにすることができなかった。 今

後の検討課題として考えている。

大信村史編纂委員会編

幅烏県教育委員会
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ふ
福

くし
島
まけ
県
んし白らか河わ市し 2007年5月29日～

韮
だ 6月 8日

田 A た大い信しん増ます見みあ字さ 467 00107 37じ 12'02' 140'15'18' 
6月18日～6月28日

430面
は腹ら田だ

7月31日～9月14日
ふ

福
くし烏まけ県

んし白らか河わ市し 2007年5月7日～た
た大い信しん増●す見みあ字ざ 5月31日田 B 467 00108 37° l l‘ 54" 140゜ 15'or 850面

は腹ら田だ 7月2日～8月2日 用水管（国営隈戸）II農業
水利李業）建設に伴う事

ふ
福

くし
島
まけ
県
んし白らか河わ市し 前調査

韮
た

た大い信しん増ます見みあ字さ 2007年6月 6 日～
田 C 2052 00605 37'12· or 140° 15'15' 

6月18日
250吋

は腹ら田だ

ふ
福

くし
島
まけ
県
んし白らか河わ市し 2007年4月11日～

谷
や li林·やし た大い信しん増ます見みあ字さ 467 00109 37じ ll'M“ 140'14'30' 4月27日 900面

か金
な
谷
やば林やし 9月13日～9月25日

所収遺跡名 種 類 主な時代 主 な 遣 構 主な遣物 特 記 事 項

竪穴住居跡 5 軒 縄文土器
平安時代の竪穴住居を中心とした集落跡。 竪穴

住居跡は重複または作り替えが行われており， 狭
はら だ 縄文時代 土 坑 3 基 石器・石製品 小な平坦地であるため， 土地利用が制限されたた腹 田 A 集落跡

溝 跡 1 条
土師器 めと考えられる。 また， 住居内からは良好な遺物乎安時代 須恵器

小 穴 12基 鉄製品
が多く出土している。 この他縄文時代の遣物も
出土している。

竪穴住居跡 3 軒 縄文土器 縄文時代晩期および奈良時代の集落跡。 繍文時

99ら た 縄文時代 土 坑 19茎 代晩期は竪穴住居跡と多くの土坑群が確認され，

腹 田 B 集落跡 溝 跡 1 条 石嬰品 土坑内からは多くの良好な遣物が出土した。 奈良
奈良時代 焼土遺構 1 基 時代は大小 2 軒の竪穴住居が確認され， ほぼ同時

小 穴 75茎
土師器 期に存在したと考えられる。

竪穴住居跡 1 軒 平安時代の集落跡。 検出した竪穴住居跡は遺存

韮
た 縄文時代 土 坑 1 基 縄文土器 状況が悪かったが， カマド付近から多くの遺物が

田 C 集落跡
溝 跡 1 条 出土した。 この他， 縄文時代の遺物も出土してい乎安時代 土師器
小 穴 10基 る。

古墳時代
今回の調査では削平が著しく， 遣構は確認でき

苓 谷
や ,,林’

やし 土師器
散布地 奈良時代 なし なかった。 遣物は古墳～平安時代のものが認めら

須恵器 れ， 当該期の集落跡であったと考えられる。

平安時代
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